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Ⅰ　

は
じ
め
に

倒
産
手
続
開
始
当
時
、
債
務
者
及
び
そ
の
相
手
方
が
共
に
ま
だ
履
行
を
完
了
し
て
い
な
い
双
務
契
約
は
、
講
学
上
、「
双
方
未
履
行
双

務
契
約
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
日
本
破
産
法
は
、
破
産
債
権
も
し
く
は
破
産
財
団
に
関
す
る
一

般
の
規
律
で
は
な
く
、
特
別
の
規
律
を
設
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
管
財
人
は
、
契
約
の
履
行
又
は
解
除
の
選
択
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
法
理
は
形
成
さ
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和
国
企
業
倒

産
法
」（
以
下
、「
中
国
倒
産
法
」
と
い
う
。）
も
、
日
本
法
に
倣
い
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
を
設
け
て
い

る
。
ま
ず
、
同
法
一
八
条
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定
を
置
い
て
い
る
。

「
1　

倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
裁
判
所
に
受
理
さ
れ
た
後
は（

（
（

、
管
財
人
は
、
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
受
理
さ
れ
る
前
に
成
立

し
、
債
務
者
及
び
そ
の
相
手
方
が
共
に
ま
だ
履
行
を
完
了
し
て
い
な
い
双
務
契
約
に
つ
い
て
、
解
除
又
は
履
行
の
選
択
を
す
る
と
同
時
に
、

相
手
方
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
が
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
二
ヶ
月
以
内
に
相
手
方
に

通
知
し
な
い
か
、
又
は
相
手
方
か
ら
催
告
を
受
け
た
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
確
答
を
し
な
い
と
き
は
、
契
約
の
解
除
を
し
た
も
の
と
み
な

す
。2　

管
財
人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
と
き
は
、相
手
方
は
、そ
の
契
約
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、相
手
方
は
、

管
財
人
に
担
保
の
供
与
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
が
担
保
の
供
与
を
し
な
い
と
き
は
、
契
約
の
解
除
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。」

次
に
、
同
法
四
二
条
一
号
は
、
管
財
人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
場
合
に
お
け
る
相
手
方
の
請
求
権
の
処
遇
に
つ
い
て
、
規
定
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し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
裁
判
所
に
受
理
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
債
権
で
、
以
下
に
掲
げ
る
も
の
は
、
共
益
債
権
と
す
る（

（
（

。

一　

管
財
人
又
は
債
務
者
が
相
手
方
に
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
」

更
に
、
同
法
五
三
条
は
、
管
財
人
が
契
約
の
解
除
を
選
択
し
た
場
合
に
お
け
る
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
処
遇
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
管
財
人
又
は
債
務
者
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
契
約
の
解
除
を
選
択
し
た
と
き
は（

（
（

、
相
手
方
は
、
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
生
じ
た

損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
倒
産
債
権
と
し
て
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。」

こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
み
る
と
、
中
国
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
は
、
主
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
比
較
法
的
特
徴
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。

第
一
に
、
中
国
法
は
、
管
財
人
の
消
極
的
選
択
の
態
様
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
法
や
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
な
履
行
拒
絶
構
成
を
採
っ
て
お

ら
ず（

（
（

、
日
本
法
と
同
様
の
解
除
構
成
を
採
っ
て
い
る
（
日
本
破
産
法
五
三
条
一
項
）。

第
二
に
、
管
財
人
が
契
約
の
解
除
を
選
択
し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
を
置
い
て
い
る
日
本
法
と
異
な
り
（
日
本
破

産
法
五
四
条
）、
中
国
法
は
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
倒
産
債
権
で
あ
る
旨
を
定
め
て
い
る
が
、
契
約
の
解
除

に
伴
い
、
原
状
回
復
が
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
条
文
上
極
め
て
不
明
確
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
立
法
状
況
の
下
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
効
果
論
、
特
に
管
財
人
が
契
約
の
解
除
を
選
択
し
た
場
合
に
は
原

状
回
復
が
さ
れ
る
か
否
か
、
更
に
原
状
回
復
が
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
場
合
は
相
手
方
の
原
状
回
復
の
請
求
権
が
倒
産
債
権
か
共
益
債
権
か

に
つ
い
て
、
見
解
の
対
立
が
生
ず
る
。
も
し
こ
れ
を
解
釈
論
に
委
ね
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
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目
的
論
を
解
明
し
、
特
に
中
国
法
が
履
行
拒
絶
構
成
で
は
な
く
、
解
除
構
成
を
採
用
し
た
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
中
国
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
論
は
、
一
つ
の
研
究
分
野
と
し
て
確
立
し
て
お
ら
ず
、
従
来
の
研
究
に
お
い

て
は
、
目
的
論
に
触
れ
た
極
僅
か
な
論
考
も
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
関
す
る
規
律
が
倒
産
財
団
も
し
く
は
倒
産
債
権
者
の
利
益
保
護

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
し
か
示
さ
ず（

（
（

、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
つ

い
て
ほ
ぼ
中
国
と
同
様
の
法
律
構
成
を
採
用
す
る
日
本
で
は
、
古
く
か
ら
、
目
的
論
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
本
稿
は
、
日
本
の
学
説
を
考
察
し
た
上
で
、
中
国
法
下
の
目
的
論
の
構
成
を
試
み
、
更
に
、
そ
の
目
的
論
に
基
づ
い
て
効
果
論
を
導

く
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
中
国
で
は
、
司
法
に
お
い
て
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
一
般
則
で
あ
る
倒
産
法
一
八
条
が
適
用
さ
れ
る
契
約

に
つ
い
て
さ
え
基
本
的
な
見
解
の
一
致
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
現
状
の
下
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
定
義
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

急
務
と
な
る
。
他
方
、
日
本
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
論
、
効
果
論
及
び
適
用
対
象
論
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
先
行
研

究
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
全
般
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
試
み
は
ま
だ
な
い
た
め
、
先
行
研
究
に
お
い
て
目
的
論
、
効
果
論
及
び
適
用

対
象
論
の
相
互
で
矛
盾
さ
え
も
生
み
出
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
た（

（
（

。
本
稿
は
、
中
国
法
を
テ
ー
マ
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
体
系
的
な

研
究
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
法
や
ア
メ
リ
カ
法
を
も
考
察
の
対
象
に
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
法
に
と
っ
て
も
有

益
な
視
座
を
提
供
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
上
記
の
目
的
に
達
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。
ま
ず
、
第
Ⅱ
章
に
お
い
て
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の

目
的
論
に
関
す
る
中
国
の
学
説
の
状
況
を
紹
介
し
つ
つ
、
日
本
の
各
説
を
系
譜
的
に
考
察
し
、
そ
の
問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
、
私
見
を

展
開
す
る
。
次
に
、
第
Ⅲ
章
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
論
に
基
づ
い
て
契
約
の
履
行
の
場
合
及
び
契
約
の
解
除
の
場
合
の
効
果
を
体
系
的
に

説
明
す
る
。
ま
た
、
第
Ⅳ
章
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
、
日
本
及
び
ア
メ
リ
カ
の
立
法
、
判
例
及
び
学
説
を
参
考
に
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
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に
関
す
る
一
般
規
定
の
適
用
対
象
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
第
Ⅴ
章
に
お
い
て
、
中
国
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的

論
、
効
果
論
及
び
適
用
対
象
論
を
関
連
付
け
て
ま
と
め
、
ま
た
、
日
本
法
へ
の
示
唆
を
抽
出
す
る
。

Ⅱ　

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
論

1　

中
国
の
学
説
の
状
況

双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
法
理
を
正
確
に
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
立
法
目
的
を
解
明
す
る
こ
と
が
第
一
歩
と
な
る
。
中
国
の
学
説
に
お

い
て
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。

「
管
財
人
に
選
択
権
を
与
え
る
の
は
、
倒
産
財
団
の
価
値
の
最
大
化
及
び
債
務
者
の
弁
済
能
力
の
回
復
を
図
る
趣
旨
で
あ
る

（
（
（

。」

「
倒
産
法
が
管
財
人
に
こ
の
権
限
を
与
え
る
の
は
、
管
財
人
に
、
倒
産
財
団
の
負
担
と
な
る
契
約
か
ら
解
放
し
、
倒
産
財
団
の
増
殖
に

有
利
な
契
約
を
履
行
し
う
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
倒
産
財
団
を
最
大
限
に
増
殖
さ
せ
、
債
権
者
全
体
の
利
益
を
守
る
趣
旨
で

あ
る

（
（
（

。」
要
す
る
に
、
中
国
の
学
説
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
立
法
目
的
が
倒
産
財
団
又
は
倒
産
債
権
者
の
利
益
の
保
護
に
あ
る
と
す

る
が
、
な
ぜ
こ
う
い
う
結
論
を
導
く
に
至
っ
た
か
に
関
し
て
、
そ
の
論
証
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
双
方
未
履
行
双
務

契
約
に
つ
い
て
中
国
と
ほ
ぼ
同
様
の
法
律
構
成
を
採
っ
て
い
る
日
本
で
は
、
目
的
論
に
関
す
る
問
題
意
識
が
高
く
、
ま
た
、
学
説
の
蓄
積

も
豊
富
で
あ
る
。
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2　

日
本
の
学
説
の
系
譜（

（
（

日
本
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
に
関
し
て
、
か
つ
て
通
説
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
伊
藤
眞

教
授
、
福
永
有
利
教
授
、
霜
島
甲
一
教
授
、
水
元
宏
典
教
授
に
よ
り
、
通
説
に
対
し
て
新
た
な
見
解
が
続
々
と
示
さ
れ
、
続
い
て
、
宮
川

知
法
教
授
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
有
力
説
に
対
応
し
て
通
説
の
再
構
成
が
提
唱
さ
れ
、
二
十
一
世
紀
以
降
、
中
西
正
教
授
に
よ
り
、
有
力
説

側
の
新
た
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
議
論
は
百
家
争
鳴
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

⑴　

通　
　
　

説

通
説
は
多
く
の
倒
産
法
の
教
科
書
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
典
型
的
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
何
ら
の
特
別
規
定
が
な
い
と
す
れ
ば
、
相
手
方
は
自
己
の
負
担
す
る
給
付
は
財
団
の
た
め
に
完
全
に
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
反
し
、
そ
の
受
く
べ
き
反
対
給
付
に
つ
い
て
は
、
破
産
債
権
者
と
し
て
、
財
団
を
構
成
す
る
総
財
産
か
ら
の
比
例
的
満
足
（
通
常
は
ご

く
低
率
の
配
当
額
）
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
双
務
契
約
の
性
質
に
反
し
、
相
手
方
に
対
し
甚

だ
酷
な
る
結
果
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
蓋
し
、
双
務
契
約
に
お
け
る
当
事
者
双
方
の
債
務
は
、
互
い
に
対
価
的

意
味
を
も
っ
て
対
立
し
、
い
わ
ば
担
保
視
し
あ
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
民
法
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
与
え
た
の
と
同

じ
趣
旨
か
ら
、
破
産
法
も
、
未
履
行
の
双
務
契
約
に
つ
い
て
特
別
規
定
を
設
け
、
ま
ず
管
財
人
に
お
い
て
こ
れ
を
解
除
す
る
か
履
行
を
請

求
す
る
か
の
選
択
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
～（
中
略
）～
相
手
方
の
保
護
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（（
（

。」

通
説
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
は
、「
破
産
的
配
当
対
完
全
履
行

（
（（
（

」
と
い
う
相
手
方
に
と
っ
て
不
公
平
な
結
果
の
回
避
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に
あ
る
と
す
る
。
相
手
方
が
自
己
の
債
務
を
完
全
に
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
よ
っ
て
履
行
の
請

求
を
拒
否
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
と
解
す
る
と
、
通
説
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開
始
に

よ
っ
て
消
滅
・
停
止
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑵　

伊　

藤　

説

伊
藤
眞
教
授
の
教
科
書
の
当
該
部
分
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
立
法
者
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
意
図
し
た
の
は
、
破
産
管
財
人
に
契
約
の
解
除
権
を
認
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
解
除
権
は
、

契
約
当
事
者
間
の
合
意
に
も
と
づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
履
行
遅
滞
な
ど
実
体
法
上
の
解
除
原
因
に
も
と
づ
く
も
の
で
も
な

く
、法
に
よ
っ
て
破
産
管
財
人
に
与
え
ら
れ
た
特
別
の
権
能
で
あ
る
。
契
約
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
破
産
者
の
側
に
立
つ
破
産
管
財
人
は
、

解
除
権
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
前
の
契
約
上
の
地
位
よ
り
有
利
な
法
的
地
位
を
与
え
ら
れ
る

（
（（
（

。」

双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
に
つ
き
伊
藤
説
が
管
財
人
の
解
除
権
の
み
を
強
調
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く
。

「
相
手
方
の
権
利
は
、
本
来
破
産
債
権
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
立
法
に
よ
っ
て
財
団
債
権
に
格
上
げ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
相
手
方
に

よ
る
債
務
履
行
に
よ
っ
て
破
産
債
権
者
全
体
が
利
益
を
受
け
、
従
っ
て
そ
の
対
価
た
る
相
手
方
へ
の
債
務
履
行
を
破
産
債
権
者
が
共
同
負

担
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
相
手
方
の
権
利
は
本
来
的
な
財
団
債
権
で
あ
り
、
破
産
管
財
人
が
履
行
の
選
択
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
財
団
債

権
と
し
て
の
行
使
が
可
能
に
な
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る

（
（（
（

。」

こ
の
と
お
り
、
相
手
方
の
権
利
が
本
来
財
団
債
権
で
あ
る
た
め
、
管
財
人
は
、
手
続
開
始
後
に
お
い
て
、
手
続
に
よ
ら
な
い
で
相
手
方

に
対
し
て
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
日
本
破
産
法
五
三
条
一
項
が
な
い
と
仮
定
し
て
も
、
管
財
人
は
依
然



二
二
〇

と
し
て
積
極
的
選
択
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
以
上
、
同
項
の
目
的
は
、
管
財
人
に
解
除
権
と
い
う
特
別
な
権
限
を
与
え
る
点
の
み
に
あ
る

と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
伊
藤
説
は
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
破
産
手
続
の
開
始
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
破
産
管
財
人
に
よ
っ
て
履
行
が
選

択
さ
れ
た
と
き
に
は
、
従
前
の
契
約
関
係
に
お
け
る
相
手
方
の
地
位
、
す
な
わ
ち
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
担

保
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
予
定
さ
れ
る
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
、
契
約
関
係
が
存
続
す
る
以
上
、
差
押
債
権
者
や
破
産
管
財
人
に
対
し

て
も
そ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

（
（（
（

。」
と
説
い
て
お
り
、
通
説
と
反
対
に
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開

始
に
よ
っ
て
消
滅
・
停
止
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

⑶　

福　

永　

説

福
永
有
利
教
授
は
、
相
手
方
の
権
利
が
本
来
的
な
破
産
債
権
で
あ
り
、
そ
し
て
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開
始

に
よ
っ
て
消
滅
・
停
止
し
な
い
と
し
た
上
で（

（（
（

、
次
の
よ
う
な
不
都
合
を
指
摘
す
る
。

「
す
な
わ
ち
、
破
産
管
財
人
が
破
産
者
の
債
権
（
財
団
に
所
属
す
る
債
権
）
を
取
り
立
て
よ
う
と
し
て
も
、
相
手
方
が
同
時
履
行
の
抗
弁

権
に
よ
っ
て
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
〜（
中
略
）〜
他
方
、
相
手
方
も
、
自
分
の
方
の
債
権
を
破
産
債
権
と
し
て
行

使
し
よ
う
と
し
て
も
、
破
産
者
の
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
破
産
管
財
人
が
行
使
す
れ
ば
、
相
手
方
の
方
で
自
分
の
方
の
債
務
を
ま
ず

履
行
し
た
上
で
な
い
と
、
破
産
配
当
を
受
け
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
〜（
後
略
）〜

な
お
、
以
上
の
議
論
に
お
い
て
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
両
契
約
当
事
者
に
認
め
ら
れ
る
場
合
を
前
提
に
し
て
き
た
が
、
同
時
履
行

の
抗
弁
権
が
な
い
場
合
で
も
、
類
似
の
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
手
方
に
先
履
行
義
務
が
あ
る
と
き
で
も
、
契
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約
の
他
方
当
事
者
が
破
産
し
た
と
き
に
は
、
も
し
破
産
法
第
五
九
条
（
現
行
破
産
法
五
三
条
）
等
の
規
定
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
民
法

の
解
釈
上
、
原
則
と
し
て
相
手
方
に
不
安
の
抗
弁
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
破
産
管
財
人
が
相
手
方
に
対
し
て

債
務
の
履
行
を
求
め
て
も
、
同
時
に
財
団
の
方
か
ら
反
対
給
付
又
は
相
当
の
担
保
を
提
供
し
な
い
限
り
、
不
安
の
抗
弁
権
に
よ
っ
て
履
行

を
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
不
安
の
抗
弁
権
付
と
は
い
え
破
産
債
権
に
す
ぎ
な
い
相
手
方
の
債
権
に
対
し
破
産
管
財
人
が

破
産
手
続
に
よ
ら
ず
に
履
行
を
し
た
り
、
担
保
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
が
当
然
に
認
め
ら
れ
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
他
方
、
相
手
方
が

破
産
債
権
者
と
し
て
権
利
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
破
産
管
財
人
の
方
か
ら
相
手
方
が
な
す
べ
き
給
付
と
の
同
時
履
行
を
要
求

さ
れ
、
相
手
方
の
方
で
そ
の
引
き
換
え
を
不
利
と
考
え
る
と
き
は
、
事
実
上
、
破
産
配
当
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
〜（
後
略
）〜

そ
こ
で
、
も
し
何
ら
か
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
抗
弁
権
の
あ
る
双
務
契
約
関
係
を
破
産
手
続
の
中
で
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
〜（
後
略
）〜

い
ず
れ
に
し
て
も
、
双
方
未
履
行
の
双
務
契
約
を
破
産
手
続
の
中
で
処
理
し
得
る
よ
う
に
す
る
何
ら
か
の
特
別
な
措
置
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
破
産
法
第
五
九
条
（
現
行
破
産
法
五
三
条
）
等
は
ま
さ
に
こ
の
必
要
性
を
充
た
す
た
め
の
規
定
で

あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
特
別
措
置
の
内
容
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
す
る
か
は
、
立
法
政
策
の
問
題
で
あ
る
が
、
わ
が
破
産

法
は
、
破
産
管
財
人
に
契
約
の
履
行
請
求
と
契
約
の
解
除
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
権
限
を
与
え
る
と
い
う
方
法
を
選
ん
だ

（
（（
（

。」

こ
の
と
お
り
、
福
永
説
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
は
、
管
財
人
が
相
手
方
の
有
す
る
破
産
債
権
を
完
済
で
き
な
い
こ
と

と
、
相
手
方
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
又
は
不
安
の
抗
弁
権
に
よ
っ
て
管
財
人
か
ら
の
履
行
の
請
求
を
拒
否
で
き
る
こ
と
に
よ
る
「
両
す
く

み
（
（（
（

」
の
状
態
を
解
消
し
、
双
方
未
履
行
の
双
務
契
約
を
破
産
手
続
内
で
迅
速
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
、
更
に
、
そ

の
目
的
達
成
の
た
め
の
措
置
を
立
法
政
策
と
す
る
。
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な
ぜ
日
本
法
が
管
財
人
に
契
約
の
履
行
か
解
除
の
選
択
権
を
与
え
る
と
い
う
立
法
政
策
を
採
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
福
永
説
は
、
こ

う
説
く
。

「
履
行
請
求
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
破
産
財
団
を
実
質
的
に
増
大
さ
せ
る
途
を
開
く
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
破
産
管
財
人
に
の
み
そ
の
選
択
権
が
認
め
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
根
拠
と
な
ろ
う

（
（（
（

。」

「
破
産
財
団
の
利
益
を
図
る
た
め
に
破
産
管
財
人
に
解
除
権
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
解
除
利
益
説
の
よ
う
な
考
え
方
を
、立
法
者
が
採
っ

て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
解
除
に
よ
っ
て
元
に
戻
せ
ば
、
一
応
当
事
者
間
に
公
平
で
あ
る
が
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め

る
こ
と
が
、
よ
り
公
平
を
図
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
（（
（

。」

し
か
し
、
法
は
、
管
財
人
に
対
し
て
、
契
約
の
履
行
の
権
利
を
認
め
る
の
が
破
産
財
団
の
利
益
の
た
め
で
あ
る
一
方
、
契
約
の
解
除
権

を
認
め
る
の
が
当
事
者
間
の
公
平
す
な
わ
ち
相
手
方
の
利
益
の
た
め
で
あ
る
と
解
す
る
と
、
破
産
財
団
の
利
益
と
相
手
方
の
利
益
と
が
対

立
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
管
財
人
は
、
ど
ち
ら
の
利
益
を
第
一
に
考
え
て
選
択
を
決
す
べ
き
か
と
い
う
難
問
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
福
永
説
は
、「
当
事
者
間
が
不
公
平
と
な
ら
ず
、
従
っ
て
相
手
方
の
地
位
を
不
当
に
害
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

ま
ず
第
一
に
重
要
で
あ
り
、
不
公
平
や
不
当
な
侵
害
に
な
ら
な
い
と
い
う
範
囲
内
で
の
み
、
破
産
財
団
の
利
益
や
手
続
の
迅
速
の
要
請
を

考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
説
く（

（（
（

。

⑷　

霜　

島　

説

霜
島
甲
一
教
授
は
、
相
手
方
の
権
利
が
本
来
的
な
破
産
債
権
で
あ
り
、
そ
し
て
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開
始

に
よ
っ
て
消
滅
・
停
止
し
な
い
と
す
る
点
で
、
福
永
説
と
共
通
す
る
が
、
管
財
人
が
特
別
規
定
な
く
し
て
破
産
債
権
で
あ
る
相
手
方
の
債
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権
を
弁
済
で
き
る
と
す
る
点
で
、
福
永
説
と
異
な
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
相
手
方
は
、
破
産
手
続
開
始
後
に
お
い
て
、
個
別
的
権
利
行
使
を
禁

止
さ
れ
る
か
ら
、
自
分
の
方
か
ら
債
務
を
履
行
し
て
管
財
人
に
対
し
て
履
行
の
請
求
を
し
、
又
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
の
方
の
利
益
に
従
っ
て
管
財
人
の
履
行
請
求
又
は
合
意
解
除
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。「
こ
の
よ

う
に
、
一
般
原
則
に
よ
れ
ば
、
双
務
契
約
関
係
の
処
理
に
つ
い
て
倒
産
処
理
側
が
有
利
な
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
と
れ
な
い
こ
と
に
な
る

（
（（
（

。」

そ
こ
で
、
霜
島
説
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
に
よ
る
「
膠
着
状
態
」
を
解
消
す
る
可
能
性
を
管
財

人
に
与
え
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る（

（（
（

。

⑸　

水　

元　

説

水
元
宏
典
教
授
は
、
福
永
説
及
び
霜
島
説
と
同
様
に
、
相
手
方
の
権
利
が
本
来
的
な
破
産
債
権
で
あ
る
こ
と
と
、
相
手
方
の
同
時
履
行

の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開
始
に
よ
っ
て
消
滅
・
停
止
し
な
い
こ
と
と
の
二
つ
を
、
自
説
の
前
提
と
す
る
が
、
相
手
方
は
、
破
産
手
続
開

始
後
で
も
引
き
続
き
自
ら
の
未
履
行
給
付
を
完
全
に
提
供
し
て
そ
の
未
受
領
給
付
の
全
額
に
つ
き
、
又
は
自
ら
の
未
履
行
給
付
を
提
供
せ

ず
そ
の
既
履
行
給
付
と
既
受
領
給
付
の
差
額
に
つ
き
、
破
産
債
権
を
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
点
で
、
福
永
説
及
び
霜
島
説
と
は

異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
水
元
説
に
よ
れ
ば
、「
片
す
く
み
」
は
生
じ
る
が
、「
両
す
く
み
」
又
は
「
膠
着
状
態
」
は
生
じ
な
い（

（（
（

。

次
に
、
水
元
説
は
、
問
題
の
焦
点
を
管
財
人
の
履
行
請
求
に
絞
り
、
相
手
方
の
破
産
債
権
を
財
団
債
権
に
格
上
げ
す
る
形
成
権
を
管
財

人
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
管
財
人
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
で
反
対
給
付
を
財
団
に
取
り
込
む
こ
と
を
可
能
に
し
、
よ
っ
て
破
産
者
の
債
権

の
価
値
を
配
当
原
資
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。

ま
た
、
水
元
説
は
、
伊
藤
説
に
対
し
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
管
財
人
に
契
約
の
解
除
権
を
与
え
る
こ
と
が
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
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理
の
目
的
で
は
な
い
と
説
く（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
管
財
人
が
履
行
を
望
ま
な
い
と
き
は
、
相
手
方
に
対
し
て
そ
の
損
害
賠
償
請
求
権

を
破
産
債
権
と
し
て
配
当
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
原
状
回
復
請
求
権
を
取
戻
権
又
は
財
団
債
権
と
し
て
完
全
に
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
管
財
人
に
解
除
権
を
認
め
る
こ
と
は
必
ず
し
も
財
団
の
利
益
に
結
び
付
く
と
は
限
ら
な
い
。
第
二
に
、
日
本
破

産
法
の
母
法
で
あ
る
ド
イ
ツ
破
産
法
の
立
法
理
由
書
の
当
該
部
分
は
、
破
産
法
に
よ
る
契
約
法
へ
の
改
変
が
可
及
的
に
避
け
ら
れ
る
べ
き

こ
と
を
、
示
唆
す
る（

（（
（

。

⑹　

中　

西　

説

中
西
正
教
授
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
特
色
が
、
第
一
に
管
財
人
に
よ
る
履
行
又
は
解
除
の
選
択
を
通
じ
て
双
務
契
約
の
対

価
関
係
が
維
持
さ
れ
る
点
に
あ
る
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
と
同
時
交
換
的
取
引
の
法
理
の
類
似
性
を
挙
げ
、

す
な
わ
ち
、
危
機
に
陥
る
債
務
者
が
最
低
限
必
要
な
取
引
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
相
手
が
信
用
を
供
与
せ
ず
リ
ス
ク
を
引
き

受
け
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る（

（（
（

。

要
す
る
に
、
中
西
説
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
法
理
を
、
双
務
契
約
の
対
価
関
係
を
保
護
す
る
た
め
の
規
律
と
し
た
上
で
、
対
価

関
係
を
保
護
す
る
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
。

⑺　

宮　

川　

説

宮
川
知
法
教
授
は
ま
ず
、
従
前
の
通
説
及
び
近
時
の
有
力
説
で
あ
る
伊
藤
説
や
福
永
説
の
見
解
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
当
事
者
間

の
個
別
的
公
平
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
総
債
権
者
の
全
体
的
公
平
を
本
旨
と
す
る
破
産
手
続
で
当
事
者
間
の
個
別
的
公
平
を
貫
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徹
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
批
判
し
、
次
に
、
破
産
手
続
に
お
い
て
当
事
者
間
の
個
別
的
公
平
を
追
求
し
、
特
に
そ
れ
に
よ
っ
て
一

部
債
権
者
の
優
遇
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
も
他
の
一
般
債
権
者
と
の
間
の
公
平
を
害
さ
い
な
い
と
い
え
る
だ
け
の

合
理
的
根
拠
、
あ
る
い
は
そ
の
公
平
を
害
さ
な
い
と
み
な
す
特
別
の
政
策
判
断
に
基
づ
く
必
要
が
あ
り
、
且
つ
「
破
産
の
破
産
」
を
引
き

起
こ
す
危
険
の
な
い
場
合
に
限
っ
て
初
め
て
、
許
さ
れ
る
べ
き
と
指
摘
す
る（

（（
（

。
そ
れ
を
前
提
に
、
宮
川
説
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
全
体
的

公
平
の
視
点
か
ら
、
通
説
の
再
構
成
を
唱
え
る
。

「
ま
ず
、
五
九
条
（
現
行
破
産
法
五
三
条
）
等
不
存
在
を
仮
定
す
れ
ば
、
双
方
未
履
行
契
約
の
相
手
方
は
、
通
説
的
理
解
の
い
う
よ
う
に
、

自
己
の
請
求
権
は
破
産
債
権
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
十
六
条
（
現
行
破
産
法
一
〇
〇
条
）
に
よ
り
同
時
履
行
の
抗
弁
権
も
停
止
さ
れ
る

の
で
、
財
団
に
負
う
債
務
は
完
全
な
履
行
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
立
場
に
お
か
れ
る
。
そ
こ
で
、
五
九
条
（
現
行
破
産
法
五
三
条
）
等
の

最
も
基
本
的
な
目
的
は
、
相
手
方
を
こ
の
立
場
か
ら
救
い
、
そ
の
利
益
保
護
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
た
利
益
保
護
（
個
別
的
公
平

の
追
求
）
が
許
さ
れ
る
根
拠
は
、
相
手
方
と
財
団
の
間
に
は
双
方
未
履
行
の
対
価
関
係
が
あ
り
、
そ
の
対
価
関
係
を
契
約
に
従
っ
て
積
極

的
に
処
理
す
る
に
せ
よ
（
履
行
）、
特
別
に
消
滅
的
に
処
理
す
る
途
を
認
め
る
に
せ
よ
（
解
除
）、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
手
方
は
財
団
に

新
た
な
利
益
（
契
約
上
の
請
求
権
の
実
現
、
又
は
未
履
行
債
務
の
消
滅
・
原
状
回
復
請
求
権
の
実
現
）
を
も
た
ら
す
地
位
に
あ
る
点
に
求
め
ら
れ

る
。
相
手
方
の
権
利
は
、
そ
う
し
た
財
団
の
新
た
な
利
益
の
対
価
で
あ
る
か
ら
こ
そ
（「
破
産
の
破
産
」
を
引
き
起
こ
す
危
険
の
な
い
範
囲
で
）、

四
七
条
七
号
（
現
行
破
産
法
一
四
八
条
一
項
七
号
）・
六
〇
条
（
現
行
破
産
法
五
四
条
）（
特
に
二
項
）
に
よ
る
特
別
の
保
護
が
許
さ
れ
、
特
別
に

保
護
さ
れ
て
も
他
の
一
般
債
権
者
と
の
間
の
公
平
を
害
さ
な
い
と
み
な
さ
れ
る

（
（（
（

。」

宮
川
説
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
不
存
在
を
仮
定
す
れ
ば
、
相
手
方
は
、
破
産
手
続
開
始
後
に
そ
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の

消
滅
・
停
止
に
よ
り
、「
破
産
的
配
当
対
完
全
履
行
」
の
立
場
に
強
い
ら
れ
る
と
す
る
点
で
、
通
説
と
共
通
す
る
が
、
相
手
方
の
利
益
保
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護
が
許
容
さ
れ
る
根
拠
を
、
通
説
の
強
調
す
る
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
い
う
外
観
で
は
な
く
、
財
団
へ
の
新
た
な
利
益
の
対
価
と
い
う
本

質
に
求
め
る
と
評
価
さ
れ
る
意
味
に
お
い
て
、「
通
説
の
再
構
成
」
と
も
い
え
る（

（（
（

。

3　

各
説
の
問
題
点
の
整
理
及
び
検
討

各
説
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
ま
ず
、
破
産
法
に
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
が
不
存
在
で
あ
る
と
仮
定
し
、
次
に
、
そ
の
場
合
の
破

産
手
続
開
始
後
の
双
務
契
約
に
お
け
る
法
律
関
係
を
考
察
し
、
最
後
に
、
そ
の
中
の
不
都
合
の
解
決
か
ら
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の

目
的
を
導
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
。
各
説
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
以
下
の
二
つ
の
点
で
、
見
解
が
分
か
れ
る
よ
う
に

窺
え
る
。
そ
の
一
つ
は
、
相
手
方
の
権
利
が
本
来
的
に
破
産
債
権
か
財
団
債
権
か
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁

権
又
は
不
安
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開
始
に
よ
っ
て
消
滅
・
停
止
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な

い
と
、
破
産
手
続
開
始
後
の
双
務
契
約
に
お
け
る
権
利
義
務
関
係
に
関
す
る
考
察
が
正
確
か
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し

た
目
的
論
が
妥
当
か
に
つ
い
て
も
疑
わ
し
く
な
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
こ
の
二
つ
の
点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
各
説
の
妥
当
性
を

分
析
す
る
。

⑴　

伊
藤
説
に
つ
い
て

伊
藤
説
は
、相
手
方
の
権
利
を
本
来
財
団
債
権
で
あ
る
と
す
る
点
で
、他
の
諸
説
と
異
な
り
、特
徴
的
で
あ
り
、そ
の
理
由
と
し
て
、「
相

手
方
に
よ
る
債
務
履
行
に
よ
っ
て
破
産
債
権
者
全
体
が
利
益
を
受
け
、
従
っ
て
そ
の
対
価
た
る
相
手
方
へ
の
債
務
履
行
を
破
産
債
権
者
が

共
同
負
担
す
べ
き
」
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
を
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
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ち
、
相
手
方
が
破
産
手
続
開
始
後
に
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
破
産
財
団
も
し
く
は
破
産
債
権
者
全
体
に
利
益
を
も
た
ら
し
得
る
と
の
判

断
は
、
必
ず
常
に
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
相
手
方
の
権
利
を
当
然
に
財
団
債
権
と
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
破
産
法

が
管
財
人
に
消
極
的
選
択
を
も
与
え
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
う
い
う
判
断
が
常
に
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
立

法
者
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
判
断
の
成
否
は
個
別
事
案
に
お
け
る
管
財
人
に
よ
る
履
行
か
解
除
の
選
択
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
り
、
管
財
人
が
契
約
の
解
除
を
選
択
し
た
こ
と
は
そ
の
判
断
が
成
立
し
な
い
こ
と
も
同
然
で
あ
る
か
ら
、
破
産
手
続
開
始
時
す
な
わ

ち
管
財
人
が
選
択
を
な
す
前
に
、
そ
の
判
断
が
既
に
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
相
手
方
の
権
利
を
当
然
に
財
団
債
権
と
す
る
の
は
、
論

理
が
逆
と
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、「
相
手
方
の
権
利
は
本
来
的
な
財
団
債
権
で
あ
り
、
破
産
管
財
人
が
履
行
の
選
択
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
財
団
債
権
と
し
て
の

行
使
が
可
能
に
な
る
」
と
の
伊
藤
説
の
理
解
も
、
財
団
債
権
が
破
産
手
続
に
よ
ら
な
い
で
破
産
財
団
か
ら
随
時
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
旨
を
定
め
る
日
本
破
産
法
二
条
七
号
と
抵
触
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
相
手
方
の
権
利
が
本
来
的
な
財
団
債
権
で
あ
る
以
上
、
相
手

方
は
、
管
財
人
の
選
択
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
手
続
開
始
後
に
直
ち
に
そ
の
権
利
を
管
財
人
に
対
し
て
主
張
し
得
る
も
の
と
考
え
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

従
っ
て
、
相
手
方
の
権
利
は
、
本
来
的
な
財
団
債
権
で
は
な
く
、
む
し
ろ
破
産
法
の
一
般
原
則
に
従
い
、
破
産
債
権
で
あ
り
、
管
財
人

に
よ
る
履
行
の
選
択
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
財
団
債
権
に
昇
格
さ
れ
る
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
そ
う
す
る
と
、
双
方
未
履
行
双
務
契

約
法
理
の
不
存
在
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
、
破
産
債
権
者
た
る
相
手
方
に
対
す
る
任
意
弁
済
が
禁
止
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
な
ぜ

法
が
管
財
人
に
履
行
の
積
極
的
選
択
を
認
め
る
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
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⑵　

通
説
及
び
宮
川
説
に
つ
い
て

通
説
側
の
見
解
と
有
力
説
側
の
見
解
と
の
相
違
は
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開
始
に
よ
っ
て
消
滅
・
停
止
す
る

か
否
か
で
あ
る
。
通
説
及
び
そ
の
再
構
成
で
あ
る
宮
川
説
は
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開
始
に
よ
っ
て
消
滅
・
停

止
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
相
手
方
が
先
履
行
す
べ
き
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
破
産
手
続
開
始

時
に
相
手
方
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
安
の
抗
弁
権
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
同
時
履
行
の
抗

弁
権
と
類
似
の
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、
破
産
手
続
の
開
始
が
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す

る
際
に
は
、
不
安
の
抗
弁
権
に
つ
い
て
も
パ
ラ
レ
ル
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
倒
産
手
続
開
始
後
の
相
手
方
の
不
安
の
抗
弁

権
に
つ
い
て
は
、
中
国
倒
産
法
一
八
条
二
項
但
し
書
き
は
、
既
に
そ
れ
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
つ
い
て
は
、

解
釈
論
に
委
ね
ら
れ
る
。
不
安
の
抗
弁
権
つ
い
て
次
章
で
扱
う
が
、
こ
こ
で
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
つ
い
て
の
み
検
討
し
た
い
。

相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
の
開
始
に
よ
っ
て
消
滅
・
停
止
す
る
と
す
る
消
滅
停
止
説
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。

①　

破
産
手
続
開
始
後
に
は
、
破
産
債
権
た
る
相
手
方
の
権
利
は
、
法
律
上
弁
済
が
禁
止
さ
れ
る
以
上
、
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
な
い

の
と
同
様
で
あ
り
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
成
立
要
件
が
欠
け
る（

（（
（

。

②　

仮
に
破
産
手
続
開
始
後
で
も
相
手
方
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
相
手
方
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
行
使
に

よ
っ
て
自
己
の
権
利
の
履
行
を
迫
る
と
い
う
破
産
債
権
の
間
接
的
取
立
を
許
す
結
果
と
な
り
、
そ
れ
は
、
個
別
的
権
利
行
使
禁
止
の

原
則
に
反
す
る（

（（
（

。

③　

破
産
手
続
開
始
後
に
は
、
相
手
方
が
履
行
請
求
を
で
き
な
い
の
で
、
履
行
遅
滞
に
基
づ
く
法
定
解
除
権
が
新
た
に
成
立
す
る
余
地
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は
な
い
。
こ
れ
と
全
く
同
様
に
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
も
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る（

（（
（

。

④　

破
産
手
続
開
始
当
時
の
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
存
否
は
、
そ
の
時
点
で
当
該
契
約
が
如
何
な
る
履
行
段
階
に
あ
る
か
に

よ
っ
て
異
な
る
多
分
に
偶
然
的
な
性
格
を
帯
び
、
そ
の
程
度
の
抗
弁
権
に
重
い
意
味
を
持
た
せ
、
債
務
の
履
行
を
僅
か
で
も
残
し
て

い
る
相
手
方
と
債
務
の
履
行
を
終
え
て
い
る
他
の
破
産
債
権
者
と
の
間
で
、
そ
の
待
遇
に
天
地
の
差
を
設
け
る
こ
と
は
、
全
体
的
公

平
を
害
す
る（

（（
（

。

⑤　

破
産
法
は
、
民
事
留
置
権
が
破
産
手
続
に
お
い
て
失
効
す
る
と
し
て
い
る
た
め
（
日
本
破
産
法
六
六
条
三
項
）、
そ
れ
と
平
仄
を
合

わ
せ
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
も
失
効
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る（

（（
（

。

⑥　

同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
、
対
価
関
係
に
あ
る
債
務
の
相
互
間
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
破
産
手
続
開
始
後
に
は
、
相
手
方
の

債
権
が
破
産
債
権
と
な
る
だ
け
で
あ
り
、
破
産
者
側
の
債
権
と
の
対
価
関
係
を
失
っ
て
い
る
た
め
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権

は
失
わ
れ
る（

（（
（

。

し
か
し
、
上
記
の
消
滅
停
止
説
の
理
由
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
反
論
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
以
下

の
①
な
い
し
⑥
は
、
上
記
の
消
滅
停
止
説
の
①
な
い
し
⑥
の
理
由
に
そ
れ
ぞ
れ
応
じ
る
反
論
で
あ
る
）。

①　

破
産
債
権
者
が
個
別
的
権
利
行
使
を
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
そ
の
破
産
債
権
の
弁
済
期
未
到
来
を
意
味
せ
ず
、
ま
た
、

弁
済
期
未
到
来
を
意
味
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
集
団
的
な
清
算
の
た
め
の
取
り
扱
い
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
た
め
に
同
時
履
行
の
抗
弁

権
が
当
然
に
消
滅
・
停
止
す
る
と
は
い
え
な
い（

（（
（

。

②　

第
一
に
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
、
そ
の
機
能
が
単
純
請
求
を
拒
絶
で
き
る
こ
と
に
あ
り
、
受
動
的
で
延
期
的
な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
破
産
債
権
者
（
相
手
方
）
に
認
め
て
も
、
管
財
人
に
よ
る
履
行
の
請
求
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
れ
を
相
手
方
が
行
使
で
き
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な
い
か
ら
、
間
接
的
取
立
を
相
手
方
に
認
め
た
と
は
い
え
ず
、
第
二
に
、
時
効
消
滅
し
た
債
権
の
債
権
者
に
も
同
時
履
行
の
抗
弁
権

の
永
続
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
単
に
破
産
手
続
外
で
の
権
利
行
使
を
禁
じ
ら
れ
る
破
産
債
権
者
（
相
手
方
）
に
同
時
履

行
の
抗
弁
権
の
永
続
を
認
め
て
も
不
当
と
は
い
え
な
い（

（（
（

。

③　

履
行
遅
滞
に
基
づ
く
法
定
解
除
権
の
成
立
に
は
、
債
務
者
の
債
務
不
履
行
、
債
権
者
に
よ
る
催
告
及
び
催
告
期
間
内
の
不
履
行
の

三
つ
の
要
件
が
必
要
と
さ
れ
る
（
日
本
民
法
五
四
一
条
）。
確
か
に
、
破
産
手
続
開
始
時
に
破
産
者
の
履
行
遅
滞
が
あ
っ
た
が
、
相
手

方
に
よ
る
催
告
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
相
手
方
は
破
産
手
続
開
始
後
に
履
行
請
求
を
で
き
ず
、
す
な
わ
ち
催
告
と
い
う
要
件
を
備

え
な
い
こ
と
か
ら
、
履
行
遅
滞
に
基
づ
く
法
定
解
除
権
は
成
立
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
履
行
遅
滞
に
基
づ
く
法
定
解
除

権
の
場
合
と
異
な
り
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
、
受
動
的
で
あ
り
、
そ
の
行
使
に
履
行
請
求
が
必
要
と
さ
れ
な
い
た
め
、
破
産
手
続

開
始
後
に
相
手
方
が
履
行
請
求
を
で
き
な
い
こ
と
は
、
そ
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
行
使
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い（

（（
（

。

④　

い
く
ら
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
偶
然
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
有
す
る
相
手
方
と
そ
れ
を
有
し
な
い
他
の
破

産
債
権
者
と
の
間
で
は
、
実
体
法
上
の
法
的
地
位
を
異
に
す
る
か
ら
、
破
産
法
上
両
者
を
同
一
に
扱
う
こ
と
は
、
逆
に
、
債
権
者
相

互
の
実
質
的
公
平
を
害
す
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

⑤　

同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
民
事
留
置
権
と
、
若
干
の
共
通
点
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
競
売
権
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
そ
れ
を

破
産
手
続
内
で
認
め
る
と
し
て
も
、
平
等
配
当
原
則
の
例
外
を
も
た
ら
さ
な
い
と
い
う
決
定
的
な
相
違
点
が
あ
る
。
ま
た
、
民
事
留

置
権
を
商
事
留
置
権
と
区
別
し
て
破
産
手
続
上
失
効
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
立
法
論
と
し
て
批
判
が
み
ら
れ
る（

（（
（

。
更
に
、
民
事

留
置
権
を
失
効
さ
せ
る
破
産
法
の
規
定
を
反
対
解
釈
し
、
む
し
ろ
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
失
効
し
な
い
こ
と
は
立
法
者
の
趣
旨
で
あ

ろ
う（

（（
（

。
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⑥　

双
務
契
約
の
当
事
者
双
方
の
債
務
が
対
価
関
係
に
あ
る
か
は
、
一
方
当
事
者
の
債
務
及
び
そ
の
変
動
に
よ
る
の
み
な
ら
ず
、
他
方

当
事
者
の
債
務
、
ま
た
双
方
の
債
務
の
消
長
に
も
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
破
産
手
続
開
始
後
の
双
務
契
約
上
の
債
務

が
対
価
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
側
の
権
利
の
み
な
ら
ず
、
破
産
者
側
の
権
利
を
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
確
か
に
、

相
手
方
側
の
権
利
が
破
産
債
権
に
す
ぎ
ず
、
し
か
し
、
も
し
破
産
者
側
の
権
利
も
例
え
ば
相
手
方
の
抗
弁
権
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
対
価
関
係
が
破
壊
し
た
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
上
記
消
滅
停
止
説
の
⑥
の
理
由
は
、
対
価
関
係
と
相

手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
鶏
と
卵
と
を
転
換
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
仮
に
破
産
手
続
開
始
後
に
対
価

関
係
が
失
わ
れ
た
と
仮
定
し
て
も
、
現
在
で
は
、
対
価
関
係
に
な
い
債
務
間
に
つ
い
て
も
公
平
の
見
地
か
ら
広
く
同
時
履
行
関
係
が

認
め
ら
れ
る
な
か（

（（
（

、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
対
価
的
双
務
性
と
い
う
要
件
の
厳
格
性
が
薄
れ
て
い
る
と
の
指
摘

も
み
ら
れ
る（

（（
（

。
そ
の
意
味
で
は
、
対
価
関
係
が
破
壊
し
た
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
こ
れ
に
よ
り
失
効

す
る
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

上
記
の
消
極
的
理
由
付
け
の
他
、
管
財
人
の
実
体
法
上
の
地
位
、
統
一
的
交
換
請
求
権
説
に
よ
る
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
性
質
、
双
方

未
履
行
双
務
契
約
か
ら
生
じ
る
破
産
者
の
債
権
の
実
際
の
価
値
な
ど
の
点
か
ら
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
肯
定
す
る
の
に
積
極

的
理
由
付
け
を
す
る
論
者
も
み
ら
れ
る（

（（
（

。

私
見
は
、
結
論
を
先
に
示
せ
ば
、
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
開
始
後
で
あ
っ
て
も
存
続
し
行
使
し
得
る
と
す
る
立
場

を
と
る
。
そ
れ
は
、
上
記
の
よ
う
な
消
滅
停
止
説
の
各
理
由
に
対
す
る
反
論
に
加
え
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
機
能
及
び
行
使
方
法
に
基

づ
く
。
す
な
わ
ち
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
、
主
に
債
権
者
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
、
自
己
の
債
務
の
不
履
行
を
正
当
化
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
防
御
的
機
能
を
果
た
す
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
有
す
る
債
権
を
回
収
で
き
る
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よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
、
従
っ
て
、
そ
れ
を
破
産
手
続
に
お
け
る
相
手
方
に
認
め
る
と
し
て
も
、
個
別
的
権
利
行
使
禁
止
と
い

う
破
産
手
続
開
始
の
効
果
と
正
面
か
ら
牴
触
を
生
じ
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
そ
の
効
果
を
生
ず
る
た
め
に
権

利
者
に
よ
る
実
際
の
行
使
が
必
要
か
に
つ
い
て
は
、
民
法
学
説
で
は
、
見
解
が
対
立
す
る
。
存
在
効
果
説
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
、

債
務
者
の
権
利
行
使
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
存
在
だ
け
で
一
定
の
効
果
を
生
ず
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
行
使
効
果
説
は
、
同
時
履

行
の
抗
弁
権
は
、
債
務
者
の
権
利
行
使
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る（

（（
（

。
も
し
存
在
効
果
説
に
立
て
ば
、
債
権
者
が
債

務
者
に
対
し
て
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
場
合
に
、
双
務
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
の
債
権
者
に
よ
る
請
求
原
因
の
主
張
・
立
証
に
よ
り
、

債
務
者
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
存
在
す
る
こ
と
が
基
礎
付
け
ら
れ
る
た
め
、
裁
判
所
は
、
債
務
者
側
の
主
張
を
要
せ
ず
に
、
同
時
履
行

の
抗
弁
権
及
び
そ
の
効
果
を
認
め
る
裁
判
を
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
仮
に
破
産
手
続
に
お
け
る
相
手
方
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権

を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
破
産
管
財
人
か
ら
の
履
行
請
求
が
あ
っ
た
と
き
に
、
相
手
方
が
何
も
し
な
く
て
も
対
抗
で
き
る
か
ら
、
何
も
し
な

い
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
く
破
産
手
続
開
始
の
効
果
と
牴
触
を
生
じ
な
い
と
は
い
え
る
。
他
方
、
も
し
行
使
効
果
説
に
立
て
ば
、
債

権
者
か
ら
の
履
行
請
求
を
対
抗
す
る
た
め
に
、
債
務
者
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
行
使
を
抗
弁
と
し
て
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
抗
弁
は
、
た
だ
防
御
的
手
段
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
債
務
者
に
よ
る
反
対
給
付
の
履
行
請
求
と
同
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
た
と
え
破
産
手
続
に
お
け
る
相
手
方
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
認
め
る
と
し
て
も
、
相
手
方
に
よ
る
同
時
履
行
の

抗
弁
権
の
行
使
を
直
ち
に
個
別
的
権
利
行
使
禁
止
原
則
に
反
す
る
と
は
み
る
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
手
方
の
同
時
履
行

の
抗
弁
権
が
破
産
手
続
開
始
の
効
果
と
矛
盾
す
る
と
い
い
が
た
く
、
そ
の
た
め
に
破
産
手
続
開
始
後
で
も
こ
れ
を
相
手
方
に
認
め
る
も
の

と
考
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
相
手
方
は
、
管
財
人
か
ら
の
履
行
請
求
を
受
け
た
と
き
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
よ
っ
て
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
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ら
、
そ
も
そ
も
「
破
産
的
配
当
対
完
全
履
行
」
と
い
う
不
公
平
な
結
果
が
生
ず
る
わ
け
が
な
く
、
通
説
及
び
宮
川
説
は
そ
の
前
提
を
失
う
。

そ
の
た
め
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
見
解
に
従
い
得
な
い
。

な
お
、
通
説
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
否
定
し
な
が
ら
、
特
別
規
定
に
よ
っ
て
破
産
手
続
に
お
い
て
同

時
履
行
の
抗
弁
権
に
相
当
す
る
保
護
を
相
手
方
に
与
え
る
こ
と
を
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
趣
旨
と
し
、
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
矛
盾
を
含
ん
で
い
た（

（（
（

と
い
え
な
く
と
も
、
相
当
迂
遠
な
論
理
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宮
川
説
は
、
そ
の
前
提
で
通
説
と

同
様
で
あ
る
が
、
破
産
財
団
へ
の
新
た
な
利
益
の
対
価
か
ら
、
管
財
人
の
積
極
的
選
択
と
消
極
的
選
択
と
を
統
一
的
に
説
明
す
る
試
み
自

体
は
、
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

⑶　

福
永
説
、
霜
島
説
及
び
水
元
説
に
つ
い
て

も
し
相
手
方
の
権
利
が
本
来
的
な
破
産
債
権
で
あ
り
、
そ
し
て
相
手
方
が
破
産
手
続
開
始
後
で
も
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
し
得
る

と
す
る
と
、
破
産
手
続
が
集
団
的
な
清
算
手
続
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
破
産
手
続
開
始
の
効
果
と
相
手
方
に
よ
る
同
時
履
行
の
抗
弁

権
の
行
使
の
効
果
と
の
重
な
り
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
「
両
す
く
み
」、「
膠
着
状
態
」、「
片
す
く
み
」
な
ど
の
解
消
を
双
方
未
履
行
双
務
契

約
法
理
の
目
的
と
す
る
福
永
説
、
霜
島
説
、
水
元
説
は
一
見
無
理
が
な
さ
そ
う
な
見
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
は
、「
両

す
く
み
」
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
別
の
説
明
を
要
す
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
例
え
ば
、
仕
事
の
目
的
物
の
引
渡

し
を
要
し
な
い
請
負
契
約
の
法
律
関
係
に
お
い
て
は
、
請
負
人
は
、
そ
の
仕
事
完
成
債
務
が
注
文
者
の
報
酬
支
払
債
務
に
対
し
て
先
履
行

の
関
係
に
立
つ
か
ら
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
有
し
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
、
注
文
者
が
請
負
人
の
報
酬
債
権
に
担
保
を

供
し
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
、
請
負
人
は
不
安
の
抗
弁
権
さ
え
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
請
負
人
が
仕
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事
を
完
成
す
る
前
に
注
文
者
が
破
産
し
て
も
、
請
負
人
は
そ
の
仕
事
完
成
債
務
の
履
行
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
従
っ
て
、「
両
す

く
み
」
な
ど
が
生
じ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
法
が
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
管
財
人
に
選
択
権
、
特
に
解
除
権
を
認
め
る
か
に
つ
い
て
、

福
永
説
な
ど
の
三
説
に
よ
り
説
明
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の
三
説
は
一
般
的
適
用
性
を
欠
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
の
他
、
こ
の
三
説
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
批
判
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
福
永
説
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

前
述
の
と
お
り
、
福
永
説
は
、「
両
す
く
み
」
の
解
消
を
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
と
し
、
更
に
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
の

措
置
を
立
法
政
策
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
立
法
政
策
が
何
な
の
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
な
ぜ
日
本
法
が
ド
イ
ツ
法

の
よ
う
な
履
行
拒
絶
構
成
で
は
な
く
、
解
除
構
成
を
採
用
し
た
か
を
解
明
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
福
永
説
は
、
管
財

人
に
履
行
の
積
極
的
選
択
を
認
め
る
の
が
破
産
財
団
の
利
益
保
護
の
趣
旨
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
管
財
人
に
解
除
の
消
極
的
選
択
を
認
め

る
の
が
公
平
の
見
地
か
ら
相
手
方
の
利
益
の
保
護
の
趣
旨
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
こ
の
二
つ
の
利
益
が
対
立
す
る
場
合
、
相
手
方
の
利
益

を
優
先
さ
せ
る
べ
き
立
場
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
積
極
的
選
択
と
消
極
的
選
択
の
い
ず
れ
も
同
一
の
権
限
た
る
選
択
権
の
二
つ
の
側

面
に
す
ぎ
ず
、
互
い
に
独
立
す
る
二
つ
の
権
限
で
は
な
い
。
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
管
財
人
は
実
際
に
選
択
権
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ

て
、
一
つ
の
目
的
を
も
と
に
履
行
請
求
か
契
約
の
解
除
を
選
ぶ
わ
け
で
あ
り
、
対
立
し
そ
う
な
二
つ
の
目
的
に
基
づ
い
て
そ
の
判
断
を
す

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
、
管
財
人
の
積
極
的
選
択
と
消
極
的
選
択
に
つ
い
て
統
一
的
に
説
明
で
き
る
一
貫
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
霜
島
説
に
関
し
て
は
、
福
永
説
と
同
様
に
、
管
財
人
の
積
極
的
選
択
と
消
極
的
選
択
に
つ
い
て
統
一
的
に
説
明
で
き
な
い
と
の

批
判
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
管
財
人
が
特
別
規
定
な
く
し
て
破
産
債
権
で
あ
る
相
手
方
の
債
権
を
弁
済
で
き
る
と
す
る
こ
と
も
、
個
別

的
権
利
行
使
禁
止
の
原
則
に
反
す
る
。
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更
に
、
水
元
説
に
対
し
て
も
、
批
判
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
と
お
り
、
水
元
説
は
、
①
管
財
人
が
解
除
の
選
択
を
な

し
た
と
き
に
、
相
手
方
が
そ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
破
産
債
権
と
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
原
状
回
復
請
求
権
も
取
戻
権
又
は
財
団
債
権
と

さ
れ
る
か
ら
、
管
財
人
に
契
約
解
除
権
を
与
え
る
こ
と
が
必
ず
し
も
財
団
に
増
殖
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
と
、
②
日
本
法
の
母
法
で
あ
る

ド
イ
ツ
法
が
解
除
構
成
を
採
っ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
管
財
人
に
契
約
の
解
除
権
を
与
え
る
こ
と
が
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理

の
目
的
で
は
な
い
と
示
す
一
方
、
管
財
人
の
積
極
的
選
択
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
し
か
し
、
①
の
理
由
に
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問

が
生
じ
か
ね
な
い
。
す
な
わ
ち
、
管
財
人
に
よ
る
解
除
権
の
行
使
が
破
産
財
団
に
利
益
を
も
た
ら
す
か
は
、
破
産
財
団
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ

ナ
ス
と
を
総
合
し
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
水
元
説
は
、
破
産
財
団
の
マ
イ
ナ
ス
た
る
相
手
方
の
権
利
の
処
遇
の
み
を

強
調
す
る
一
方
、
破
産
財
団
の
プ
ラ
ス
を
完
全
に
無
視
す
る
た
め
、
そ
の
判
断
の
是
非
に
疑
問
符
の
付
く
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
②
の
理

由
は
、
直
ち
に
日
本
法
も
契
約
解
除
構
成
を
採
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
理
由
に
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
、
こ
れ
を
契
機
に
、
な
ぜ
日
本
法
が

ド
イ
ツ
法
と
異
な
る
契
約
解
除
構
成
を
採
用
し
、
す
な
わ
ち
破
産
法
に
よ
る
一
般
実
体
法
へ
の
改
変
を
許
容
し
て
い
る
か
を
、
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
生
ず
る
。
従
っ
て
、
水
元
説
は
、
管
財
人
の
積
極
的
選
択
し
か
説
明
し
な
か
っ
た
が
、
管
財
人
の
消
極
的
選
択
に
関
す
る
説

明
も
要
す
る
。

⑷　

中
西
説
に
つ
い
て

中
西
説
は
対
価
関
係
の
保
護
を
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
と
す
る
。
し
か
し
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
双
方
未
履
行
双
務

契
約
法
理
が
不
存
在
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
、
破
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
後
、
双
務
契
約
関
係
の
多
く
は
「
両
す
く
み
」
の
よ
う

な
状
態
に
な
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
契
約
を
放
置
す
る
と
し
て
も
、
相
手
方
と
管
財
人
が
共
に
履
行
請
求
も
解
除
も
で
き
な
い
か
ら
、
対
価
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関
係
そ
の
も
の
が
破
壊
せ
ず
、
不
公
平
は
生
じ
な
い
と
い
っ
て
よ
い（

（（
（

。
従
っ
て
、
法
が
対
価
関
係
の
保
護
の
た
め
に
特
別
規
定
を
設
け
る

積
極
的
な
理
由
が
み
あ
た
ら
な
い
か
ら
、
対
価
関
係
の
保
護
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
第
一
の
目
的
で
は
な
く
、
そ
れ
に
つ
き
、

別
の
説
明
を
要
す
る
。
ま
た
、
同
時
交
換
的
取
引
と
の
類
似
性
か
ら
、
破
産
手
続
開
始
後
の
双
務
契
約
上
の
対
価
関
係
の
維
持
の
必
要
性

が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
対
価
関
係
の
維
持
の
た
め
の
措
置
と
の
関
係
で
は
、
同
時
交
換
的
取
引
と
の
類
似
性
は
、
管
財
人
に
解
除
権

を
与
え
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
中
西
説
は
、
管
財
人
の
解
除
権
と
い
う
消
極
的
選
択
に
つ
い
て
説
明
で
き
な
い
。

4　

私　
　
　

見

前
述
の
と
お
り
、
中
国
法
と
日
本
法
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
様
の
法
律
構
成
を
採
っ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的

論
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
、
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
日
本
で
は
、
古
く
か
ら
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
在
で
も
見
解
の
一
致
が
み
ら
れ
な
い
。
以
下
は
、
中
国
法
下
の
目
的
論
を
検
討
し
た
上
、
日
本
法
へ
の
妥
当
性
を
分
析
し
て
み

よ
う
。

管
財
人
の
職
務
は
、
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
す
る
も
の
と
債
務
者
の
利
益
の
た
め
に
す
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
前
者
が
中
心

と
な
る（

（（
（

。
債
権
者
の
利
益
実
現
の
た
め
に
は
、
管
財
人
は
、
財
団
の
管
理
・
換
価
を
行
っ
た
り
、
財
団
を
め
ぐ
る
実
体
的
法
律
関
係
を
整

理
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
倒
産
財
団
の
価
値
の
維
持
及
び
増
加
を
促
進
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
中
国
法
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契

約
法
理
は
契
約
の
選
択
権
を
管
財
人
に
の
み
与
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
財
団
の
利
益
を
第
一
に
考
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に

は
、
管
財
人
に
履
行
の
積
極
的
選
択
を
認
め
る
の
は
、
管
財
人
が
倒
産
手
続
開
始
の
効
果
に
拘
束
さ
れ
ず
、
相
手
方
に
対
す
る
完
全
な
給

付
の
提
供
と
引
き
換
え
に
、
財
団
に
有
利
な
内
容
の
契
約
上
の
相
手
方
の
給
付
を
財
団
に
取
り
込
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
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逆
に
、
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
が
財
団
に
と
っ
て
有
利
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
き
は
、
管
財
人
に
そ
の
履
行
を
強
い
る
理
由
は
な
か
ろ
う
。

そ
う
し
た
ら
、
管
財
人
に
如
何
な
る
内
容
の
消
極
的
選
択
を
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
そ
の
内
容
は
立
法
政
策
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
が
、
周
知
の
と
お
り
、
履
行
拒
絶
構
成
と
解
除
構
成
と
の
二
つ
の
立
法
例
が
あ
る
。
中
国
法
で
は
、
履
行
拒
絶
構
成
で
は
な

く
、
解
除
構
成
を
採
用
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
中
華
人
民
共
和
国
契
約
法
」（
以
下
、「
中

国
契
約
法
」
と
い
う
）
は
、
制
定
の
当
初
、
一
九
八
〇
年
国
際
動
産
売
買
契
約
に
関
す
る
国
連
条
約
（
以
下
、「CISG

」
と
い
う
）
を
参
考
に

し
、
と
り
わ
け
、
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
、CISG

二
五
条
の
い
わ
ゆ
る
「
重
大
な
契
約
違
反
（fundam

ental breach

）
の
理
論
を
受
け

入
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
中
国
契
約
法
九
四
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
以
下
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
事
者
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

不
可
抗
力
に
よ
り
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

二　

当
事
者
の
一
方
が
履
行
の
期
限
が
満
了
す
る
前
に
そ
の
主
要
な
債
務
を
履
行
し
な
い
旨
を
明
確
に
意
思
表
示
し
、
又
は
自
己
の
行

為
に
よ
り
こ
れ
を
表
示
し
た
こ
と

三　

当
事
者
の
一
方
が
主
要
な
債
務
の
履
行
を
遅
滞
し
、
催
告
を
受
け
た
後
も
合
理
的
な
期
限
内
に
履
行
し
な
い
こ
と

四　

当
事
者
の
一
方
に
よ
る
債
務
の
履
行
遅
滞
、
又
は
そ
の
他
の
契
約
違
反
に
よ
り
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
五　

法
律
が
規
定
す
る
そ
の
他
の
こ
と
」

こ
の
九
四
条
の
二
項
に
つ
い
て
は
、
解
釈
上
、
次
の
三
つ
の
点
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
債
務
者
の
履
行
拒
絶
が
あ
っ
た
後
、

債
権
者
が
契
約
を
解
除
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
な
お
債
務
者
に
対
し
て
催
告
を
す
る
こ
と
を
要
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
ほ
ぼ
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異
論
は
な
く
、
す
な
わ
ち
、
履
行
拒
絶
の
場
合
は
、
履
行
遅
滞
の
場
合
と
は
異
な
り
、
債
務
者
へ
の
催
告
に
よ
る
追
完
の
機
会
を
保
障
す

る
必
要
が
な
い
た
め
、
催
告
を
要
し
な
い
と
さ
れ
る（

（（
（

。
第
二
は
、
履
行
拒
絶
の
場
合
、
債
権
者
の
解
除
権
の
行
使
が
帰
責
事
由
を
消
極
的

要
件
と
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
見
解
が
対
立
す
る
が（

（（
（

、
法
が
「
不
履
行
当
事
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に

よ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
い
う
ふ
う
な
但
し
書
き
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
重
大
な
契
約
違
反
の
理
論
を
参
考

に
し
た
立
法
で
あ
る
以
上
、
そ
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
契
約
の
解
除
の
制
度
は
、
不
履
行
当
事
者
へ
の
制
裁
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
不
履
行
当
事
者
の
相
手
方
を
契
約
の
拘
束
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
採
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
契
約
の
解
除
は
、
債
務
者
に
帰
責
事
由
の
有
無
を
問
わ
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
は
、
履
行
期
が
到
来
し
た

後
に
債
務
者
が
履
行
拒
絶
を
し
た
場
合
、
債
権
者
が
契
約
を
解
除
で
き
る
か
で
あ
る
。
一
般
論
は
、
履
行
期
到
来
の
前
後
を
問
わ
ず
、
債

務
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を
完
了
す
る
間
に
履
行
拒
絶
を
し
た
と
き
は
、
債
権
者
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る（

（（
（

。
例
え

ば
、
債
務
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を
開
始
し
た
後
、
完
了
す
る
前
に
、
履
行
を
停
止
し
て
残
り
の
債
務
を
履
行
し
な
い
旨
を
不
当
に
明
言

し
た
の
は
、
こ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
と
お
り
、
中
国
契
約
法
下
で
は
、
債
務
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を
完
了
す
る
前
に
履
行
拒
絶
を
し
た

と
き
は
、
債
権
者
は
、
催
告
な
し
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、
そ
の
解
除
権
の
行
使
は
、
債
務
者
の
帰
責
事
由
を
消
極

的
要
件
と
し
な
い
と
解
さ
れ
る
。

管
財
人
の
消
極
的
選
択
が
立
法
政
策
と
し
て
議
論
さ
れ
る
際
に
は
、
こ
の
無
催
告
解
除
の
制
度
は
、
次
の
よ
う
に
作
用
す
る
。
す
な
わ

ち
、
履
行
拒
絶
構
成
を
採
用
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
管
財
人
に
よ
る
履
行
拒
絶
に
対
し
、
相
手
方
は
、
中
国
契
約
法
九
四
条
二
項
に
基
づ

き
、
管
財
人
に
対
し
て
契
約
の
解
除
を
主
張
す
る
余
地
が
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
、
催
告
を
要
し
な
い
か
ら
、
個
別
的
権
利
行
使
禁
止
の

原
則
と
衝
突
し
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く（

（（
（

、
問
題
と
な
る
の
は
、
管
財
人
が
し
た
履
行
拒
絶
は
倒
産
手
続
の
開
始
に
よ
っ
て
正
当
化
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双
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双
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さ
れ
る
か
で
あ
る
。
管
財
人
が
契
約
を
履
行
し
よ
う
と
す
る
が
、
倒
産
手
続
開
始
の
効
果
に
よ
っ
て
履
行
で
き
な
い
と
き
で
あ
っ
て
は
じ

め
て
、
倒
産
手
続
の
開
始
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
生
じ
、
こ
れ
に
対
し
、
管
財
人
が
、
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
が
財
団
に
有
利
で
は
な

い
と
判
断
し
た
上
で
、
履
行
し
な
い
と
決
め
た
と
き
は
、
倒
産
手
続
の
開
始
を
本
来
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
加
え
て
、
中

国
契
約
法
九
四
条
二
項
の
契
約
の
解
除
が
履
行
義
務
者
の
帰
責
事
由
を
消
極
的
要
件
と
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
管
財
人
が
契
約
を

履
行
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
は
、
相
手
方
に
無
催
告
解
除
を
認
め
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
。
そ
う
し
た
ら
、
履
行
拒
絶
構
成
の
下

で
は
、
管
財
人
が
履
行
拒
絶
の
選
択
を
な
し
た
結
果
、
相
手
方
は
最
終
的
に
契
約
の
帰
趨
を
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
契
約
に
決

着
を
付
け
る
た
め
の
有
利
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
管
財
人
に
の
み
与
え
る
趣
旨
に
反
す
る
。
こ
の
不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
に
、
法
が
解

除
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
解
除
構
成
の
機
能
と
し
て
は
、
管
財
人
は
、
解
除
権
の
行
使
に
よ
り
、
財
団
に
不
利
な
内
容

の
契
約
の
拘
束
を
免
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
財
団
に
よ
り
有
利
な
契
約
を
結
び
直
す
機
会
を
得
ら
れ
る
。

日
本
で
は
、
平
成
二
二
年
に
公
表
さ
れ
た
『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
』
は
、
国
際
的
な
立
法
の
動
向
を
背
景

と
し
て
、
解
除
要
件
の
再
編
成
を
図
っ
て
お
り
（
第
11
）、
具
体
的
に
は
、
履
行
期
到
来
前
に
債
務
者
が
明
示
又
は
黙
示
の
履
行
拒
絶
を
し

た
場
合
（
第
11
・
1
・（
3
））、
ま
た
、
履
行
期
到
来
後
に
債
務
者
が
催
告
を
受
け
て
も
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
の
に
足
り
る
履
行
を

す
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
場
合
（
第
11
・
1
・（
2
）・
ウ
）
に
は
、
債
権
者
に
無
催
告
解
除
の
権
限
を
認
め
る
と
提
案
す
る
。

前
者
は
と
も
か
く
、
後
者
に
は
履
行
期
到
来
後
の
債
務
者
の
履
行
拒
絶
が
含
ま
れ
る
か
は
、
見
解
が
分
か
れ
る
余
地
が
あ
る（

（（
（

。
し
か
も
、

無
催
告
解
除
を
含
め
、
契
約
の
解
除
が
債
務
者
の
帰
責
事
由
を
問
わ
な
い
と
す
る
の
は
今
回
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
多
数
説
の
よ
う
に

み
ら
れ
る
（
第
11
（
注
））。
従
っ
て
、
日
本
で
も
、
今
後
、
立
法
上
あ
る
い
は
解
釈
上
、
中
国
契
約
法
上
の
履
行
拒
絶
に
よ
る
無
催
告
解

除
の
よ
う
な
制
度
は
成
立
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
倒
産
の
場
面
に
お
い
て
、
契
約
法
の
無
催
告
解
除
に
よ
る
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不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
に
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
つ
い
て
の
管
財
人
の
消
極
的
選
択
に
つ
き
、
履
行
拒
絶
構
成
で
は
な
く
、
解
除

構
成
を
採
用
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ　

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
効
果
論

1　

契
約
の
履
行
の
選
択

⑴　

効　

果

⒜　

相
手
方
の
請
求
権
の
取
り
扱
い

中
国
法
下
で
は
、
管
財
人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
と
き
は
、
相
手
方
の
請
求
権
が
共
益
債
権
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
相
手
方

が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
も
し
く
は
不
安
の
抗
弁
権
に
よ
っ
て
管
財
人
か
ら
の
履
行
請
求
を
拒
否
す
る
よ
う
な
場
面
を
回
避
す
る
た
め
で
あ

る
、
と
い
う
日
本
の
学
説
と
同
様
の
見
解
も
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
相
手
方
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
も
不
安
の
抗
弁

権
も
有
し
な
い
例
外
な
場
合
が
あ
る
以
上
、
こ
の
理
由
は
す
べ
て
の
場
合
に
妥
当
す
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
理
由
付
け
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
管
財
人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
場
合
に
は
、
も
し
相
手
方

の
債
権
が
一
般
の
倒
産
債
権
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
相
手
方
は
、
管
財
人
か
ら
の
履
行
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責

任
と
そ
の
ま
ま
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
る
損
失
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
普
通
は
履
行
請
求
を
拒
否
す
る
は
ず
で
あ
る

（
（（
（

。」
こ
の
見
解
が

ど
の
よ
う
に
「
損
害
賠
償
責
任
」
と
「
損
失
」
を
計
算
す
る
か
は
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、「
損
害
賠
償
責
任
」
と
い
う
言
葉

か
ら
み
る
と
、
相
手
方
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
よ
り
管
財
人
か
ら
の
履
行
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
相
手
方
が
理
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由
な
く
契
約
の
履
行
を
拒
む
場
面
を
念
頭
に
置
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
管
財
人
が
相
手
方

の
債
務
不
履
行
を
理
由
に
契
約
を
解
除
す
る
効
果
と
し
て
、
相
手
方
は
、
損
害
賠
償
責
任
の
他
、
既
に
受
領
し
た
給
付
を
返
還
す
る
義
務

を
も
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。そ
う
だ
と
す
る
と
、管
財
人
か
ら
の
履
行
請
求
に
対
し
て
、相
手
方
が
そ
れ
を
拒
否
す
る
場
合
の「
損

害
賠
償
責
任
」
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
契
約
を
履
行
す
る
場
合
の
「
損
失
」
の
み
を
も
っ
て
比
較
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
こ
の
二
つ
の
場

合
に
お
け
る
相
手
方
の
損
得
を
客
観
的
に
反
映
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

前
述
の
と
お
り
、
中
国
倒
産
法
が
管
財
人
に
契
約
の
履
行
の
権
限
を
与
え
る
の
は
、
管
財
人
が
倒
産
手
続
開
始
の
効
果
に
よ
ら
な
い
で
、

相
手
方
に
対
す
る
完
全
な
給
付
の
提
供
と
引
き
換
え
に
、
財
団
に
有
利
な
内
容
の
契
約
上
の
相
手
方
の
給
付
を
財
団
に
取
り
込
む
こ
と
を

可
能
に
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
相
手
方
の
給
付
は
、
財
団
の
新
た
な
利
益
で
あ
っ
て
総
債
権
者
の
利
益
と
な
る
た
め
、
そ
の
対
価
と
し

て
、
相
手
方
へ
の
満
足
を
倒
産
債
権
者
に
共
同
で
負
担
さ
せ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
、
相
手
方
の
権
利
を
共
益
債
権
と
し

て
処
遇
す
る
。

⒝　

債
務
が
可
分
で
あ
る
場
合
の
特
則

双
務
契
約
上
の
債
務
者
の
債
務
全
体
と
相
手
方
の
債
務
全
体
と
の
対
価
関
係
を
重
視
す
る
従
前
の
考
え
方
に
立
て
ば
、
管
財
人
が
契
約

の
履
行
の
選
択
さ
え
す
れ
ば
、
相
手
方
の
未
受
領
給
付
全
体
の
請
求
権
は
、
そ
れ
に
よ
り
財
団
債
権
と
昇
格
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

近
時
の
考
え
方
は
、
倒
産
手
続
開
始
後
に
財
団
に
取
り
込
め
る
相
手
方
の
給
付
に
重
き
を
置
き
、
し
か
も
、
こ
れ
の
対
価
に
限
っ
て
財
団

債
権
と
す
る（

（（
（

。
ド
イ
ツ
倒
産
法
一
〇
五
条
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
立
法
化
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
給
付
が
可
分
の
場
合
に
、

相
手
方
の
未
受
領
給
付
の
う
ち
、
相
手
方
の
既
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
が
倒
産
債
権
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
財
団
の
新
た

な
利
益
と
み
ら
れ
る
相
手
方
の
未
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
の
み
が
財
団
債
権
と
さ
れ
る
。



二
四
二

具
体
的
に
い
え
ば
、
図
１
の
と
お
り
、
倒
産
手
続
開
始
当
時
、
債
務
者
は
既

履
行
給
付
が
Ａ1
で
あ
り
、
未
履
行
給
付
が
Ａ2
で
あ
り
、
相
手
方
は
既
履
行
給
付

が
Ｂ1
で
あ
り
、
未
履
行
給
付
が
Ｂ2
で
あ
り
、
且
つ
、
債
務
者
が
ま
だ
給
付
を

行
っ
て
い
な
い
が
、
相
手
方
が
既
に
一
部
の
給
付
を
行
っ
た
場
合
（
す
な
わ
ち
、

B
1 >A

1 =
0

）、
又
は
、
債
務
者
及
び
相
手
方
が
共
に
一
部
の
給
付
を
行
っ
た
が
、

債
務
者
よ
り
相
手
方
の
方
が
既
履
行
の
割
合
が
多
い
（
す
な
わ
ち
、B

1 >A
1 >

0

）

場
合
、
倒
産
手
続
開
始
後
に
管
財
人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
と
仮
定

す
る
。
従
前
の
見
解
に
よ
れ
ば
、A

1 +
A

2

とB
1 +

B
2

と
の
対
価
関
係
が
維
持

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
手
方
の
未
受
領
給
付
Ａ2
の
請
求
権
は
財
団

債
権
Ａ2
へ
と
、
債
務
者
の
未
受
領
給
付
Ｂ2
の
請
求
権
は
財
団
所
属
の
債
権
Ｂ2
へ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
変
換
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
図
2
の
と
お
り
、
近
時
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
財
団
の
新
た

な
利
益
の
み
を
重
視
す
る
か
ら
こ
そ
、
相
手
方
の
未
受
領
給
付
の
う
ち
、
そ
の

未
履
行
給
付
Ｂ2
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
が
財
団
債
権
A2’
と
さ
れ
る
が
、
相

手
方
が
倒
産
手
続
開
始
前
に
債
務
者
よ
り
多
く
履
行
し
て
い
た
給
付
に
か
か
る

反
対
給
付
請
求
権
が
一
般
の
倒
産
債
権B

1

－A
1

と
し
て
処
遇
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
部
分
は
相
手
方
の
倒
産
手
続
開
始
前
の
先
履
行
と
な
っ

倒産手続開始当時

債務者 既履行給付 A1 未履行給付 A2

相手方 既履行給付 B1 未履行給付 B2

⇩
管財人が契約の履行の選択をなした

管財人 既履行給付 A1 財団債権 A2

相手方 既履行給付 B1 財団所属の債権 B2

図１　従前の考え方による効果図



二
四
三

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

た
給
付
の
対
価
で
あ
る
た
め
、
性
質
上
、
他
の
一
般
の
倒
産
債
権
と
異
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

債
務
者
の
未
履
行
給
付
Ａ2
が
倒
産
手
続
開
始
後
に
財
団
債
権
A2’
と
倒
産
債
権

B
1

－A
1

と
に
分
か
れ
る
こ
と
を
よ
り
う
ま
く
説
明
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
連

邦
最
高
裁
判
所
（
Ｂ
Ｇ
Ｈ
）
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
五
日
の
原
則
判
決
に
お
い

て
、
い
わ
ゆ
る
貫
徹
力
喪
失
説
を
示
し
た（

（（
（

。
こ
の
説
は
、
倒
産
手
続
開
始
後
に

は
、
双
務
契
約
に
基
づ
く
履
行
請
求
権
は
、
な
お
存
続
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

倒
産
手
続
で
も
効
力
を
有
す
る
ド
イ
ツ
民
法
三
二
〇
条
の
抗
弁
権
（
同
時
履
行
の

抗
弁
権
）
の
ゆ
え
に
そ
の
貫
徹
力
を
失
う
が
、
管
財
人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を

な
し
た
後
に
は
、
当
初
の
履
行
請
求
権
は
、
こ
れ
と
同
一
の
内
容
の
新
し
い
請

求
権
に
変
わ
り
、
よ
っ
て
貫
徹
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
す
る
。
図
2
に
つ
い
て

い
え
ば
、
管
財
人
に
よ
る
契
約
の
履
行
の
選
択
に
よ
り
、
従
前
の
双
務
契
約
上

の
未
履
行
給
付
Ａ2
及
び
Ｂ2
の
履
行
請
求
権
が
消
滅
し
、
こ
れ
と
内
容
的
に
同
一

な
財
団
債
権
A2’
と
財
団
所
属
の
債
権
B2’
が
発
生
す
る
が
、
相
手
方
の
先
履
行
と

な
っ
た
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
は
、
倒
産
手
続
の
一
般
原
則
に
従
っ

て
、
倒
産
債
権B

1

－A
1

と
な
る
。

図
1
と
図
2
の
い
ず
れ
の
効
果
を
採
用
す
べ
き
か
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契

倒産手続開始当時

債務者 既履行給付 A1 未履行給付 A2

相手方 既履行給付 B1 未履行給付 B2

⇩
管財人が契約の履行の選択をなした

管財人 既履行給付 A1 倒産債権 B1－A1 財団債権 A2
，

相手方 既履行給付 B1 財団の新たな利益 B2
，

図2　近時の考え方による効果図



二
四
四

約
法
理
の
目
的
論
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
前
述
の
と
お
り
、
中
国
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
は
対
価
関
係
の
維
持
あ
る
い

は
相
手
方
へ
の
保
護
を
第
一
に
考
え
る
も
の
で
は
な
く
、
倒
産
財
団
の
利
益
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
の
下
、

法
が
管
財
人
に
契
約
の
履
行
の
権
限
を
与
え
る
目
的
は
、
財
団
に
有
利
な
内
容
の
契
約
上
の
相
手
方
の
給
付
を
財
団
に
取
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
総
債
権
者
の
利
益
と
な
る
た
め
、
そ
の
対
価
と
し
て
、
こ
れ
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
が

共
益
債
権
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
中
国
法
は
図
２
の
考
え
方
を
採
用
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
歩
を
譲
っ
て
、
双
方
未
履
行

双
務
契
約
法
理
が
対
価
関
係
の
維
持
を
第
一
に
考
え
る
も
の
と
し
て
も
、
図
1
の
よ
う
に
債
務
者
側
及
び
相
手
方
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
既

履
行
給
付
及
び
未
履
行
給
付
を
全
体
と
し
て
捉
え
れ
ば
足
り
る
か
、
そ
れ
と
も
、
図
2
の
よ
う
に
相
手
方
の
既
履
行
給
付
及
び
そ
の
反
対

給
付
と
相
手
方
の
未
履
行
給
付
及
び
そ
の
反
対
給
付
と
を
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て

は
、
民
法
学
説
は
、
債
務
が
可
分
の
場
合
、
原
則
と
し
て
、
債
務
者
が
一
部
給
付
を
行
っ
た
限
度
で
、
債
権
者
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は

消
滅
し
、
債
務
者
の
反
対
給
付
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
平
常
時
に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
先
履
行
に
よ
り
、
行
わ

れ
た
一
部
給
付
と
そ
の
反
対
給
付
に
つ
い
て
の
み
対
価
関
係
が
破
壊
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
こ
の
対
価
関
係
に
基
づ
く
債
権
者
の
同
時
履
行

の
抗
弁
権
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
考
え
方
は
倒
産
の
場
面
に
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
相
手
方
の
倒
産
手
続
開

始
前
の
先
履
行
に
よ
り
、
相
手
方
の
既
履
行
給
付
と
そ
の
反
対
給
付
と
の
対
価
関
係
が
破
壊
さ
れ
る
の
で
、
倒
産
手
続
開
始
後
に
は
、
相

手
方
は
、
も
は
や
こ
の
対
価
関
係
に
基
づ
く
保
護
が
失
わ
れ
、
た
め
に
そ
の
既
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
を
倒
産
債
権
者
と

し
て
し
か
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
相
手
方
の
未
履
行
給
付
と
そ
の
反
対
給
付
と
の
対
価
関
係
が
倒
産
手
続
開

始
後
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
対
価
関
係
に
基
づ
く
保
護
に
よ
り
、
相
手
方
は
そ
の
未
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権

を
財
団
債
権
者
と
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
、
中
国
法
は
図
２
の
考
え
方
を
採
用
し
た
と
い
え
る
。



二
四
五

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
解
釈
は
債
務
が
可
分
の
場
合
に
限
る
。
債
務
が
不
可
分
の
場
合
は
、
相
手
方
の
未
履
行
給
付
を
財
団
に
取
り
込

む
た
め
に
、
相
手
方
の
未
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
に
限
ら
ず
、
相
手
方
の
未
受
領
給
付
の
履
行
請
求
権
を
す
べ
て
共
益
債

権
と
し
て
処
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
ま
た
、
倒
産
手
続
開
始
当
時
、
相
手
方
よ
り
債
務
者
の
方
が
既
履
行
の
割
合
が
多
い
よ
う

な
場
合
は
、
相
手
方
の
未
受
領
給
付
の
履
行
請
求
権
が
す
べ
て
共
益
債
権
と
さ
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

⒞　

相
手
方
の
請
求
権
の
処
遇
を
中
国
倒
産
法
四
二
条
に
置
く
是
非
に
つ
い
て

中
国
倒
産
法
四
二
条
一
号
は
、「
管
財
人
又
は
債
務
者
が
相
手
方
に
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

た
債
権
」
を
「
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
裁
判
所
に
受
理
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
債
権
」
の
下
に
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
不
適
切
で
あ

る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
倒
産
手
続
に
お
け
る
未
履
行
の
契
約
は
手
続
開
始
前
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
契
約

上
の
債
権
債
務
も
締
結
時
に
既
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
も
っ
て
（
管
財
人
等
の
）
選
択
自
体
は
債
権
債
務
の
発
生
原
因
と
は
い
え
な
い
」

か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
貫
徹
力
喪
失
説
を
採
用
す
れ
ば
、
従
前
の
双
務
契
約
に
基
づ
く
履
行
請
求
権
は
、
倒
産
手
続
開
始
後
に
そ
の
貫

徹
力
を
失
い
、
管
財
人
に
よ
る
契
約
の
履
行
の
選
択
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
こ
れ
と
同
一
内
容
の
新
し
い
請
求
権
に
置
き
換
え
ら
れ
、
実

行
可
能
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
管
財
人
に
よ
る
契
約
の
履
行
の
選
択
は
形
成
的
効
力
を
有
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
だ
と

す
る
と
、相
手
方
の
請
求
権
は
「
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
」
で
あ
り
、そ
の
発
生
は
「
倒

産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
裁
判
所
に
受
理
さ
れ
た
後
」
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
当
該
四
二
条
一
号
の
規
定
は
不
適
切
で
は
な
い
と
い
え

よ
う
。

ま
た
、
貫
徹
力
喪
失
説
の
考
え
方
を
採
用
す
る
と
、
相
手
方
の
倒
産
手
続
開
始
前
の
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
は
「
双
方
未
履

行
双
務
契
約
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
」
新
し
い
も
の
に
該
当
し
な
い
た
め
、
倒
産
債
権
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、



二
四
六

中
国
倒
産
法
は
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
一
〇
五
条
の
よ
う
な
特
則
を
設
け
て
い
な
い
が
、
給
付
が
可
分
の
場
合
に
つ
い
て
、
図
２
の
効
果
論
を

採
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

⑵　

方　
　
　

式

中
国
倒
産
法
一
八
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
管
財
人
は
、
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
と
き
、
こ
れ
を
相
手
方
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
管
財
人
が
手
続
開
始
後
二
ヶ
月
以
内
に
そ
の
通
知
を
し
な
い
か
、
又
は
相
手
方
か
ら
催
告
を
受
け
た
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
確

答
を
し
な
い
場
合
は
、
解
除
の
選
択
を
な
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
一
八
条
一
項
の
適
用
、
特
に
契
約
の
履
行
の
選
択
の
方
式
に
関
し

て
、
以
下
の
裁
判
例
の
よ
う
な
見
解
が
み
ら
れ
る
。
事
実
の
概
要
と
判
旨
は
概
ね
こ
う
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
六
月
一
五
日
、
二
〇
年
の
不
動
産
賃
貸
借
契
約
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
第
一
期
は
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
日
か
ら

二
〇
一
〇
年
七
月
一
日
ま
で
で
あ
り
、
毎
年
の
賃
料
二
五
万
元
を
一
二
ヶ
月
に
分
け
、
賃
借
人
が
毎
月
の
末
に
当
月
分
を
支
払
う
と
さ
れ

た
。
賃
借
人
は
二
〇
〇
四
年
五
月
三
一
日
か
ら
、
賃
料
の
支
払
を
怠
っ
て
い
る
が
、
使
用
物
を
そ
の
ま
ま
賃
貸
物
に
置
い
て
、
賃
貸
物
の

占
有
を
継
続
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
一
二
月
五
日
に
、
賃
貸
人
に
つ
い
て
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
、
管
財
人
が
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

管
財
人
は
二
〇
〇
八
年
に
、
賃
借
人
に
対
し
て
訴
訟
提
起
時
ま
で
遅
滞
に
な
っ
た
賃
料
合
計
一
〇
〇
万
元
の
支
払
を
求
め
て
、
倒
産
裁
判

所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。
裁
判
所
は
、「
本
件
に
お
い
て
は
、
管
財
人
は
、
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
後
に
、
契
約
の
解
除
と
履
行
の
い

ず
れ
を
選
択
し
た
か
を
相
手
方
に
通
知
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
倒
産
法
の
規
定
に
よ
り
、
管
財
人
は
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
受
理

さ
れ
た
日
か
ら
二
ヶ
月
を
経
過
し
た
と
き
に
契
約
を
解
除
し
た
も
の
と
み
な
す
。
原
告
が
求
め
た
賃
料
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
五
日
ま
で

計
算
す
べ
き
で
あ
り
」、
従
っ
て
、「
被
告
は
原
告
た
る
管
財
人
に
賃
料
九
二
万
元
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
原
告
の
主
張
を
一
部
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認
容
し
た（

（（
（

。

こ
の
事
案
に
は
、
一
方
、
管
財
人
は
、
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
後
に
、
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
を
相
手
方
に

表
示
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
的
物
を
賃
借
人
に
使
用
収
益
さ
せ
る
義
務
を
履
行
し
つ
つ
、
相
手
方
に
賃
料
支
払
義
務
の
履
行

を
求
め
た
。
他
方
、
相
手
方
は
、
管
財
人
に
対
し
て
催
告
を
せ
ず
、
目
的
物
の
占
有
と
使
用
を
継
続
し
、
す
な
わ
ち
、
管
財
人
の
履
行
を

受
け
た
。
そ
の
た
め
、
管
財
人
は
既
に
相
手
方
に
対
し
て
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
旨
を
通
知
し
、
相
手
方
も
こ
れ
を
知
っ
て
い
た

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
管
財
人
の
当
該
行
動
が
中
国
倒
産
法
一
八
条
一
項
の
「
通
知
」
に
該
当
し
な
い
か
ら
、
管

財
人
が
契
約
を
解
除
し
た
と
み
な
す
と
判
示
し
た
。
こ
の
と
お
り
、
中
国
の
裁
判
所
は
、
同
一
八
条
一
項
の
「
通
知
」
に
つ
い
て
、
厳
格

解
釈
を
採
る
傾
向
に
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
管
財
人
が
倒
産
手
続
開
始
後
二
ヶ
月
以
内
に
相
手
方
に
対
し
て
契
約
の
解
除
と
履
行
の
い
ず

れ
を
選
択
し
た
か
の
意
思
表
示
を
は
っ
き
り
し
な
い
限
り
、
裁
判
所
は
、
同
一
八
条
一
項
の
推
定
規
定
を
適
用
し
、
管
財
人
が
契
約
を
解

除
し
た
と
す
る
。
学
説
に
お
い
て
も
、
通
知
は
原
則
と
し
て
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
る（

（（
（

。

そ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
、
私
見
は
、
管
財
人
は
明
確
な
意
思
表
示
の
他
、
黙
示
の
方
式
に
よ
っ
て
履
行
を
選
択
し
た
旨
を
相
手
方
に

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
足
り
、
例
え
ば
、
管
財
人
は
債
務
者
側
の
債
務
の
履
行
を
提
供
し
つ
つ
相
手
方
の
履
行
を
請
求
す
る
な
ど
の
通
常
の

方
式
で
も
か
ま
わ
な
い
と
解
す
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
相
手
方
は
、
管
財
人
に
対
し
て
催
告
も
せ
ず
、
且
つ
、
自
己
の
双
務
契
約
上

の
権
利
を
行
使
し
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
相
手
方
が
管
財
人
の
履
行
の
選
択
を
知
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
逆
に
、
相
手

方
は
、管
財
人
に
対
し
て
催
告
を
し
、又
は
管
財
人
か
ら
の
履
行
を
受
領
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、相
手
方
が
管
財
人
の
履
行
の
選
択
を
知
っ

て
い
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
同
一
八
条
一
項
を
機
械
的
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
当
事
者
の
意
思
自
治
へ
の
過
度
の
干
渉
に
な

る
恐
れ
も
あ
り
、
ま
た
、
相
手
方
の
不
当
利
得
な
ど
の
新
た
な
不
都
合
が
生
ず
る
。
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⑶　

相
手
方
の
不
安
の
抗
弁
権

中
国
契
約
法
六
八
条
は
、
後
履
行
義
務
者
が
弁
済
能
力
を
失
い
、
又
は
弁
済
能
力
を
失
う
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
先
履
行
義
務
者
は
自

己
の
債
務
の
履
行
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
更
に
、
同
法
六
九
条
は
、
先
履
行
義
務
者
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
履
行
を
中
止
し

た
と
き
、
遅
滞
な
く
後
履
行
義
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
先
履
行
義
務
者
が
履
行
を
中
止
し
た
後
に
後
履
行
義
務
者
が

合
理
的
な
期
間
内
に
弁
済
能
力
を
回
復
せ
ず
、
且
つ
、
適
切
な
担
保
も
供
与
し
な
い
と
き
、
先
履
行
義
務
者
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
る（

（（
（

。
倒
産
手
続
の
開
始
は
当
然
に
弁
済
能
力
の
欠
乏
に
該
当
す
る
か
ら
、
中
国
倒
産
法
一
八
条
二
項
は
、
倒
産
手
続
内
で
も

相
手
方
の
不
安
の
抗
弁
権
を
許
容
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
。
な
お
、
中
国
倒
産
法
は
、
管
財
人

が
担
保
の
供
与
を
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
相
手
方
に
契
約
の
解
除
権
を
与
え
る
中
国
契
約
法
の
よ
う
な
法
律
構
成
を
採
っ
て
お
ら
ず
、

当
然
に
契
約
の
解
除
と
み
な
す
と
す
る
。
そ
れ
は
、
倒
産
手
続
の
迅
速
性
の
要
請
に
応
じ
、
ま
た
、
契
約
関
係
の
法
的
安
定
性
を
確
保
す

る
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る（

（（
（

。

ま
た
、
同
一
八
条
二
項
に
関
し
て
は
、
相
手
方
を
過
度
に
保
護
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
管
財
人

が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
と
き
、
相
手
方
の
権
利
が
共
益
債
権
と
さ
れ
て
も
、
必
ず
し
も
完
全
な
満
足
が
常
に
保
障
さ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
か
ら
、
相
手
方
に
不
安
の
抗
弁
権
を
認
め
て
も
、
そ
れ
は
行
き
過
ぎ
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
管
財
人
が
履
行
を
選
択
す
る
こ

と
は
、
有
利
な
反
対
給
付
を
財
団
に
取
り
込
む
た
め
で
あ
り
、
総
債
権
者
は
そ
の
受
益
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
相
手
方
に
不
安
の

抗
弁
権
を
認
め
て
も
、
総
債
権
者
の
利
益
を
害
し
な
い
と
い
え
よ
う
。

日
本
法
下
に
お
い
て
も
、
破
産
手
続
開
始
後
で
も
相
手
方
に
不
安
の
抗
弁
権
を
認
め
た
判
例
が
み
ら
れ
る
が（

（（
（

、
通
説
的
見
解
は
、
管
財

人
が
履
行
の
選
択
を
な
し
た
後
の
契
約
関
係
に
つ
い
て
、
契
約
法
一
般
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
不
安
の
抗
弁
権
を
排
除
す
る
理
由



二
四
九

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
破
産
財
団
を
相
手
方
と
す
る
契
約
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
相
手
方
が
当
然
に
不
安
の
抗
弁
権
に
基
づ

い
て
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
は
、
法
が
管
財
人
に
契
約
の
選
択
権
を
認
め
た
趣
旨
に
反
す
る
か
ら
、
受
け
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
財
団
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
相
手
方
に
担
保
の
供
与
を
求
め
る
な
ど
の
権
限
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
こ
の
見
解
は
、
相
手
方
の
不
安
の
抗
弁
権
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
が
担
保
の
供
与
な
ど
も
要

求
せ
ず
直
接
に
契
約
を
解
除
で
き
る
か
に
つ
き
、
反
対
の
立
場
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
ま
た
、『
民
法
（
債

権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
』
は
、
不
安
の
抗
弁
権
の
規
律
の
明
文
化
を
提
案
し
て
お
り
（
第
33
）、
そ
の
と
こ
ろ
に
相
手
方
当

事
者
に
つ
い
て
破
産
手
続
開
始
、再
生
手
続
開
始
又
は
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
あ
っ
た
こ
と
が
不
安
の
抗
弁
権
の
発
生
事
由
と
さ
れ
、

更
に
、
そ
の
（
注
）
の
第
二
文
に
お
い
て
、「
再
生
手
続
又
は
更
生
手
続
が
開
始
さ
れ
た
後
は
、
こ
の
よ
う
な
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
破
産
手
続
開
始
後
に
相
手
方
が
不
安
の
抗
弁
権
を
行
使

で
き
る
と
す
る
点
で
見
解
が
一
致
す
る
の
に
対
し
て
、
再
建
型
倒
産
手
続
開
始
後
に
相
手
方
に
よ
る
不
安
の
抗
弁
権
の
行
使
を
否
定
す
る

意
見
も
あ
る
が
、
逆
に
肯
定
す
る
の
が
多
数
説
の
よ
う
に
み
ら
れ
る（

（（
（

。
そ
の
意
味
で
は
、
中
国
倒
産
法
一
八
条
二
項
の
規
定
と
は
方
向
が

異
な
ら
な
い
。

2　

契
約
の
解
除
の
選
択

⑴　

効　
　
　

果

⒜　

原
状
回
復
の
要
否
及
び
原
状
回
復
に
よ
る
相
手
方
の
請
求
権
の
取
り
扱
い

「
は
じ
め
に
」
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、中
国
倒
産
法
は
、管
財
人
の
消
極
的
選
択
の
態
様
に
つ
い
て
、日
本
法
と
同
様
の
解
除
構
成
を
採
っ
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て
い
る
が
、
日
本
破
産
法
五
四
条
二
項
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
い
な
い
か
ら
、
管
財
人
が
契
約
の
解
除
の
選
択
を
な
し
た
と
き
は
、
原

状
回
復
が
さ
れ
る
か
否
か
、
ま
た
原
状
回
復
が
さ
れ
る
場
合
に
相
手
方
の
こ
れ
に
よ
る
請
求
権
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
か
に

関
し
て
は
、
議
論
が
輻
輳
し
て
い
る（

（（
（

。

原
状
回
復
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
通
説
的
見
解
は
、
原
則
と
し
て
、
管
財
人
に
よ
る
契
約
解
除
も
契
約
法
一
般
の
法
理
に
準
じ
、
す
な

わ
ち
、
原
状
回
復
の
効
果
が
生
ず
る
と
す
る（

（（
（

。
そ
こ
で
、
次
の
問
題
、
す
な
わ
ち
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
が
破
産
債
権
か
共
益
債
権

か
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
お
い
て
、
激
し
く
争
わ
れ
て
い
る
。

中
国
の
民
法
学
に
お
け
る
通
説
的
見
解
は
契
約
解
除
後
の
当
事
者
相
互
の
返
還
は
不
当
利
得
の
返
還
で
あ
る
と
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

相
手
方
の
請
求
権
は
、
中
国
倒
産
法
四
二
条
三
号
の
「
債
務
者
の
不
当
利
得
に
よ
り
生
じ
た
債
権
」
と
の
規
定
の
適
用
に
な
る
か
ら（

（（
（

、
共

益
債
権
と
し
て
処
遇
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
を
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
解
す
る
立

場
を
採
る
と
し
て
も
、
債
務
者
が
相
手
方
か
ら
の
給
付
を
受
領
し
た
の
は
倒
産
手
続
開
始
前
で
あ
り
、
す
わ
わ
ち
、
相
手
方
の
不
当
利
得

返
還
請
求
権
が
同
四
二
条
本
文
で
い
う
「
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
裁
判
所
に
受
理
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
債
権
」
に
該
当
し
な
い
か
ら
、

同
条
三
号
の
適
用
を
肯
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

管
財
人
が
契
約
の
解
除
の
選
択
を
な
し
て
相
手
方
に
返
還
を
求
め
る
と
き
に
、
相
手
方
が
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
も
っ
て
そ
の
返
還
請

求
を
拒
否
す
る
よ
う
な
場
面
を
回
避
す
る
た
め
に
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
を
共
益
債
権
と
格
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見

解
も
あ
る
。
し
か
し
、
倒
産
手
続
開
始
前
に
、
相
手
方
が
既
に
一
部
給
付
を
行
っ
た
が
、
債
務
者
が
ま
だ
給
付
を
行
っ
て
い
な
い
よ
う
な

場
合
、
す
な
わ
ち
、
管
財
人
に
よ
る
契
約
の
解
除
の
選
択
に
よ
り
、
相
手
方
の
一
方
の
み
に
原
状
回
復
請
求
権
が
発
生
す
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
別
の
説
明
を
要
す
る
。



二
五
一

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
を
破
産
債
権
と
す
る
見
解
は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
く
。
す
な
わ
ち
、

契
約
解
除
に
関
す
る
民
法
学
的
解
釈
に
よ
っ
て
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
の
倒
産
手
続
に
お
け
る
処
遇
が
異
な
る
。
具
体
的
に
い
え

ば
、も
し
直
接
効
果
説
に
立
て
ば
、原
状
回
復
請
求
権
が
物
権
的
請
求
権
も
し
く
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
で
あ
る
か
ら
、こ
れ
に
応
じ
て
、

倒
産
手
続
に
お
い
て
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
が
取
戻
権
も
し
く
は
共
益
債
権
と
し
て
処
遇
す
べ
き
で
あ
る
が
、
折
衷
説
は
、
原
状

回
復
請
求
権
を
債
権
的
請
求
権
と
し
、
よ
っ
て
倒
産
手
続
に
お
い
て
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
も
破
産
債
権
と
な
る（

（（
（

。
随
分
奇
妙
な

理
由
付
け
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
批
判
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
直
接
効
果
説
に
し
ろ
折
衷
説
に
し
ろ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
る
が
、

い
ず
れ
も
契
約
解
除
の
効
果
に
関
す
る
解
釈
論
と
し
て
、
民
法
の
関
係
条
文
を
う
ま
く
説
明
す
る
試
み
に
す
ぎ
ず
、
い
ず
れ
か
を
採
っ
て

も
、
民
法
上
の
「
法
的
効
果
に
関
し
て
、
道
は
違
う
が
行
き
着
く
所
は
同
じ
と
い
っ
て
よ
い

（
（（
（

」。
倒
産
法
規
定
の
効
果
が
民
法
学
的
解
釈

に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
は
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
倒
産
手
続
に
お
け
る
相
手
方
の
原
状
回
復
請

求
権
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、倒
産
法
秩
序
そ
れ
自
体
に
理
由
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
た
と
え
折
衷
説
を
採
っ
て
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
を
債
権
的
請
求
権
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
当
然
に
破
産
債
権
と
さ

れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
が
共
益
債
権
で
あ
る
と
の
立
場
を
支
持
す
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の

と
お
り
、
中
国
法
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
は
、
管
財
人
に
契
約
の
選
択
権
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
財
団
の
利
益
の
最
大
化

を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
目
的
は
、
管
財
人
の
積
極
的
選
択
に
つ
い
て
も
消
極
的
選
択
に
つ
い
て
も
変
わ
り
は
な
い
。
換
言
す

れ
ば
、
管
財
人
の
消
極
的
選
択
も
、
財
団
が
利
益
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
積
極
的
選
択
の
場
合
と
同

様
に
、
そ
の
利
益
の
対
価
と
し
て
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
を
共
益
債
権
と
し
て
処
遇
す
べ
き
で
あ
る
。
財
団
の
原
状
回
復
請
求
権
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は
も
と
よ
り
、
財
団
に
原
状
回
復
請
求
権
が
発
生
し
な
い
場
合
で
も
、
財
団
に
と
っ
て
、
従
前
の
契
約
上
の
未
履
行
債
務
の
消
滅
と
い
う

現
実
的
利
益
の
他（

（（
（

、
よ
り
有
利
な
契
約
を
結
び
直
し
得
る
と
い
う
期
待
的
利
益
も
生
じ
得
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
倒
産
手
続
開
始
前
に
債
務
者
の
受
け
た
反
対
給
付
が
財
団
に
現
存
す
る
と
き
の
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
中
国
法
下
に
お
い
て
、
日
本
法
の
よ
う
な
取
戻
権
構
成
を
採
れ
る
か
ど
う
か
は
、
中
国
法
と
日
本
法
と
が
物
権
変
動
に
関
す
る

法
律
構
成
を
異
に
す
る
こ
と
か
ら（

（（
（

、
難
問
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
中
華
人
民
共
和
国
物
権
法
」（
以
下
、「
中
国
物
権
法
」
と
い
う
）
は
、
物

権
変
動
に
つ
い
て
、
日
本
民
法
の
よ
う
な
意
思
主
義
で
は
な
く
、
形
式
主
義
を
採
っ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
中
国
物
権
法
下
で
は
、
契
約

に
基
づ
い
て
一
方
当
事
者
が
他
方
当
事
者
に
引
き
渡
し
た
目
的
物
の
所
有
権
が
契
約
の
解
除
に
よ
り
当
然
に
一
方
当
事
者
に
復
帰
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
中
国
民
法
学
説
に
は
、
契
約
解
除
後
の
当
事
者
の
原
状
回
復
請
求
権
を
所
有
物
返
還
請
求
権
と
す
る
見
解（

（（
（

と
債
権
的

請
求
権
と
す
る
見
解（

（（
（

が
対
立
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
多
数
説
の
よ
う
に
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
た
と
え
管
財
人
が
契
約
の
解
除
の
選
択
を
な

し
た
と
き
に
債
務
者
の
受
け
た
反
対
給
付
が
財
団
に
現
存
す
る
と
仮
定
し
て
も
、
必
ず
し
も
相
手
方
は
所
有
権
に
基
づ
い
て
取
戻
権
を
行

使
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
私
見
は
、
既
に
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
の
所
有
権
が
契
約
解
除
後
に
当
事
者
の
い
ず
れ
に
帰
属
す
る
か
に
つ

い
て
議
論
が
白
熱
し
て
い
る
と
い
う
状
況
の
下
で
は
、
倒
産
手
続
に
お
い
て
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
を
取
戻
権
と
し
て
処
遇
し
得
る

か
に
つ
い
て
、
む
し
ろ
中
国
物
権
法
上
の
公
信
原
則
に
基
い
て
場
合
分
け
を
し
て
検
討
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
る（

（（
（

。
具
体
的
に
は
、
目
的

物
が
動
産
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
が
財
団
に
現
存
し
、
す
な
わ
ち
債
務
者
側
が
そ
れ
を
占
有
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
所
有
権
が
財
団
に
帰

属
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
相
手
方
に
取
戻
権
が
許
容
さ
れ
な
い
。
目
的
物
が
不
動
産
で
あ
り
、
且
つ
、
債
務
者
が
既
に
そ

の
所
有
権
登
記
を
取
得
し
て
い
る
場
合
も
、
そ
の
所
有
権
が
財
団
に
帰
属
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
相
手
方
に
取
戻
権
が
許

容
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
対
し
て
、
目
的
物
が
不
動
産
で
あ
り
、
且
つ
、
債
務
者
が
ま
だ
そ
の
所
有
権
登
記
を
取
得
し
て
い
な
い
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場
合
に
限
り
、
そ
の
所
有
権
が
な
お
相
手
方
に
帰
属
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
相
手
方
に
取
戻
権
が
許
容
さ
れ
る
。

⒝　

相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
取
り
扱
い

中
国
倒
産
法
五
三
条
は
、
管
財
人
が
契
約
の
解
除
の
選
択
を
な
し
た
と
き
の
相
手
方
の
こ
れ
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
一
般
の
倒
産

債
権
と
す
る
。
こ
の
条
文
の
根
拠
に
関
し
て
は
、
概
ね
二
つ
の
見
解
に
分
か
れ
、
一
つ
は
、
相
手
方
の
損
害
は
本
質
上
、
債
務
者
の
履
行

不
能
に
起
因
し
、
管
財
人
に
よ
る
財
産
管
理
処
分
権
の
行
使
に
よ
る
も
の
と
は
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
倒
産
債
権
と
し
て
処
遇
す
る
の
に
他

な
ら
な
い
と
す
る
見
解
で
あ
り（

（（
（

、
も
う
一
つ
は
、
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
そ
も
そ
も
共
益
債
権
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財

団
の
契
約
解
除
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
一
般
の
倒
産
債
権
に
格
下
げ
さ
れ
た
と
す
る
見
解
で
あ
る（

（（
（

。
管
財
人
に
よ
る
財
産

管
理
処
分
権
の
行
使
に
よ
る
こ
と
は
共
益
債
権
の
唯
一
の
根
拠
で
は
な
い
の
で
、
前
者
の
見
解
に
従
い
得
な
い
。
後
者
の
よ
う
な
見
解
は

日
本
で
も
み
ら
れ（

（（
（

、
す
な
わ
ち
、
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
性
質
上
、
そ
の
原
状
回
復
請
求
権
と
同
様
で
あ
り
、
財
団
の
新
た
な
利

益
の
対
価
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
共
益
債
権
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
立
法
者
は
、
管
財
人
に
特
別
の
権
限
で
あ
る

解
除
権
を
付
与
し
た
本
旨
を
考
慮
し
た
と
こ
ろ
、
管
財
人
に
解
除
権
行
使
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
そ
れ
を
一
般
の
倒
産
債
権
に
格
下
げ

し
た
。
私
見
は
こ
れ
に
従
う
。

な
お
、
日
本
の
学
説
に
お
い
て
は
、
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
本
来
劣
後
的
破
産
債
権
で
あ
る
が
、
相
手
方
の
利
益
を
保
護
す
る

た
め
に
、
そ
れ
が
一
般
の
破
産
債
権
に
格
上
げ
さ
れ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
中
国
倒
産
法
は
劣
後
的
倒
産
債
権
と
い
う
カ
デ

ゴ
リ
ー
を
設
け
て
い
な
い
か
ら（

（（
（

、
中
国
法
下
で
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
日
本
破
産
法
は
破
産

手
続
開
始
後
の
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
劣
後
的
破
産
債
権
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
日
本
破
産
法
九
九
条
一
項
一
号
、

九
七
条
二
号
）、
通
説
的
見
解
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
、
債
務
者
の
破
産
手
続
開
始
前
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
遅
延
損
害
金
が
、
破
産
手
続
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開
始
後
も
不
履
行
状
態
が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
続
け
て
い
る
場
合
を
指
す
の
で
あ
り（

（（
（

、
損
害
賠
償
請
求
権
の
発
生
原
因
及
び

時
期
、
更
に
解
除
権
の
行
使
権
者
な
ど
の
点
で
、
管
財
人
の
解
除
の
選
択
に
よ
る
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
と
異
な
り
、
従
っ
て
、
日

本
法
下
で
も
管
財
人
に
よ
る
契
約
の
解
除
に
よ
る
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
本
来
的
劣
後
的
破
産
債
権
と
解
し
難
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
賠
償
さ
れ
る
べ
き
損
害
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
い
て
、
信
頼
利
益
説
と
履
行
利
益
説
と
の
見
解
の
対
立
が
あ
る
が（

（（
（

、

中
国
の
多
数
説
的
見
解
は
信
頼
利
益
に
限
る
と
す
る（

（（
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
中
国
契
約
法
九
七
条

が
規
定
す
る
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
契
約
解
除
の
場
合
の
損
害
賠
償
と
は
信
頼
利
益
を
指
す
こ
と
か
ら（

（（
（

、
そ
れ
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ

る
（
（（
（

。
も
う
一
つ
は
、
法
が
特
別
規
定
に
よ
っ
て
管
財
人
に
契
約
の
解
除
権
を
与
え
る
の
は
、
財
団
の
負
担
を
軽
減
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
も

し
相
手
方
に
履
行
利
益
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
許
容
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
財
団
に
と
っ
て
は
、
解
除
の
選
択
と
履
行
の
選
択
と
は
違
い
は

な
く
、
結
局
、
管
財
人
の
契
約
解
除
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る（

（（
（

。
ま
ず
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
対
象
範
囲
に
つ
い

て
は
、
中
国
民
法
学
説
に
お
い
て
、
見
解
の
一
致
が
ま
だ
み
ら
れ
な
い
。
少
数
説
は
、
そ
れ
は
信
頼
利
益
に
限
る
と
す
る
の
に
対
し
て（

（（
（

、

多
数
説
は
、
そ
れ
に
は
履
行
利
益
も
含
ま
れ
る
と
す
る（

（（
（

。
そ
の
た
め
、
契
約
法
上
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
す
る

民
法
学
説
に
お
け
る
少
数
説
的
見
解
を
前
提
に
、
倒
産
法
上
の
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
対
象
範
囲
を
信
頼
利
益
に
限
定
す
る
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
座
り
が
悪
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
契
約
法
上
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
行
使
権
利
者
は
解
除

権
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
倒
産
法
上
の
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
行
使
権
利
者
は
解
除
権
者
の
相
手
方
当
事
者
で
あ
り
、
す
な
わ

ち
、
倒
産
法
上
の
相
手
方
は
、
何
ら
の
帰
責
性
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
債
務
者
の
倒
産
だ
け
に
よ
っ
て
、
従
前
の
契
約
上
の
主

導
権
を
失
い
、
管
財
人
の
選
択
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
地
位
を
強
い
ら
れ
た
が
、
更
に
そ
の
履
行
利
益
の
損
害
賠
償
請
求

権
を
倒
産
債
権
者
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
倒
産
法
上
の
相
手
方
に
不
当
な
不
利
益
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。
更
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に
、
仮
に
相
手
方
に
履
行
利
益
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
許
容
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
倒
産
債
権
に
と
ど
め
ら
れ
る
し
、
管
財

人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
場
合
の
相
手
方
の
請
求
権
が
共
益
債
権
と
格
上
げ
さ
れ
る
と
い
う
効
果
と
異
な
る
か
ら
、
管
財
人
の

解
除
権
行
使
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
と
解
し
難
い
。
従
っ
て
、
私
見
は
、
相
手
方
に
履
行
利
益
ま
で
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
よ
く
論
及
さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
す
る
規
律
は
違
約
金
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
か
が
あ
る
。

管
財
人
に
よ
る
契
約
の
解
除
の
選
択
は
、
違
約
行
為
で
は
な
く
、
法
的
権
限
の
行
使
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
通
説
的
見
解
は
適
用
を
否

定
す
る（

（（（
（

。
私
見
も
否
定
的
な
立
場
を
採
る
。
既
に
相
手
方
に
履
行
利
益
ま
で
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
た
以
上
、
更
に
違
約
金
に
つ
い
て

損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
相
手
方
が
不
当
利
得
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
る
。

⑵　

方　
　
　

式

契
約
の
履
行
の
選
択
の
場
合
と
同
様
に
、
中
国
倒
産
法
一
八
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
管
財
人
は
契
約
の
解
除
の
選
択
を
な
し
た
と
き

も
、
相
手
方
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
解
除
の
意
思
を
相
手
方
に
表
示
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
八
条
一
項
に
よ

る
と
、
日
本
法
と
異
な
り
、
管
財
人
の
選
択
権
の
除
斥
期
間
を
二
ヶ
月
に
限
定
し
、
管
財
人
が
こ
の
期
間
内
に
相
手
方
に
通
知
し
な
い
な

ら
ば
、
契
約
解
除
が
擬
制
さ
れ
る
か
ら
、
管
財
人
が
相
手
方
に
解
除
の
意
思
表
示
を
し
な
く
て
も
、
そ
の
選
択
権
の
除
斥
期
間
の
徒
過
に

よ
り
、
解
除
の
効
果
が
発
生
す
る
。

⑶　

相
手
方
の
催
告
権
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管
財
人
に
よ
る
選
択
権
の
行
使
は
、
財
団
の
利
益
に
か
か
る
の
み
な
ら
ず
、
相
手
方
の
利
益
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
相
手
方
が
長

期
に
不
安
定
な
地
位
に
強
い
ら
れ
る
と
い
う
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
中
国
倒
産
法
一
八
条
一
項
は
管
財
人
に
選
択
権
の
除
斥
期
間
を

設
け
た
他
、
相
手
方
に
催
告
権
を
与
え
る
。
相
手
方
は
、
管
財
人
に
対
し
て
、
契
約
の
履
行
又
は
解
除
の
選
択
を
な
す
か
を
確
答
す
べ
き

旨
を
催
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
財
人
が
催
告
を
受
け
た
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
確
答
し
な
い
な
ら
ば
、
契
約
の
解
除
の
選
択
を
な
し

た
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、
中
国
倒
産
法
は
、
複
数
手
続
型
を
採
用
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
破
産
手
続
と
更
生
手
続
と
い
っ
た
手
続
を

同
一
法
典
内
に
規
定
す
る
の
で
、
同
項
は
破
産
手
続
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
更
生
手
続
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
破
産
の

場
合
に
は
、
債
務
者
を
め
ぐ
る
既
存
の
法
律
関
係
は
、
手
続
開
始
後
に
原
則
と
し
て
清
算
さ
れ
る
の
に
対
し
、
更
生
の
場
合
に
は
、
債
務

者
の
経
済
的
再
生
の
た
め
に
、
手
続
開
始
後
で
も
従
前
の
契
約
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
破

産
手
続
か
更
生
手
続
に
お
い
て
の
未
履
行
契
約
の
帰
趨
を
区
別
せ
ず
、
管
財
人
の
確
答
の
遅
滞
に
つ
い
て
一
律
に
契
約
解
除
が
擬
制
さ
れ

る
の
は
、
必
ず
し
も
常
に
手
続
の
特
質
に
適
合
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
従
っ
て
、
管
財
人
の
確
答
の
遅
滞
に
つ
い
て
、
破
産
か
更
生
を
区

別
し
、
更
生
の
場
合
は
、
日
本
法
の
よ
う
に
（
民
事
再
生
法
四
九
条
二
項
、
会
社
更
生
法
六
一
条
二
項
）、
解
除
権
の
放
棄
を
擬
制
す
る
方
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

Ⅳ　

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
適
用
対
象
論

1　

一
般
規
定
の
適
用
対
象

⑴　

中
国
倒
産
法
一
八
条
の
適
用
対
象
を
め
ぐ
る
判
例
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中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
中
国
倒
産
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
同
法
一
八
条
の
適
用
対
象
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
立
場
が
違

う
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
以
下
で
は
、
こ
れ
に
関
す
る
三
つ
の
下
級
審
裁
判
例
を
取
り
上
げ
る
。

⒜　

河
南
省
鄭
州
市
中
級
人
民
法
院
二
〇
一
一
年
八
月
一
日
判
決（

（（（
（

河
南
省
鄭
州
市
中
級
人
民
法
院
は
、
倒
産
企
業
で
あ
る
鄭
州
中
原
顕
示
技
術
有
限
会
社
が
被
控
訴
人
と
な
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
お

い
て
（
事
実
は
未
公
開
で
あ
る
）、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。「
控
訴
人
で
あ
る
河
南
恵
浦
科
技
有
限
会
社
は
、
鄭
州
中
原
顕
示
技
術
有
限
会

社
に
対
し
て
賃
料
全
額
を
支
払
い
、
土
地
の
賃
貸
借
契
約
上
の
主
要
な
契
約
義
務
の
履
行
を
終
え
た
。
し
か
し
、
当
該
賃
貸
借
契
約
の
他

の
条
項
に
よ
り
、
契
約
期
間
に
お
い
て
、
控
訴
人
で
あ
る
河
南
恵
浦
科
技
有
限
会
社
が
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
契
約
義
務
は
、
賃
料

の
支
払
い
に
限
ら
な
い
。
従
っ
て
、
控
訴
人
で
あ
る
河
南
恵
浦
科
技
有
限
会
社
と
鄭
州
中
原
顕
示
技
術
有
限
会
社
の
間
で
締
結
さ
れ
た
賃

貸
借
契
約
は
、
法
院
が
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
受
理
し
た
後
に
、
そ
れ
が
中
華
人
民
共
和
国
企
業
倒
産
法
一
八
条
に
規
定
す
る
『
債

務
者
及
び
相
手
方
が
共
に
ま
だ
そ
の
履
行
を
完
了
し
て
い
な
い
双
務
契
約
』
に
該
当
す
る
」。

⒝　

河
南
省
安
陽
市
中
級
人
民
法
院
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
六
日
判
決（

（（（
（

安
陽
信
益
電
子
玻
璃
有
限
会
社
（
以
下
「
信
益
会
社
」
と
い
う
）
と
北
京
緑
柱
石
電
鍍
設
備
有
限
会
社
（
以
下
「
緑
柱
石
会
社
」
と
い
う
）
は

請
負
契
約
を
締
結
し
、
緑
柱
石
会
社
が
信
益
会
社
の
注
文
に
応
じ
て
電
線
設
備
を
加
工
製
造
し
、
信
益
会
社
が
四
回
に
分
け
て
代
金
を
支

払
う
こ
と
を
定
め
た
。
信
益
会
社
が
代
金
を
一
回
し
か
支
払
わ
な
か
っ
た
段
階
で
、
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
、
同
時
に
管
財
人
が
選
任
さ

れ
た
。
そ
の
際
、
緑
柱
石
会
社
は
既
に
電
線
設
備
の
加
工
製
造
を
終
え
た
が
、
ま
だ
そ
の
製
造
物
を
信
益
会
社
に
引
き
渡
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
管
財
人
は
、
倒
産
手
続
開
始
時
に
お
い
て
、
信
益
会
社
が
残
り
の
三
回
の
代
金
を
支
払
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
緑
柱
石
会
社
が

信
益
会
社
に
そ
の
製
造
物
を
引
き
渡
し
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
双
方
が
共
に
契
約
の
履
行
を
完
了
し
て
な
い
こ
と
、
ま
た
、
自
ら
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が
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
二
ヶ
月
以
内
に
緑
柱
石
会
社
に
契
約
の
履
行
を
通
知
せ
ず
、
且
つ
、
緑
柱
石
会
社
か

ら
催
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
請
負
契
約
が
中
国
倒
産
法
一
八
条
の
規
定
に
よ
り
解
除
さ
れ
た
と
み
な
す
と
主
張
し
、

緑
柱
石
会
社
に
対
し
て
、
信
益
会
社
の
支
払
っ
た
一
回
目
の
代
金
の
返
還
を
求
め
、
河
南
省
安
陽
市
中
級
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
し
た
。

法
院
は
、「
信
益
会
社
は
一
回
目
の
代
金
の
ほ
か
、
残
り
の
三
回
の
代
金
を
支
払
っ
て
お
ら
ず
、
す
な
わ
ち
、
契
約
義
務
の
一
部
し
か
履

行
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
緑
柱
石
会
社
は
電
線
設
備
の
加
工
製
造
を
終
え
、
す
な
わ
ち
、
契
約
義
務
の
履
行
を
完
了
し
た
た
め
、
当
該

契
約
は
双
方
が
共
に
ま
だ
そ
の
履
行
を
完
了
し
て
い
な
い
契
約
に
該
当
し
な
い
」
と
し
、
同
条
の
適
用
を
否
定
し
、
管
財
人
の
請
求
を
棄

却
し
た
。

⒞　

上
海
市
浦
東
新
区
人
民
法
院
二
〇
一
〇
年
五
月
二
六
日
判
決（

（（（
（

二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
九
日
に
、
Ａ
会
社
は
、
Ｃ
及
び
Ｄ
を
連
帯
保
証
人
に
す
る
と
い
う
条
件
の
下
、
五
〇
万
元
を
借
り
入
れ
る
こ
と

を
内
容
と
す
る
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
Ｂ
銀
行
と
締
結
し
、
Ａ
会
社
が
二
四
ヶ
月
に
分
け
て
毎
月
同
額
で
本
金
及
び
利
息
を
弁
済
す
る

こ
と
を
定
め
た（

（（（
（

。
そ
の
後
、
Ｂ
銀
行
は
当
該
契
約
に
従
っ
て
Ａ
会
社
に
貸
し
付
け
、
Ａ
会
社
も
本
金
及
び
利
息
を
数
ヶ
月
弁
済
し
続
け

て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
Ａ
会
社
は
そ
の
弁
済
を
怠
り
、
Ｂ
銀
行
は
Ａ
会
社
と
の
交
渉
が
う
ま
く
行
か
な
い
結
果
、
Ｃ
及
び

Ｄ
の
連
帯
保
証
人
責
任
を
追
及
す
る
た
め
に
、
上
海
市
浦
東
新
区
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
し
た
。
ま
た
、
上
海
市
松
江
区
人
民
法
院
は

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
日
に
Ａ
会
社
に
関
す
る
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
受
理
し
た
。
上
海
市
浦
東
新
区
人
民
法
院
は
、「
原
告
（
Ｂ

銀
行
）
は
当
該
契
約
に
従
っ
て
貸
付
義
務
の
履
行
を
終
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
会
社
は
弁
済
を
怠
っ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
Ａ
会

社
は
契
約
違
反
と
な
る
」
と
し
、
Ｃ
及
び
Ｄ
が
連
帯
保
証
人
責
任
を
履
行
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
判
示
し
た
。
な
お
、
Ｃ
及
び
Ｄ
が
当
該

契
約
の
定
め
た
利
率
に
基
づ
い
て
実
際
の
弁
済
日
ま
で
の
利
息
及
び
遅
延
利
息
を
弁
済
す
べ
き
で
あ
る
と
の
Ｂ
銀
行
の
請
求
に
対
し
て
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中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

は
、
上
海
市
浦
東
新
区
人
民
法
院
は
、
当
該
金
銭
消
費
貸
借
契
約
は
中
国
倒
産
法
一
八
条
の
適
用
と
な
り
、
よ
っ
て
Ａ
会
社
の
管
財
人

が
Ｂ
銀
行
に
対
し
て
契
約
の
履
行
か
解
除
を
通
知
し
な
い
た
め
、
二
〇
〇
九
年
一
月
三
一
日
に
解
除
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
を
理
由
に
、

「
本
件
係
争
の
金
銭
消
費
貸
借
契
約
は
二
〇
〇
九
年
一
月
三
一
日
を
も
っ
て
そ
の
利
息
の
計
算
が
停
止
し
、
契
約
解
除
の
損
害
賠
償
と
し

て
、（
遅
延
）
利
息
が
中
国
人
民
銀
行
に
よ
る
基
準
利
率
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。

⒟　

分　
　
　

析

賃
貸
人
倒
産
の
事
案
に
お
い
て
は
、
河
南
省
鄭
州
市
中
級
人
民
法
院
二
〇
一
一
年
八
月
一
日
判
決
は
、
相
手
方
が
賃
料
の
支
払
い
と
い

う
賃
貸
借
契
約
の
賃
借
人
の
「
主
要
な
契
約
義
務
」
の
履
行
を
終
え
た
と
認
定
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
他
の
義
務
の
残
存
を
理
由

に
、
当
該
賃
貸
借
契
約
が
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
該
当
す
る
と
し
た
。
そ
の
他
の
義
務
は
何
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
如
何
に
性
格
付
け
ら

れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
判
決
文
か
ら
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
「
主
要
な
契
約
義
務
」
を
主
た
る
給
付
義
務
と
解
し
て
お

け
ば
、
そ
の
他
の
義
務
は
従
た
る
給
付
義
務
及
び
付
随
義
務
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
裁
判
所
は
従
た
る
給
付
義
務
又
は
付

随
義
務
の
み
の
残
存
を
、
契
約
の
履
行
が
完
了
し
て
い
な
い
と
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

注
文
者
倒
産
の
事
案
に
お
い
て
は
、
河
南
省
安
陽
市
中
級
人
民
法
院
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
六
日
判
決
は
、
相
手
方
た
る
請
負
人
が
仕

事
完
成
義
務
の
履
行
を
終
え
た
が
目
的
物
引
渡
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
段
階
に
あ
る
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
契
約
義
務
の
履

行
を
完
了
し
た
」
と
し
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
性
を
否
定
す
る
立
場
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
的
物
引
渡
義
務
も
仕
事
完
成
義
務

と
同
様
に
請
負
人
の
主
た
る
給
付
義
務
と
す
る
の
は
中
国
民
法
学
説
の
通
説
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と（

（（（
（

、
な
ぜ
請
負
人
が
目
的
物

引
渡
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
請
負
契
約
を
裁
判
所
が
「
契
約
義
務
の
履
行
を
完
了
し
た
」
と
す
る
の
か
は
疑
問
と
な
る
。
裁
判
所
は
請

負
人
の
目
的
物
引
渡
義
務
を
見
落
と
し
た
と
解
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
裁
判
所
は
そ
れ
を
従
た
る
給
付
義
務
と
誤
解
し
た
上
で
、
従
た
る
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給
付
義
務
の
み
の
残
存
を
、
契
約
の
履
行
が
完
了
し
て
い
な
い
と
し
な
い
と
の
理
解
が
あ
り
得
よ
う
。

借
主
倒
産
の
事
案
に
お
い
て
は
、
上
海
市
浦
東
新
区
人
民
法
院
二
〇
一
〇
年
五
月
二
六
日
判
決
は
、
貸
主
が
給
付
義
務
の
履
行
を
完
全

に
終
え
た
金
銭
消
費
貸
借
契
約
に
つ
い
て
、
そ
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
性
を
肯
定
す
る
立
場
を
み
せ
て
い
る
。
裁
判
所
は
判
決
文
に
お

い
て
そ
の
理
由
を
明
示
し
な
か
っ
た
が
、
貸
主
が
給
付
義
務
の
他
、
守
秘
義
務
等
の
付
随
義
務
し
か
負
わ
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
恐
ら

く
裁
判
所
は
付
随
義
務
の
み
の
残
存
に
基
づ
い
て
当
該
契
約
の
履
行
が
完
了
し
て
い
な
い
と
し
、
中
国
倒
産
法
一
八
条
の
適
用
を
肯
定
す

る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
と
お
り
、
個
別
事
案
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
中
国
倒
産
法
一
八
条
を
適
用
す
る
た
め
に
、
か
か
る
契
約
が
同
条
に
い
う
「
契
約
」

に
当
て
は
ま
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
必
要
と
な
る
。
そ
の
際
、
主
た
る
給
付
義
務
は
も
と
よ
り
、
従
た
る
給
付
義
務
や
付
随
義
務
な

ど
、
如
何
な
る
義
務
の
残
存
か
ら
「
ま
だ
そ
の
履
行
を
完
了
し
て
い
な
い
」
と
い
う
同
条
の
定
め
を
捉
え
る
べ
き
か
は
重
要
で
あ
る
。

⑵　

ド
イ
ツ
連
邦
最
高
裁
一
九
七
二
年
三
月
一
七
日
判
決（

（（（
（

ド
イ
ツ
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
成
否
に
関
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
七
二
年
三
月
一
七
日
の
判
決
は
著
名
で
あ
る
。
か

か
る
事
実
は
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｘ
Ｙ
間
で
土
地
売
買
契
約
が
な
さ
れ
、
こ
の
契
約
に
基
づ
き
、
Ｘ
が
売
買
代
金
全
額
を
Ｙ
に
支
払
い
、
Ｙ
が
Ｘ
に
対
し
て
土
地
を
引
き

渡
し
た
後
、
そ
の
所
有
権
を
移
転
し
な
い
間
に
、
Ｙ
に
和
議
手
続
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
当
該
土
地
の
所
有
権
移

転
を
求
め
、
訴
訟
を
提
起
し
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
和
議
法
に
よ
れ
ば
、
も
し
当
該
契
約
が
双
方
未
履
行
双
務
契
約
で
あ
る
な
ら
ば
、
Ｘ
は

双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
お
け
る
相
手
方
と
し
て
、
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
Ｙ
に
対
し
て
所
有
権
の
移
転
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
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と
な
り
、
反
対
に
、
も
し
当
該
契
約
が
双
方
未
履
行
双
務
契
約
で
な
い
な
ら
ば
、
Ｘ
は
一
般
の
和
議
債
権
者
と
な
り
、
た
め
に
、
Ｙ
に
対

し
て
所
有
権
の
移
転
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
契
約
関
係
に
お
い
て
は
、
和
議
手
続
開
始
当
時
、
Ｙ
が
そ
の
義
務
履
行
を

完
了
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
問
題
は
Ｘ
が
そ
の
義
務
履
行
を
完
了
し
た
の
か
で
あ
る
。
第
一
審
に
お
い
て
は
、
所
有
権

移
転
の
際
の
買
主
側
の
引
取
義
務
が
未
履
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
契
約
が
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
該
当
す
る
と
の
Ｘ
の
主
張
に
対

し
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
買
主
側
の
義
務
履
行
の
完
了
に
は
、
代
金
支
払
い
と
目
的
物
の
占
有
取
得
の
み
で
足
り
る
と
し
、
当
該
契
約
の

双
方
未
履
行
双
務
契
約
性
を
否
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
高
等
裁
判
所
は
、
買
主
側
の
目
的
物
引
取
義
務
の
履
行
に
は
、
そ
の
占
有
取
得

の
み
な
ら
ず
、
所
有
権
移
転
の
際
の
協
力
も
要
す
る
と
判
示
し
、
当
該
契
約
に
つ
い
て
そ
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
性
を
肯
定
し
た
。
最

後
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
高
等
裁
判
所
の
判
断
は
、「
第
一
に
、
そ
し
て
可
及
的
最
大
限
に
和
議
債
務
者
又
は
破
産
者
の
契
約
相
手

方
を
保
護
す
る
」
と
い
う
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
に
合
致
す
る
と
判
示
し
、
原
審
を
維
持
し
た
。

こ
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
反
対
給
付
の
受
領
を
常
に
固
有
の
義
務

と
す
る
な
ら
ば
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
下
で
一
方
当
事
者
完
全
既
履
行
の
双
務
契
約
と
い
う
も
の
を
お
よ
そ
観
念
し
得
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
指
摘
さ
れ
る（

（（（
（

。

⑶　

日
本
最
高
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決（

（（（
（

及
び
最
高
裁
平
成
一
二
年
三
月
九
日
判
決（

（（（
（

日
本
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
成
否
に
関
し
て
、
最
高
裁
判
所
の
平
成
一
二
年
の
二
つ
の
判
決
も
注
目
を
集
め
た
。
い
ず
れ
も

預
託
金
制
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
破
産
し
た
場
合
の
会
員
契
約
に
関
す
る
争
い
で
あ
る
。

ま
ず
、
最
高
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決
は
、
年
会
費
の
定
め
の
あ
る
会
員
契
約
に
つ
い
て
、
当
該
会
員
契
約
は
、「
主
と
し
て
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預
託
金
の
支
払
と
ゴ
ル
フ
場
施
設
利
用
権
の
取
得
が
対
価
性
を
有
す
る
双
務
契
約
で
あ
り
（
会
員
に
年
会
費
の
支
払
義
務
が
あ
る
場
合
に
は
、

年
会
費
の
支
払
も
対
価
関
係
の
一
部
と
な
り
得
る
。）、
そ
の
会
員
が
破
産
し
た
場
合
、
会
員
に
年
会
費
の
支
払
義
務
が
あ
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
施
設
を
利
用
可
能
な
状
態
に
保
持
し
、
こ
れ
を
会
員
に
利
用
さ
せ
る
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
の
義
務
と
、
年
会
費
を

支
払
う
会
員
の
義
務
と
が
破
産
法
五
九
条
一
項
（
現
行
破
産
法
五
三
条
一
項
）
に
い
う
双
方
の
未
履
行
債
務
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
判
示
し
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
性
を
肯
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
平
成
一
二
年
三
月
九
日
判
決
は
、
年
会
費
の
定
め
の
な
い

会
員
契
約
に
つ
い
て
、「〔
ゴ
ル
フ
場
施
設
の
〕
利
用
料
金
支
払
義
務
は
、
会
員
が
実
際
に
施
設
を
利
用
し
な
い
限
り
発
生
し
な
い
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
を
破
産
宣
告
時
に
お
け
る
会
員
の
未
履
行
債
務
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
他
に
〔
会
員
〕
に
未

履
行
の
債
務
が
あ
る
こ
と
は
記
録
上
う
か
が
わ
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
会
員
契
約
は
、
預
託
金
の
支
払
と
ゴ
ル
フ
場
施
設
を
利
用

さ
せ
る
義
務
と
が
対
価
性
を
有
す
る
双
務
契
約
で
は
あ
る
も
の
の
、〔
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
〕
の
債
務
は
破
産
宣
告
時
に
お
い
て
未
履
行

で
あ
る
と
い
え
る
が
、
破
産
し
た
〔
会
員
〕
の
側
に
は
未
履
行
の
債
務
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
性

を
否
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
最
高
裁
判
所
は
、
預
託
金
及
び
年
会
費
を
支
払
う
会
員
の
義
務
と
、
ゴ
ル
フ
場
施
設
を
利
用
可
能
な
状
態
に
保
持

し
、
こ
れ
を
会
員
に
利
用
さ
せ
る
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
の
義
務
が
対
価
関
係
に
立
つ
よ
う
に
み
る
か
ら
こ
そ
、
類
似
す
る
事
案
に
お
け
る

双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
成
否
に
つ
い
て
、
会
員
に
年
会
費
の
支
払
義
務
の
有
無
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
逆
の
立
場
を
示
し
た
。
し
か
し
、

か
か
る
会
員
契
約
に
つ
い
て
、
他
の
見
方
も
あ
り
得
よ
う
。
例
え
ば
、
預
託
金
を
支
払
う
会
員
の
義
務
と
、
ゴ
ル
フ
場
施
設
を
利
用
可
能

な
状
態
に
保
持
し
、
こ
れ
を
会
員
に
利
用
さ
せ
る
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
の
義
務
が
対
価
関
係
に
立
つ
が
、
会
員
の
年
会
費
支
払
義
務
が
そ

こ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
る
こ
と
も
で
き
る
し（

（（（
（

、
逆
に
、
年
会
費
を
支
払
う
会
員
側
の
義
務
と
、
ゴ
ル
フ
場
施
設
を
利
用
可
能
な
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状
態
に
保
持
し
、
こ
れ
を
会
員
に
利
用
さ
せ
る
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
の
義
務
が
対
価
関
係
に
立
つ
が
、
会
員
の
預
託
金
支
払
義
務
は
金
銭

消
費
貸
借
類
似
の
片
務
契
約
と
構
成
す
る
か（

（（（
（

、
又
は
別
途
に
優
先
的
施
設
利
用
権
と
見
合
い
と
な
る
双
務
契
約
と
構
成
す
る
よ
う
に
み
る

こ
と
も
で
き
る（

（（（
（

。
従
っ
て
、
当
事
者
間
に
い
く
つ
か
の
権
利
義
務
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
の
双
方
の
義
務
を
そ
れ
ぞ
れ
全
体
と

し
て
対
価
関
係
に
立
つ
よ
う
に
み
な
す
の
と
、
こ
れ
ら
の
権
利
義
務
の
う
ち
、
ど
れ
と
ど
れ
が
対
価
関
係
に
あ
る
か
を
具
体
的
に
分
け
る

の
と
、
い
ず
れ
が
妥
当
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
最
高
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決
が
前
者
の
考
え
方
を
採
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
同
判
決
は
、
年
会
費
支
払
義
務
は
「
本
質
的
・
中
核
的
な
」
債
務
で
は
な
く
「
付
随
的
な
」
債
務
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
す
な
わ

ち
「
本
質
的
・
中
核
的
な
」
債
務
が
履
行
済
み
で
「
付
随
的
な
」
債
務
の
み
が
未
履
行
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
か
か
る
契
約
の
双
方

未
履
行
双
務
契
約
性
を
肯
定
す
る
と
こ
ろ
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷　

ア
メ
リ
カ
連
邦
倒
産
法
上
の
未
履
行
契
約
の
定
義
に
関
す
る
学
説
及
び
判
例

ア
メ
リ
カ
連
邦
倒
産
法
三
六
五
条
ａ
項
は
未
履
行
契
約
（Executory Contract

）
と
い
う
言
葉
を
直
接
に
用
い
る
が（

（（（
（

、
何
が
未
履
行
契

約
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
条
文
上
、
定
義
を
し
っ
か
り
設
け
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
立
法
の
際
に
議
会
に
提
出
さ
れ
た
説
明
書

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
未
履
行
契
約
に
つ
い
て
定
義
を
設
け
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
般
的
に
い
え
ば
、

そ
の
定
義
は
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も
、
い
く
ら
簡
潔
な
法
律
用
語
を
も
っ
て
そ
れ
を
定
義
し
て
も
、
漏
れ
や
誤
り
を
起
こ
し
か
ね
な
い

か
ら
で
あ
る

（
（（（
（

。」
他
方
、
学
説
に
お
い
て
、
様
々
な
定
義
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
カ
ン
ト
リ
ー
マ
ン
教
授
の
定
義
は
最
も
引
用
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
こ
う
で
あ
る
。「
債
務
者
と
契
約
の
相
手
方
の
双
方
の
契
約
義
務
が
履
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
方
当
事
者
が
義

務
の
履
行
を
完
了
し
な
い
こ
と
が
重
大
な
契
約
違
反
で
あ
り
、
そ
の
契
約
違
反
が
他
方
当
事
者
に
そ
の
義
務
の
履
行
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
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に
な
る
」
と
き
は
、
当
該
契
約
が
連
邦
倒
産
法
に
い
う
「
未
履
行
契
約
」
に
該
当
す
る（

（（（
（

。
こ
の
カ
ン
ト
リ
ー
マ
ン
教
授
の
重
大
な
契
約
違

反
基
準
に
よ
り
、
も
し
契
約
に
主
た
る
義
務
が
残
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
未
履
行
契
約
と
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
学
説
更
に
実
務
に
お
い
て
、
重
大
な
契
約
違
反
基
準
よ
り
も
、
契
約
を
未
履
行
契
約
と
し
て
扱
う
こ
と
に
よ
る
効

果
を
基
礎
と
し
た
機
能
的
な
基
準
を
適
用
す
る
方
が
よ
ほ
ど
合
理
的
で
あ
る
と
唱
え
る
見
解
も
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
仮
に
引
き
受

け
又
は
拒
絶
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
団
に
潜
在
的
な
利
益
を
も
た
ら
し
得
な
い
場
合
に
は
、
連
邦
倒
産
法
三
六
五
条
は
、
当
該
契

約
の
関
係
で
は
何
の
役
割
も
果
た
さ
な
い
か
ら
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
逆
に
、
仮
に
引
き
受
け
に
よ
っ
て
財
団
に
潜
在
的
な
利
益

を
も
た
ら
し
、
あ
る
い
は
、
拒
絶
に
よ
っ
て
財
団
に
と
っ
て
不
利
益
を
避
け
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
契
約
に
つ
い
て
三
六
五
条
を
適
用

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
機
能
的
な
基
準
に
よ
り
、
重
大
な
契
約
違
反
基
準
の
下
で
か
か
る
契
約
を
未
履
行
契
約
と
扱
う
た
め
に
契
約
に
残

さ
れ
て
い
る
主
た
る
義
務
を
見
付
け
る
よ
う
に
努
め
る
よ
う
な
必
要
が
な
い（

（（（
（

。

機
能
的
な
基
準
を
適
用
し
た
例
と
し
て
、
ブ
ー
ス
事
件
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
案
に
お
い
て
は
、
割
賦
払
い
に
よ
る
土
地
売

買
契
約
が
な
さ
れ
、
買
主
が
一
定
の
期
間
に
わ
た
っ
て
定
期
的
に
売
買
代
金
を
支
払
う
代
わ
り
に
、
買
主
の
支
払
が
完
了
さ
れ
た
と
き
に

売
主
が
土
地
の
所
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
買
主
は
ま
だ
売
買
代
金
を
完
済
し
な
い
間
に
、
連
邦
倒
産
法
チ
ャ
プ
タ
ー
11
の
再

建
型
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
売
主
は
当
該
契
約
が
未
履
行
契
約
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
債
務
者
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
が
契
約
を

引
き
受
け
る
か
拒
絶
す
る
か
を
決
定
す
る
期
限
を
定
め
る
よ
う
裁
判
所
に
申
立
て
た
が
、
裁
判
所
は
、
債
務
者
が
土
地
売
買
契
約
に
お
け

る
買
主
で
あ
る
場
合
、
当
該
契
約
を
未
履
行
契
約
と
扱
う
よ
り
も
、
こ
れ
を
譲
渡
抵
当
権
（m

ortgage

）
と
み
な
す
方
が
、
財
団
価
値
の

増
加
に
資
す
る
た
め
、
連
邦
倒
産
法
三
六
五
条
の
趣
旨
に
合
致
す
る
と
判
示
し
、
売
主
の
申
立
て
を
却
下
し
た（

（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
当
該
土
地

が
債
務
者
の
再
建
に
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
は
、
仮
に
売
買
契
約
を
未
履
行
契
約
と
扱
う
と
す
れ
ば
、
た
と
え
当
該
土
地
の
価
値
が
契
約
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締
結
時
よ
り
下
落
し
た
場
合
で
も
、
債
務
者
は
契
約
を
引
き
受
け
て
、
契
約
に
基
づ
い
て
代
金
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
仮
に
割
賦
販
売
契
約
を
譲
渡
抵
当
権
と
み
な
し
、
す
な
わ
ち
、
当
該
土
地
の
所
有
権
が
契
約
締
結
後
即
時
に
買
主
に
移
転

す
る
と
同
時
に
、
当
該
土
地
の
上
に
売
主
の
代
金
債
権
を
担
保
す
る
た
め
の
譲
渡
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
債
務
者
が
譲
渡
抵

当
権
の
被
担
保
債
務
全
額
（
売
買
代
金
）
を
完
済
す
る
こ
と
は
な
く
、
担
保
が
付
い
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
債
権
の
金
額
（
下
落
し
た
後
の

土
地
の
価
値
に
相
当
す
る
金
額
）
さ
え
支
払
え
ば
、
土
地
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
一
部
の
論
者
は
更
に
進
ん
で
、
手
続
開
始
前
に
契
約
義
務
の
履
行
を
完
了
し
た
相
手
方
と
の
取
引
を
、
手
続
開
始
後
に
お
い
て

も
継
続
す
る
こ
と
が
債
務
者
の
再
生
に
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
相
手
方
の
完
全
既
履
行
の
双
務
契
約
を
未
履
行
契
約
と
み
な

し
、
裁
判
所
の
許
可
及
び
利
害
関
係
人
の
同
意
を
得
た
上
で
、
相
手
方
の
債
権
を
管
財
費
用
債
権（

（（（
（

と
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る（

（（（
（

。

ア
メ
リ
カ
の
学
説
及
び
判
例
に
お
け
る
重
大
な
契
約
違
反
基
準
か
ら
機
能
的
な
基
準
へ
の
変
遷
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目

的
に
よ
り
、
そ
の
一
般
規
定
の
適
用
対
象
を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑸　

双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
要
件
に
つ
い
て
の
検
討

中
国
倒
産
法
一
八
条
に
い
う
「
契
約
」
は
「
双
方
未
履
行
双
務
契
約
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
双
務
契
約
」
と
「
双
方
未

履
行
」
の
二
つ
の
要
件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒜　
「
双
務
契
約
」
の
意
義

ア　

民
法
上
の
双
務
契
約

中
国
倒
産
法
一
八
条
の
適
用
対
象
は
民
法
上
の
契
約
で
あ
り
、
行
政
法
上
の
契
約
が
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
民
法
上
の
契
約
の
う
ち
、
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未
履
行
の
片
務
契
約
は
一
方
当
事
者
の
み
未
履
行
の
双
務
契
約
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
同
条
の
適
用
に
な
ら
な
い
。

イ　

倒
産
財
団
に
関
す
る
契
約

中
国
倒
産
法
一
八
条
は
契
約
の
選
択
権
を
管
財
人
に
与
え
る
こ
と
か
ら
、
同
条
の
適
用
に
な
り
得
る
の
は
、
管
財
人
の
管
理
処
分
権
に

服
す
る
契
約
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
自
由
財
産
が
存
在
し
得
な
い
こ
と
か
ら
、
債
務

者
の
契
約
の
す
べ
て
は
管
財
人
の
管
理
処
分
権
に
服
す
る
。
債
務
者
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
債
務
者
側
の
債
権
が
倒
産
手
続
開
始

後
に
倒
産
財
団
に
帰
属
す
べ
き
契
約
、
す
な
わ
ち
倒
産
財
団
に
関
す
る
も
の
は
管
財
人
の
管
理
処
分
権
に
服
す
る
の
に
対
し
て
、
債
務
者

側
の
債
権
が
倒
産
手
続
開
始
後
に
自
由
財
産
に
帰
属
す
べ
き
契
約
、
す
な
わ
ち
自
由
財
産
に
関
す
る
も
の
は
管
財
人
の
管
理
処
分
権
に
服

し
な
い
。

ウ　

倒
産
手
続
開
始
後
で
も
存
続
し
得
る
契
約

双
務
契
約
は
、当
事
者
の
倒
産
に
よ
り
、そ
の
存
続
の
基
礎
が
揺
ら
ぐ
の
で
あ
れ
ば
、倒
産
手
続
開
始
後
に
継
続
す
る
こ
と
は
な
い
。従
っ

て
、
法
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
当
該
契
約
が
当
然
に
終
了
す
る
か
、
又
は
そ
の
帰
趨
が
当
事
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と
す
る
。
倒
産

手
続
開
始
後
に
存
続
し
得
な
い
契
約
が
中
国
倒
産
法
一
八
条
の
適
用
対
象
と
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

⒝　
「
双
方
未
履
行
」
の
意
義

「
双
方
未
履
行
」
を
更
に
「
双
方
」
と
「
未
履
行
」
と
に
細
分
化
し
得
る
。「
双
方
」
と
は
債
務
者
と
そ
の
相
手
方
を
指
す
。「
未
履
行
」

は
「
ま
だ
そ
の
履
行
を
完
了
し
て
い
な
い
」
と
の
中
国
倒
産
法
一
八
条
の
定
め
の
省
略
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
完
全
未
履
行
の
場
合
の
み
な

ら
ず
、
一
部
未
履
行
、
不
完
全
履
行
の
場
合
等
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
と
お
り
、
ど
の
よ
う
な
契
約
義
務
の
残

存
か
ら
「
未
履
行
」
を
捉
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
学
説
及
び
実
務
に
お
い
て
争
わ
れ
て
い
る
。
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中
国
の
通
説
は
、「
未
履
行
」
と
は
主
要
な
義
務
の
未
履
行
を
い
う
と
す
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
何
が
主
要
な
義
務
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

中
国
契
約
法
は
定
義
し
て
い
な
い
。
な
お
、
同
法
は
「
主
要
な
義
務
」
と
「
主
要
な
債
務
」
の
二
つ
の
概
念
を
同
じ
意
味
で
用
い
て
い
る

の
で（

（（（
（

、
本
稿
も
、
主
要
な
義
務
は
ま
た
主
要
な
債
務
で
あ
る
と
す
る
。
他
方
、
学
説
に
は
、
大
別
す
る
と
、
主
要
な
義
務
の
定
義
に
つ
い

て
、
二
つ
の
見
解
が
あ
る
。
一
つ
の
見
解
は
、「
い
わ
ゆ
る
契
約
の
主
要
な
義
務
と
は
、
契
約
の
性
質
に
基
づ
き
、
当
事
者
の
双
方
が
為

す
べ
き
本
来
的
義
務
で
あ
る
」
と
す
る（

（（（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
も
う
一
つ
の
見
解
は
、「
主
要
な
債
務
と
は
、
双
務
契
約
に
お
け
る
対
価
関
係

に
立
つ
債
務
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
給
付
義
務
を
指
す
」
と
す
る（

（（（
（

。
仮
に
契
約
の
性
質
に
基
づ
い
て
主
要
な
義
務
を
定
義
す
る
と
す
れ
ば
、

契
約
の
類
型
に
よ
っ
て
主
要
な
義
務
の
定
義
が
異
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
避
け
る
た
め
に
、
本
稿
は
、
後
者
の
見
解

に
従
い
、
す
な
わ
ち
、
主
要
な
義
務
は
給
付
義
務
に
限
り
、
給
付
義
務
と
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
付
随
義
務
が
そ
こ
に
含
ま
れ
な
い
と

解
す
る
。

給
付
義
務
は
更
に
主
た
る
給
付
義
務
と
従
た
る
給
付
義
務
の
二
つ
の
形
態
に
分
か
れ
る
。
中
国
で
は
、
主
た
る
給
付
義
務

（H
auptleistungspflichten

）
は
、
契
約
関
係
に
お
い
て
本
来
的
で
不
可
欠
な
、
契
約
類
型
を
決
め
る
義
務
と
定
義
さ
れ
る（

（（（
（

。
こ
れ
に
対
し
、

従
た
る
給
付
義
務
（N

ebenleistungspflichten

）
と
は
、
独
自
に
存
在
す
る
意
味
が
な
く
、
主
た
る
給
付
義
務
を
補
強
す
る
役
割
の
み
を

担
う
給
付
義
務
を
指
し
、
そ
れ
は
契
約
類
型
を
決
め
る
も
の
で
は
な
く
、
債
権
者
の
満
足
を
最
大
限
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
（
（（（
（

。
給
付
義
務
と
区
別
す
る
観
念
と
し
て
、
付
随
義
務
（N

ebenpflichten

）
と
は
、
信
義
則
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
契
約
の
性
質
、
目
的
及

び
取
引
の
慣
行
に
従
っ
て
為
す
べ
き
通
知
、
協
力
、
秘
密
保
持
等
の
義
務
を
意
味
す
る（

（（（
（

。
な
お
、
中
国
で
は
、
給
付
義
務
は
法
律
の
規
定

に
よ
っ
て
生
ず
る
義
務
で
も
あ
る（

（（（
（

。

上
記
の
上
海
市
浦
東
新
区
人
民
法
院
二
〇
一
〇
年
五
月
二
六
日
判
決
及
び
ド
イ
ツ
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
七
二
年
三
月
一
七
日
判
決
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は
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
主
の
守
秘
義
務
、
買
主
の
協
力
義
務
等
の
付
随
義
務
の
み
の
残
存
に
基
づ
い
て
、
か
か
る
契
約
が
「
未
履
行
」
に
該
当

す
る
と
し
た
が
、
本
稿
は
こ
れ
ら
に
賛
成
し
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
民
法
学
説
の
影
響
の
下
、
中
国
民
法
の
通
説
は
、
付

随
義
務
の
不
履
行
は
原
則
と
し
て
契
約
解
除
の
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
付
随
義
務
も
独
立
に
訴
求
可
能
な
も
の
で
は
な

い
と
す
る（

（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
付
随
義
務
違
反
に
よ
っ
て
給
付
義
務
の
履
行
遅
滞
と
な
り
、
又
は
履
行
不
能
を
惹
き
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
限

り
、
付
随
義
務
の
不
履
行
の
場
合
に
は
、
当
事
者
は
、
契
約
を
解
除
し
、
又
は
そ
の
義
務
の
履
行
を
独
立
に
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

倒
産
手
続
外
の
一
般
実
体
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
当
事
者
は
、
付
随
義
務
の
み
の
不
履
行
を
理
由
に
契
約
を
解
除
し
、
又
は
履
行
を
請
求

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
以
上
、
倒
産
手
続
開
始
後
に
は
、
管
財
人
は
、
付
随
義
務
の
み
の
残
存
に
基
づ
い
て
契
約
を
解
除
し
、
又
は
履
行

を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、管
財
人
が
債
務
者
の
一
般
承
継
人
的
地
位
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
仮
に
法
が
管
財
人
に
付
随
義
務
の
み
の
残
存
に
基
づ
い
て
契
約
の
選
択
権
の
行
使
を
許
容
す
る
と
す
れ
ば
、
管
財
人
は
、
債
務
者

又
は
相
手
方
の
受
領
義
務
の
不
履
行
を
理
由
に
、
容
易
に
一
方
当
事
者
完
全
既
履
行
の
双
務
契
約
を
双
方
未
履
行
双
務
契
約
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
に
よ
り
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
そ
れ
自
体
が
没
却
さ
れ

る
の
み
な
ら
ず
、
相
手
方
に
不
当
な
不
利
益
を
与
え
、
ひ
い
て
は
取
引
の
安
全
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
上
記
の
ド
イ
ツ
連
邦
最

高
裁
判
所
一
九
七
二
年
三
月
一
七
日
判
決
に
対
す
る
批
判
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
付
随
義
務
の
み
の
残
存
は
「
未

履
行
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
で
は
、
上
記
の
河
南
省
鄭
州
市
中
級
人
民
法
院
二
〇
一
一
年
八
月
一
日
判
決
、
河
南
省
安
陽
市
中
級
人
民
法
院
二
〇
〇
九
年
一
二

月
一
六
日
判
決
及
び
日
本
最
高
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決
か
ら
み
る
と（

（（（
（

、
従
た
る
給
付
義
務
の
み
の
残
存
が
「
未
履
行
」
に
当
て

は
ま
る
か
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
立
場
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
問
題
に
な
り
得
る
。
先
に
結
論
を
示
せ
ば
、
私
見
は
、
従
た
る
給
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双
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付
義
務
の
み
の
残
存
が
「
未
履
行
」
に
当
て
は
ま
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
国
民
法
の
通
説
は
、
付

随
義
務
の
場
合
と
反
対
に
、
双
務
契
約
の
一
方
当
事
者
が
従
た
る
給
付
義
務
の
不
履
行
と
な
る
と
き
は
、
相
手
方
当
事
者
は
、
債
務
不
履

行
の
法
理
に
従
っ
て
契
約
を
解
除
し
、
又
は
独
立
に
従
た
る
給
付
義
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る（

（（（
（

。
倒
産
手
続
外
の
一

般
実
体
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
契
約
当
事
者
は
、
従
た
る
給
付
義
務
の
み
の
不
履
行
を
理
由
に
、
契
約
を
解
除
し
、
又
は
履
行
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
以
上
、
債
務
者
の
一
般
承
継
人
に
位
置
付
け
ら
れ
る
管
財
人
は
、
倒
産
手
続
に
お
い
て
、
従
た
る
給
付
義
務
の
み
が
残

さ
れ
て
い
る
契
約
を
双
方
未
履
行
双
務
契
約
と
し
て
取
り
扱
い
、
そ
れ
を
解
除
し
、
又
は
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
次
に
、
伝
統
的
学
説
は
、
双
務
契
約
の
一
方
当
事
者
が
従
た
る
給
付
義
務
の
み
の
不
履
行
と
な
る
と
き
は
、
相
手
方
当
事
者
は
、

同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
行
使
に
よ
っ
て
主
た
る
給
付
義
務
の
履
行
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
例
え
ば
、
賃
貸
借

契
約
に
お
け
る
賃
貸
人
の
修
繕
義
務
と
貸
借
人
の
賃
料
支
払
義
務
が
同
時
履
行
関
係
に
立
つ
と
し
た
判
例
の
よ
う
に（

（（（
（

、
現
在
の
と
こ
ろ
、

双
務
契
約
上
の
中
心
的
債
務
の
他
に
も
、
公
平
の
見
地
か
ら
同
時
履
行
関
係
が
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
従
た
る

給
付
義
務
の
重
要
性
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
か
か
る
契
約
が
双
方
未
履
行
双
務
契
約
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
従
た
る
給
付
義
務
の
残
存
を
無
視
す
る
理
由
は
な
か
ろ
う
。
更
に
、
上
記
の
預
託
金
制
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
員
契
約
に
関
す

る
日
本
最
高
裁
の
判
決
及
び
そ
の
評
釈
の
と
お
り
、
双
務
契
約
の
当
事
者
間
に
い
く
つ
か
の
債
権
債
務
が
発
生
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
債

務
の
う
ち
、
ど
れ
と
ど
れ
が
対
価
関
係
に
立
つ
か
に
つ
い
て
、
見
解
が
分
か
れ
る
余
地
が
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
現
在
で
は
、
同
時
履

行
の
抗
弁
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
対
価
的
双
務
性
と
い
う
要
件
の
厳
格
性
が
薄
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
双
方
未
履
行
双

務
契
約
法
理
の
応
用
に
は
、
当
事
者
双
方
の
債
務
の
う
ち
の
ど
れ
と
ど
れ
が
対
価
関
係
に
立
つ
か
を
具
体
的
に
分
け
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ

る
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
倒
産
手
続
開
始
当
時
、
債
務
者
及
び
相
手
方
が
共
に
行
う
べ
き
債
務
を
残
し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
ら
が
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対
価
関
係
に
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
当
該
契
約
を
双
方
未
履
行
双
務
契
約
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
従
た
る
給
付
義
務
の

み
の
残
存
を
「
未
履
行
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
債
権
債
務
が
複
雑
に
交
錯
す
る
よ
う
な
契
約
の
場
合
に
は
、
か
か
る
契

約
の
効
率
的
な
処
理
に
資
す
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
次
の
問
題
は
残
存
の
義
務
の
割
合
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
中
国
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契

約
法
理
は
、
管
財
人
に
契
約
の
選
択
権
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
財
団
の
利
益
の
最
大
化
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
た
と
え

残
存
の
義
務
が
極
僅
か
で
あ
っ
て
も
、
管
財
人
の
選
択
権
行
使
の
機
会
を
奪
う
理
由
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、「
未
履
行
」
が
残
存
の
義

務
の
割
合
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
な
い
。

2　

継
続
的
給
付
契
約
に
関
す
る
特
則

中
国
倒
産
法
は
一
八
条
に
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
一
般
則
を
規
定
す
る
が
、各
種
契
約
類
型
に
応
じ
る
特
則
を
一
切
設
け
な
い
た
め
、

か
か
る
契
約
類
型
に
つ
い
て
一
般
則
が
う
ま
く
対
応
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
形
で
解
釈
に
委
ね
る
し

か
な
い
。
こ
こ
で
は
、
継
続
的
給
付
契
約
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

継
続
的
給
付
契
約
と
は
、
契
約
当
事
者
の
一
方
が
反
復
継
続
的
に
給
付
を
す
る
義
務
を
負
い
（
期
限
の
定
め
の
有
無
を
問
わ
な
い
）、
他
方

が
そ
の
給
付
の
対
価
を
給
付
を
受
け
る
た
び
に
又
は
一
定
期
間
ご
と
に
支
払
う
義
務
を
負
う
契
約
を
い
う（

（（（
（

。
そ
の
典
型
例
と
し
て
、
中
国

契
約
法
第
一
〇
章
に
規
定
す
る
電
気
・
水
・
ガ
ス
・
熱
力
供
給
契
約
が
あ
る
。

継
続
的
給
付
契
約
に
お
い
て
、
倒
産
手
続
開
始
当
時
、
相
手
方
の
継
続
的
給
付
義
務
及
び
債
務
者
の
対
価
支
払
義
務
の
履
行
が
共
に
完

了
し
て
い
な
い
場
合
は
、
当
該
契
約
の
処
理
が
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
に
従
う
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
継
続
的
給
付
契
約
の
特
質
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に
よ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
一
般
則
が
適
用
さ
れ
る
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
破
産
手
続
つ
い
て
い
え
ば
、
管

財
人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
場
合
、
相
手
方
の
手
続
開
始
前
の
給
付
に
か
か
る
対
価
支
払
請
求
権
が
破
産
債
権
か
財
団
債
権
か

が
争
わ
れ
て
い
た
。
仮
に
破
産
債
権
説
を
採
れ
ば
、
相
手
方
は
手
続
開
始
前
の
対
価
支
払
義
務
の
不
履
行
を
理
由
に
、
同
時
履
行
の
抗
弁

権
に
よ
り
、
破
産
手
続
開
始
後
に
給
付
の
提
供
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
財
団
債
権
説
を
採
る
と
、
継
続
的
給

付
契
約
は
各
期
の
給
付
と
対
価
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
期
を
切
り
離
し
て
観
念
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
手
続
開
始
前
の
給
付
に
か
か
る
対
価
支
払
請
求
権
を
財
団
債
権
と
す
る
の
は
破
産
法
の
一
般
原
則
に
反
す
る
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
。
そ
こ
で
、
現
行
日
本
破
産
法
は
、
五
五
条
を
新
設
し
、
継
続
的
給
付
契
約
に
お
け
る
相
手
方
に
対
し
て
、
そ
の
履
行
拒
絶
権
を
否
定

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
、
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
時
を
基
準
時
と
し
て
、
そ
の
以
前
の
給
付
分
に
か
か
る
対
価
支
払

請
求
権
を
破
産
債
権
、
そ
の
以
後
の
給
付
分
に
か
か
る
対
価
支
払
請
求
権
を
財
団
債
権
と
し
、
一
般
の
相
手
方
よ
り
も
手
厚
い
保
護
を
与

え
る
。
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
時
を
基
準
時
と
し
た
の
は
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
保
全
処
分
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
実
際

上
破
産
手
続
開
始
と
同
視
さ
れ
る
た
め
で
あ
る（

（（（
（

。

継
続
的
給
付
契
約
に
お
け
る
相
手
方
の
履
行
拒
絶
権
は
、
管
財
人
の
履
行
の
選
択
と
正
面
か
ら
抵
触
し
、
す
な
わ
ち
、
双
方
未
履
行
双

務
契
約
法
理
の
趣
旨
を
没
却
す
る
た
め
、
倒
産
手
続
、
な
か
ん
ず
く
再
建
型
手
続
に
お
い
て
、
そ
れ
を
制
限
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
た

だ
、
手
続
開
始
申
立
て
前
後
の
給
付
分
に
か
か
る
対
価
を
区
別
し
て
処
遇
す
る
日
本
法
の
よ
う
な
折
衷
的
な
解
決
策
を
採
る
と
、
次
の
よ

う
な
疑
問
が
生
じ
得
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
、
手
続
開
始
の
申
立
て
が
手
続
開
始
と
同
視
さ
れ
る
と
の
理
由
に
基
づ
き
、
継
続
的
給
付
契

約
に
お
け
る
相
手
方
の
手
続
開
始
の
申
立
て
後
手
続
開
始
前
に
し
た
給
付
に
か
か
る
対
価
支
払
請
求
権
を
財
団
債
権
と
す
れ
ば
、
同
様
の

理
由
に
基
づ
き
、
手
続
開
始
の
申
立
て
後
手
続
開
始
前
の
間
に
債
務
の
履
行
を
完
了
し
た
一
般
の
破
産
債
権
者
を
双
方
未
履
行
双
務
契
約
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に
お
け
る
相
手
方
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
準
用
に
よ
り
、
そ
れ
だ
け
の
破
産
債
権
を
財
団
債
権
に
格
上
げ

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
見
は
、
中
国
法
下
で
は
、
継
続
的
給
付
契
約
に
お
け
る
相
手
方
の
履
行
拒
絶
権
を
否
定
し
、
且
つ
、
相
手
方
の
倒
産
手
続
開
始
前
の

給
付
に
か
か
る
対
価
支
払
請
求
権
を
す
べ
て
倒
産
債
権
と
し
て
処
遇
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
中
国
法
上
の
双
方
未
履
行
双

務
契
約
法
理
の
目
的
は
、
相
手
方
の
保
護
で
は
な
く
、
倒
産
財
団
の
利
益
の
最
大
化
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
継
続
的
給
付
契
約
が

相
当
期
間
に
わ
た
る
も
の
と
想
定
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
倒
産
手
続
開
始
直
前
の
一
期
の
み
の
給
付
分
の
対
価
に
つ
い
て
比
例
的
満
足
し
か

得
ら
れ
な
い
こ
と
は
、全
契
約
期
間
か
ら
み
れ
ば
、必
ず
し
も
相
手
方
の
大
き
な
損
失
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、対
価
を
支
払
う
側
（
債
務
者
）

よ
り
、
給
付
を
提
供
す
る
側
（
相
手
方
）
の
方
が
、
よ
ほ
ど
経
済
力
が
強
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
、
他
の
倒
産
債
権
者
と
の
公
平
な

ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
相
手
方
に
対
し
、
そ
れ
が
手
続
開
始
前
に
し
た
給
付
に
か
か
る
対
価
支
払
請
求
権
を
倒
産
債
権
と
し
な
が
ら
、
手
続

開
始
後
に
給
付
の
提
供
を
強
い
る
こ
と
も
、
不
当
で
は
な
い
と
い
え
よ
う（

（（（
（

。

ま
た
、
日
本
破
産
法
五
五
条
は
、
主
と
し
て
管
財
人
が
継
続
的
給
付
契
約
に
つ
い
て
履
行
を
選
択
す
る
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
同
条
二
項
の
文
言
に
は
限
定
が
な
い
た
め
、
管
財
人
が
契
約
の
解
除
を
選
択
し
た
場
合
に
も
、
相
手
方
の
手
続
開
始
の
申
立
て
後
手

続
開
始
前
に
し
た
給
付
に
か
か
る
対
価
支
払
請
求
権
が
財
団
債
権
と
な
る
と
解
す
る
の
は
通
説
で
あ
る
が（

（（（
（

、
こ
れ
に
対
し
、
破
産
債
権
者

の
利
益
保
護
の
見
地
か
ら
破
産
債
権
説
を
唱
え
る
見
解
も
あ
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
中
国
法
下
で
は
、
相
手
方
の
倒
産
手
続
開
始
前
の
給
付
に
か

か
る
対
価
支
払
請
求
権
が
す
べ
て
倒
産
債
権
と
な
る
と
の
解
釈
論
を
採
る
と
、
そ
の
よ
う
な
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
の
不
都
合
は
本
来

生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
る
。
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Ⅴ　

む
す
び
に
か
え
て

1　

中
国
法
に
つ
い
て
の
ま
と
め

以
上
の
検
討
し
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

中
国
倒
産
法
一
八
条
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
一
般
則
と
し
て
、
契
約
の
選
択
権
を
管
財
人
に
の
み
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財

団
の
利
益
の
最
大
化
を
意
図
す
る
。
具
体
的
に
は
、
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
が
財
団
に
と
っ
て
有
利
な
と
き
は
、
管
財
人
に
履
行
の
積
極

的
選
択
が
許
さ
れ
る
の
は
も
と
よ
り
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
、
管
財
人
に
消
極
的
選
択
が
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
立
法
政
策
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
中
国
契
約
法
で
は
履
行
拒
絶
に
よ
る
無
催
告
解
除
の
制
度
が
存
在
し
、
し
か
も
、
仮
に
法
が
管
財
人
の
消
極
的
選
択
に

つ
き
解
除
構
成
を
採
用
す
れ
ば
、
相
手
方
が
履
行
拒
絶
の
選
択
を
な
し
た
管
財
人
に
対
し
て
無
催
告
解
除
を
主
張
す
る
余
地
が
あ
り
得
る

か
ら
、
履
行
拒
絶
構
成
下
で
は
、
相
手
方
は
、
管
財
人
の
履
行
拒
絶
に
よ
り
契
約
を
解
除
す
る
か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
契
約
に
決
着
を
付
け
る
た
め
の
有
利
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
管
財
人
に
の
み
与
え
る
趣
旨
に
反
す
る
。
こ
の
不
都
合
を
回
避
す

る
た
め
に
、
法
が
解
除
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
法
が
管
財
人
に
契
約
の
履
行
の
権
限
を
認
め
る
の
は
、
管
財
人
が
倒
産
手
続
開
始
の
効
果
に
拘
束
さ
れ
ず
、
相
手
方
に
対
す
る
完
全

な
給
付
の
提
供
と
引
き
換
え
に
、
財
団
に
有
利
な
内
容
の
契
約
上
の
相
手
方
の
給
付
を
財
団
に
取
り
込
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
趣
旨
で
あ

る
。
こ
の
相
手
方
の
給
付
は
、
財
団
の
新
た
な
利
益
で
あ
っ
て
総
債
権
者
の
利
益
と
な
る
た
め
、
そ
の
対
価
と
し
て
、
相
手
方
へ
の
満
足

を
倒
産
債
権
者
に
共
同
負
担
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
法
四
二
条
一
号
は
、
管
財
人
が
契
約
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
場
合
、
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相
手
方
の
権
利
を
共
益
債
権
と
し
て
処
遇
す
る
。
な
お
、
債
務
と
し
て
負
担
す
る
給
付
が
可
分
の
場
合
は
、
相
手
方
の
未
受
領
給
付
の
う

ち
、そ
の
財
団
に
新
た
な
利
益
と
み
ら
れ
る
未
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
の
み
が
共
益
債
権
と
格
上
げ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
未
受
領
給
付
の
請
求
権
は
、
相
手
方
が
倒
産
手
続
開
始
前
に
先
履
行
し
た
給
付
の
対
価
と
し
て
、
倒
産
法
の

一
般
原
則
に
従
い
、
倒
産
債
権
に
他
な
ら
な
い
。

同
法
が
管
財
人
に
消
極
的
選
択
を
認
め
る
の
も
、
財
団
の
利
益
を
図
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
選
択
の
場
合
と
同
様
に
、
そ

の
利
益
の
対
価
と
し
て
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
を
共
益
債
権
と
し
て
処
遇
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
相
手
方
の
損
害
賠
償
請
求
権

は
性
質
上
、
そ
の
原
状
回
復
請
求
権
と
同
様
に
、
財
団
の
新
た
な
利
益
の
対
価
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
共
益
債
権
と
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
が
、
管
財
人
に
特
別
の
権
限
で
あ
る
解
除
権
を
付
与
し
た
本
旨
が
減
殺
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
同
法
五
三
条
は
、
そ
れ
を
倒
産
債
権

に
格
下
げ
し
た
。

ま
た
、同
法
一
八
条
に
い
う
「
契
約
」、す
な
わ
ち
、双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
一
般
則
の
適
用
対
象
は
、「
双
務
契
約
」
と
「
双
方
未
履
行
」

の
二
つ
の
要
件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
双
務
契
約
」
と
は
、
倒
産
手
続
開
始
後
で
も
存
続
し
得
る
、
倒
産
財
団
に
関
す
る
、

民
法
上
の
双
務
契
約
を
意
味
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、「
双
方
」
は
債
務
者
及
び
そ
の
相
手
方
で
あ
る
。「
未
履
行
」
と
は
、
主
た
る
給

付
義
務
の
未
履
行
と
従
た
る
給
付
義
務
の
未
履
行
を
指
す
が
、
付
随
義
務
の
未
履
行
が
そ
こ
に
含
ま
れ
な
い
。

2　

日
本
法
へ
の
示
唆

⑴　

目
的
論
に
つ
い
て

日
本
法
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
管
財
人
に
よ
る
契
約
の
履
行
か
解
除
の
選
択
に
委
ね
る
以
上
、
目
的
論
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と
し
て
は
、
第
一
に
、
法
が
履
行
と
い
う
積
極
的
選
択
と
解
除
と
い
う
消
極
的
選
択
を
管
財
人
に
与
え
る
目
的
、
第
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

選
択
が
生
ず
る
効
果
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
、
契
約
の
履
行
の
場
合
、
相
手
方
の
権
利
が
財
団
債
権
と
さ
れ
る
根
拠
と
、
契
約
の
解
除
の
場

合
、
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
が
財
団
債
権
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
破
産
債
権
と
さ
れ
る
根
拠
を
統
一
的
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

こ
れ
に
つ
き
日
本
の
議
論
は
、
ま
ず
、
通
説
は
、
手
続
開
始
後
に
相
手
方
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
等
を
否
定
す
る
と
い
う
点
で
、
近
時

の
有
力
説
側
か
ら
強
く
批
判
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
提
を
踏
襲
し
た
宮
川
説
が
、
財
団
の
新
た
な
利
益
か
ら
、
管
財
人
の
積
極
的
選
択
の
効

果
と
消
極
的
選
択
の
効
果
を
統
一
的
に
説
明
す
る
試
み
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
藤
説
と
水
元
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
消
極
的
選
択
又

は
積
極
的
選
択
と
い
う
管
財
人
の
選
択
権
の
一
つ
の
側
面
の
み
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
り
、も
う
一
つ
の
側
面
を
説
明
で
き
な
い
。
更
に
、

福
永
説
、
霜
島
説
及
び
中
西
説
は
、
一
見
管
財
人
の
選
択
権
を
矛
盾
な
く
説
明
し
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
法
が
履
行
拒
絶
構
成
で

は
な
く
、
解
除
構
成
を
採
用
し
た
か
と
い
う
問
題
を
答
え
ら
れ
ず
、
換
言
す
れ
ば
、
な
ぜ
法
が
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
つ
い
て
特
別
規

定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
特
別
規
定
の
内
容
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
と
評
さ
れ
る
。

私
見
は
、
日
本
法
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
は
、
相
手
方
の
利
益
で
は
な
く
、
財
団
の
利
益
の
保
護
に
あ
る
と
解
す
る
。

管
財
人
に
の
み
契
約
の
選
択
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
根
拠
と
な
る
。
ま
た
、
解
除
構
成
に
関
し
て
は
、
今
回
の
債

権
法
改
正
は
、
国
際
的
な
立
法
の
潮
流
を
視
野
に
入
れ
、
履
行
拒
絶
に
よ
る
無
催
告
解
除
の
制
度
を
成
立
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
る
倒
産
の
場
面
の
不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
に
、
履
行
拒
絶
構
成
よ
り
も
、
解
除
構
成
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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⑵　

効
果
論
に
つ
い
て

効
果
論
に
関
し
て
は
、
日
本
法
は
、
給
付
が
可
分
の
場
合
に
つ
い
て
特
則
を
設
け
な
い
か
ら
、
見
解
が
分
か
れ
る
余
地
が
あ
る
。

相
手
方
へ
の
財
団
債
権
の
処
遇
を
、
相
手
方
の
未
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
に
限
定
す
べ
き
か
ど
う
か
は
、
双
方
未
履
行

双
務
契
約
法
理
の
目
的
論
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
ず
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
が
財
団
の
利
益
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
の
も

の
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
相
手
方
の
未
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
以
外
の
未
受
領
給
付
は
、
財
団
の
新
た
な
利
益

と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
請
求
権
が
財
団
債
権
と
さ
れ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理

が
相
手
方
へ
の
保
護
を
第
一
に
考
え
る
も
の
と
す
る
場
合
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
相
手
方
へ
の
保
護
が
双
務
契
約
に
お
け
る
対
価
関
係

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
給
付
が
可
分
の
場
合
に
は
、
双
務
契
約
の
一
方
当
事
者
の
先
履
行
に
よ
り
、
行
わ
れ
た
一
部
給
付
と

そ
の
反
対
給
付
に
つ
い
て
の
み
対
価
関
係
が
破
壊
す
る
伴
い
、
他
方
当
事
者
は
そ
の
対
価
関
係
に
基
づ
く
保
護
を
失
う
と
す
る
民
法
的
考

え
方
は
、
有
力
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
倒
産
の
場
面
に
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
相
手
方
の
倒
産
手
続
開
始
前
の
先

履
行
に
よ
り
、
相
手
方
の
既
履
行
給
付
と
そ
の
反
対
給
付
と
の
対
価
関
係
が
破
壊
し
、
倒
産
手
続
開
始
後
は
、
相
手
方
は
、
も
は
や
こ
の

対
価
関
係
に
基
づ
く
保
護
が
失
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
既
履
行
給
付
に
か
か
る
反
対
給
付
請
求
権
が
財
団
債
権
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
お
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
法
の
下
で
は
、
給
付
が
可
分
の
場
合
に
つ
い
て
特
則
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
管
財
人
が
給
付
の
可
分
の
契
約
に
つ
い
て
そ
の
履
行
の
選
択
を
な
し
た
場
合
は
、
相
手
方
の
権
利
を
、
相
手
方
の
未
履
行
給
付

に
か
か
る
反
対
給
付
で
あ
る
か
な
い
か
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
財
団
債
権
か
破
産
債
権
に
区
別
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
解
す
る
。

⑶　

適
用
対
象
論
に
つ
い
て
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適
用
対
象
論
に
関
し
て
は
、
日
本
の
議
論
は
「
未
履
行
」
の
意
義
に
輻
輳
す
る
。「
未
履
行
」
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
お
い
て
、
全
然

履
行
の
な
い
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
一
部
が
未
履
行
の
場
合
又
は
従
た
る
給
付
の
み
が
未
履
行
の
場
合
も
、
そ
の
未
履
行
の
割
合
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
含
ま
れ
る
と
す
る
見
解
も
あ
れ
ば（

（（（
（

、
主
要
な
債
務
の
履
行
が
完
了
し
て
い
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る（

（（（
（

。
上
記
の
最
高
裁
平

成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決
は
、
本
質
的
・
中
核
的
な
債
務
が
履
行
済
み
で
付
随
的
な
債
務
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

こ
こ
で
い
う「
未
履
行
」に
該
当
す
る
立
場
を
示
す
一
方
、破
産
者
に
よ
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
債
務
が
付
随
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、

管
財
人
の
解
除
権
を
制
限
す
る
た
め
の
基
準
の
一
つ
と
す
る
。
こ
の
判
例
の
立
場
に
対
し
、
付
随
的
な
債
務
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
関
す
る
規
律
が
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る（

（（（
（

。
従
た
る
給
付
、
主
要
な
債
務
、
本
質
的
・
中
核

的
な
債
務
、
付
随
的
な
債
務
と
い
っ
た
概
念
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、「
未
履
行
」
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
倒
産
法
学
説
に
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
自
体
に
盛
ら
れ
る
意
味
が
多
様
で
あ
り
、
論
じ
方
次
第
で
無
用
な
混
乱
を
招
来
す
る
恐
れ
が
な
い

と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
民
法
上
に
通
用
す
る
、
そ
の
定
義
に
関
す
る
見
解
が
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
概
念
と
し
て
、
主
た
る
給
付
義
務
、
従
た
る
給
付
義
務
及
び
付
随
義
務
の
三
つ
を
用
い
て
、
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双

務
契
約
に
関
す
る
規
定
に
い
う
「
未
履
行
」
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
日
本
の
民
法
学
説
に
は
、
債
務
の
構
造
に

つ
い
て
、
契
約
か
ら
発
生
す
る
給
付
義
務
の
他
に
、
信
義
則
か
ら
発
生
す
る
も
の
と
し
て
、
更
に
付
随
義
務
と
保
護
義
務
と
に
細
分
化
さ

れ
る（

（（（
（

。
そ
れ
故
、
中
国
法
下
の
結
論
を
日
本
法
に
当
て
は
め
る
と
、「
未
履
行
」
と
は
、
主
た
る
給
付
義
務
の
未
履
行
と
従
た
る
給
付
義

務
の
未
履
行
を
指
す
が
、
付
随
義
務
又
は
保
護
義
務
の
み
の
未
履
行
が
そ
こ
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
本
稿
は
、
管
財
人
の
解
除
権
の
制
限
と
い
う
問
題
に
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
と
す
る
が
、「
付
随
的
な
債
務
」
の
み
が
未
履
行
で

あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
関
す
る
規
律
の
適
用
が
許
さ
れ
、
す
な
わ
ち
管
財
人
に
解
除
権
を
認
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め
る
一
方
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
破
産
者
側
の
未
履
行
債
務
が
「
付
随
的
な
債
務
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
管
財
人
に
対
し
て

そ
の
解
除
権
行
使
を
制
限
す
る
と
い
う
最
高
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
こ
こ
で
い
う
「
付
随

的
な
債
務
」
を
民
法
上
の
付
随
義
務
と
解
し
た
上
で
、
直
接
に
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
関
す
る
規
律
の
適
用
を
否
定
す
る
方
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

（
1
）
中
国
倒
産
法
下
で
は
、
倒
産
手
続
は
、
裁
判
所
が
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
受
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
始
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
受

理
の
決
定
は
日
本
法
に
お
け
る
手
続
開
始
決
定
に
類
似
し
、
そ
れ
だ
け
で
倒
産
秩
序
が
確
立
す
る
。
裁
判
所
は
、
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
受

理
す
る
決
定
を
す
る
と
き
は
、
当
該
決
定
と
同
時
に
、
管
財
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
中
国
倒
産
法
一
三
条
）。

（
2
）
中
国
倒
産
法
上
の
共
益
債
権
は
、
日
本
破
産
法
上
の
財
団
債
権
に
当
た
る
。

（
3
）
中
国
倒
産
法
一
八
条
は
、
文
言
ど
お
り
に
読
め
ば
、
管
財
人
に
し
か
契
約
の
選
択
権
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
法
七
三
条
一
項

は
、
更
生
手
続
に
限
っ
て
債
務
者
の
申
立
て
及
び
そ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
許
可
が
あ
っ
た
と
き
は
、
債
務
者
に
財
産
の
管
理
処
分
権
及
び
事
業

の
経
営
権
を
認
め
る
旨
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
更
生
の
場
合
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
手
続
を
採
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
と
平
仄
を
合
わ
せ

る
た
め
に
、
同
法
四
二
条
一
項
一
号
及
び
五
三
条
は
、「
管
財
人
又
は
債
務
者
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
同
法
一
八
条
に
い
う
「
管
財
人
」
に
は

Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
手
続
に
お
い
て
管
理
処
分
権
を
行
使
す
る
債
務
者
が
含
ま
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
同
条
に
「
管
財
人
」
し
か
現
れ
な
い
の
は
立

法
技
術
的
な
ミ
ス
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
手
続
に
お
け
る
債
務
者
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
関
す
る
選
択
権
な
ど
の

管
理
処
分
権
を
行
使
す
る
点
で
、
そ
の
法
的
地
位
が
管
財
人
型
手
続
に
お
け
る
管
財
人
に
準
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
は
特
に
区
別
し
な

い
限
り
、
管
財
人
を
中
心
と
し
た
論
述
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
ア
メ
リ
カ
連
邦
倒
産
法
三
六
五
条a

項
は
、「
管
財
人
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
未
履
行
契
約
及
び
期
間
満
了
前
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
、
引

受
又
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
倒
産
法
に
お
け
る
未
履
行
契
約
の
法
理
に
関
し
て
、
高
木
新
二
郎
『
ア

メ
リ
カ
連
邦
倒
産
法
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）
一
一
三
頁
以
下
、
ジ
ェ
フ
・
フ
ェ
リ
エ
ル=

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｊ
・
ジ
ャ
ン
ガ
ー
著
、

米
国
倒
産
法
研
究
会
訳
『
ア
メ
リ
カ
倒
産
法
（
下
巻
）』（
レ
ク
シ
ス
ネ
ク
シ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
一
二
年
）
一
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。
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中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

ド
イ
ツ
倒
産
法
一
〇
三
条
は
、「
1　

債
務
者
及
び
相
手
方
が
共
に
倒
産
手
続
開
始
時
に
双
務
契
約
を
履
行
し
て
い
な
い
か
又
は
完
全
に
履
行

し
て
い
な
い
と
き
は
、
倒
産
管
財
人
は
、
債
務
者
に
代
わ
り
そ
の
契
約
を
履
行
し
、
又
は
相
手
方
に
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
2　

管

財
人
は
履
行
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
相
手
方
は
、
不
履
行
に
基
づ
く
債
権
を
倒
産
債
権
者
と
し
て
の
み
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
手
方
が
管

財
人
に
そ
の
選
択
権
の
行
使
を
催
告
し
た
と
き
は
、
管
財
人
は
、
履
行
を
請
求
す
る
か
否
か
を
遅
滞
な
く
意
思
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管

財
人
が
こ
の
意
思
表
示
を
怠
る
と
き
は
、
管
財
人
は
、
履
行
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る

双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
法
理
に
関
し
て
、
吉
野
正
三
郎
『
ド
イ
ツ
倒
産
法
入
門
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
三
六
頁
を
参
照
。

（
5
）
中
国
倒
産
法
は
、「
倒
産
財
団
」
と
い
う
概
念
を
採
用
せ
ず
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、「
債
務
者
財
産
」
と
「
破
産
財
産
」
と
の
二
つ

の
用
語
を
併
用
し
て
い
る
。
債
務
者
財
産
と
は
、
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
の
受
理
時
に
債
務
者
に
属
す
る
す
べ
て
の
財
産
及
び
倒
産
手
続
開
始

の
申
立
て
の
受
理
時
か
ら
倒
産
手
続
終
了
ま
で
の
間
に
債
務
者
が
新
た
に
取
得
し
た
財
産
を
い
う
（
中
国
倒
産
法
三
〇
条
）。
破
産
財
産
は
、
破
産

宣
告
後
の
債
務
者
財
産
の
み
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
な
も
の
と
し
て
、
債
務
者
財
産
と
い
う
概
念
は
各
倒
産
手
続
に
も
妥
当

す
る
が
、
破
産
財
産
と
い
う
概
念
は
、
破
産
手
続
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
論
述
の
便
宜
上
、
中
国
法
に
つ
い
て
も
倒
産
財
団
と
い
う

言
葉
に
統
一
し
て
用
い
る
も
の
と
す
る
。

（
6
）
水
元
宏
典
「
破
産
お
よ
び
会
社
更
生
に
お
け
る
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
（
一
）」
法
学
志
林
九
三
巻
二
号
（
一
九
九
五
年
）
六
五
頁
。

（
7
）
許
徳
風
「
論
破
産
中
尚
未
履
行
完
畢
的
合
同
」
法
学
家
二
〇
〇
九
年
第
六
期
九
六
頁
。

（
8
）
李
曙
光=

宋
曉
明
編
『《
中
華
人
民
共
和
国
企
業
破
産
法
》
制
度
設
計
与
操
作
指
引
』（
人
民
法
院
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
五
一
五
頁
。

（
9
）
日
本
で
は
、
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
論
に
関
す
る
学
説
の
ほ
と
ん
ど
が
破
産
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
双
方
未
履
行
双
務

契
約
に
つ
い
て
、
民
事
再
生
法
及
び
会
社
更
生
法
が
破
産
法
と
ほ
ぼ
同
様
に
規
定
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
は
、
考
察
の
便
宜
上
、
破
産
法
を
中
心

と
し
て
、
論
述
を
進
め
て
い
く
も
の
と
す
る
。

（
10
）
中
田
淳
一
『
破
産
法
・
和
議
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
九
年
）
一
〇
一
頁
。
通
説
的
見
解
と
し
て
、
例
え
ば
、
山
木
戸
克
己
『
破
産
法
』（
青
林

書
院
、
一
九
七
四
年
）
一
一
九
頁
、
谷
口
安
平
『
倒
産
処
理
法
（
第
二
版
）』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
一
七
四
頁
、
青
山
善
充
ほ
か
『
破
産

法
概
説
（
新
版
増
補
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
三
頁
、
宗
田
親
彦
『
破
産
法
概
説
（
新
訂
第
四
版
）』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
八
年
）
一
六
七
頁
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
通
説
ま
で
の
学
説
史
に
つ
い
て
、
水
元
・
前
掲
注（
6
）六
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
11
）
水
元
・
前
掲
注（
6
）七
〇
頁
は
、
こ
う
表
現
す
る
。
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（
12
）
伊
藤
眞
『
破
産
法
・
民
事
再
生
法
（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
二
六
八
頁
以
下
。

（
13
）
伊
藤
・
前
掲
注（
12
）二
七
〇
頁
。

（
14
）
伊
藤
・
前
掲
注（
12
）二
七
〇
頁
。

（
15
）
福
永
有
利
「
破
産
法
第
五
九
条
の
目
的
と
破
産
管
財
人
の
選
択
権
」
北
大
法
学
論
集
三
九
巻
五
・
六
号
（
上
）（
一
九
八
九
年
）
一
四
〇
六
頁
。

（
16
）
福
永
・
前
掲
注（
15
）一
四
〇
七
─
一
四
〇
九
頁
。

（
17
）
福
永
有
利
「
破
産
法
第
五
九
条
に
よ
る
契
約
解
除
と
相
手
方
の
保
護
」
法
曹
時
報
四
一
巻
六
号
（
一
九
八
九
年
）
一
五
三
八
頁
は
、
こ
う
表
現

す
る
。

（
18
）
福
永
・
前
掲
注（
15
）一
四
〇
九
頁
。

（
19
）
福
永
・
前
掲
注（
17
）一
五
三
九
頁
。

（
20
）
福
永
・
前
掲
注（
17
）一
五
三
九
頁
。

（
21
）
霜
島
甲
一
『
倒
産
法
体
系
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
三
八
〇
頁
。

（
22
）
霜
島
・
前
掲
注（
21
）三
八
一
頁
。

（
23
）
霜
島
・
前
掲
注（
21
）三
八
二
頁
。

（
24
）
水
元
宏
典
「
破
産
お
よ
び
会
社
更
生
に
お
け
る
未
履
行
双
務
契
約
法
理
の
目
的
（
二
・
完
）」
法
学
志
林
九
三
巻
三
号
（
一
九
九
六
年
）
九
五

頁
。

（
25
）
水
元
・
前
掲
注（
24
）一
〇
〇
頁
。

（
26
）
水
元
・
前
掲
注（
24
）一
〇
〇
─
一
〇
一
頁
。

（
27
）
ド
イ
ツ
破
産
法
の
立
法
理
由
書
は
、
破
産
手
続
に
お
け
る
双
方
未
履
行
双
務
契
約
に
関
す
る
特
別
な
規
定
を
設
け
る
趣
旨
に
つ
い
て
、
こ
う
説

明
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
困
難
の
解
決
を
も
っ
ぱ
ら
民
法
及
び
破
産
法
の
一
般
原
則
の
適
用
に
任
せ
る
こ
と
は
危
険
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
と
い
う
の
は
、
民
法
の
ど
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
契
約
の
不
履
行
の
あ
る
い
は
履
行
不
能

の
、
履
行
の
態
様
の
効
果
に
関
す
る
規
定
か
、
し
か
も
、
そ
れ
が
、
契
約
の
一
方
当
事
者
の
『
過
失
（V

erschuldung

）』
に
基
づ
く
あ
る
い
は

契
約
当
事
者
本
人
が
生
じ
さ
せ
た
『
事
故
（Zufall

）』
に
基
づ
く
あ
る
い
は
『
純
然
た
る
事
故
』
に
基
づ
く
規
定
か
。
あ
る
い
は
、
遅
滞
を
理
由

と
す
る
又
は
事
情
の
変
さ
ら
に
よ
る
契
約
の
解
除
の
権
利
に
関
す
る
規
定
か
。
こ
の
方
法
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
き
個
々
の
法
制
度
の
規
定
が
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中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

著
し
く
相
互
に
相
違
し
て
い
る
だ
け
に
一
層
危
険
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
破
産
法
へ
の
適
用
を
実
務
に
任
せ
る
こ
と

は
、
予
測
し
え
な
い
混
乱
を
生
じ
る
機
会
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
法
制
度
に
つ
い
て
、
破
産
法
の
ど
う
し
て
も
保
持
さ
れ
る
べ
き

原
則
と
の
不
可
避
の
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。」（
荒
木
隆
男
「
一
八
七
四
年
ド
イ
ツ
破
産
法
草
案
理
由
書
（
一
）」
亜
細
亜
法
學
二
一
巻
一

号
（
一
九
八
六
年
）
一
八
六
頁
）。

（
28
）
中
西
正
「
双
方
未
履
行
双
務
契
約
の
破
産
法
上
の
取
り
扱
い
」
徳
田
和
幸
ほ
か
編
『
現
代
民
事
司
法
の
諸
相
・
谷
口
安
平
先
生
古
稀
祝
賀
』（
成

文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
五
〇
〇
頁
以
下
。

（
29
）
宮
川
知
法
「
破
産
法
五
九
条
等
の
基
本
的
理
解
」
法
学
雑
誌
三
七
巻
一
号
（
一
九
九
〇
年
）
四
〇
─
四
二
頁
。

（
30
）
宮
川
・
前
掲
注（
29
）七
〇
│
七
一
頁
。

（
31
）
水
元
・
前
掲
注（
6
）七
六
頁
。

（
32
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
水
元
教
授
は
、「
破
産
法
の
諸
原
則
に
反
対
す
る
理
由
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
説
く
（
水
元
・
前
掲
注
（
24
）
八
六
頁
）。

（
33
）
宮
川
・
前
掲
注（
29
）四
六
頁
。

（
34
）
宮
川
・
前
掲
注（
29
）四
六
─
四
七
頁
。

（
35
）
宮
川
・
前
掲
注（
29
）四
七
頁
。

（
36
）
宮
川
・
前
掲
注（
29
）四
九
頁
。

（
37
）
霜
島
甲
一
「
批
判
」
判
例
時
報
四
二
五
号
（
一
九
六
五
年
）
六
一
─
六
二
頁
。

（
38
）
宗
田
・
前
掲
注（
10
）一
六
九
頁
。

（
39
）
水
元
・
前
掲
注（
24
）八
七
頁
。

（
40
）
水
元
・
前
掲
注（
24
）八
七
─
八
八
頁
。

（
41
）
な
お
、
上
記
消
滅
停
止
説
の
③
の
理
由
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
反
論
も
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
履
行
遅
滞
に
基
づ
く
法
定
解
除
権
が

破
産
手
続
開
始
後
新
た
に
成
立
し
得
な
い
こ
と
は
、
破
産
者
の
債
務
不
履
行
に
帰
責
性
を
欠
く
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
相
手
方
の
同
時
履

行
の
抗
弁
権
の
帰
趨
は
、
破
産
者
の
帰
責
性
の
有
無
と
は
関
係
な
い
か
ら
、
履
行
遅
滞
に
基
づ
く
法
定
解
除
権
に
関
す
る
結
論
が
こ
れ
に
妥
当
し

な
い
（
水
元
・
前
掲
注（
24
）八
七
頁
）。
し
か
し
、
こ
の
反
論
が
そ
の
対
象
と
合
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
反
論
は
、
破
産
者
の

債
務
不
履
行
に
帰
責
性
を
欠
く
こ
と
を
強
調
す
る
点
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
は
、
債
務
者
の
債
務
不
履
行
と
い
う
要
件
を
絞
っ
た
の
で
あ
り
、
す
な



二
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わ
ち
破
産
手
続
開
始
時
に
破
産
者
が
履
行
遅
滞
を
生
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
破
産
手
続
開
始
後
に
生
じ
た
場
面
を
念
頭
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
相
手
方
に
よ
る
催
告
と
い
う
要
件
に
着
目
す
る
消
滅
停
止
説
の
③
の
理
由
と
、
焦
点
を
異
に
す
る
。

（
42
）
水
元
・
前
掲
注（
24
）八
九
頁
。

（
43
）
水
元
・
前
掲
注（
24
）八
八
頁
。

（
44
）
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
否
定
す
る
明
文
の
規
定
が
存
在
し
な
い
点
か
ら
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
に
積
極
的
な
理
由
を
付
け
る
見
解
も
み
ら
れ

る
（
中
島
弘
雅
『
体
系
倒
産
法
Ⅰ
破
産
・
特
別
清
算
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
三
六
頁
）。

（
45
）
例
え
ば
、
条
文
上
、
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
事
者
双
方
の
原
状
回
復
義
務
（
日
本
民
法
五
四
六
条
）、
負
担
贈
与
の
場
合
に
お
け

る
当
事
者
双
方
の
義
務
（
同
法
五
五
三
条
）、
売
買
の
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
損
害
賠
償
義
務
と
買
主
の
代
金
支
払
義
務

（
同
法
五
七
一
条
）
な
ど
に
つ
い
て
、
同
時
履
行
関
係
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
明
文
の
規
定
が
な
く
て
も
、
解
釈
上
、
同
時
履
行
関
係
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
双
務
契
約
が
無
効
で
あ
っ
た
り
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
事
者
双
方
の
不
当
利
得
返
還
義
務
な
ど
は
、
そ
の

例
で
あ
る
（
我
妻
榮
ほ
か
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
法
（
第
二
版
追
補
版
）』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）
九
五
七
頁
、
潮
見
佳
男
『
債
権
各
論

Ⅰ
契
約
法
・
事
務
管
理
・
不
当
利
得
（
第
二
版
）』（
新
生
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
七
頁
を
参
照
）。

（
46
）
道
垣
内
弘
人
「
双
務
契
約
の
各
債
務
の
牽
連
関
係
に
つ
い
て
」
法
学
教
室
二
八
五
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
九
頁
以
下
、
近
江
幸
治
『
民
法
講
義

Ⅴ
契
約
法
（
第
三
版
）』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
四
一
頁
な
ど
を
参
照
。

（
47
）
水
元
・
前
掲
注（
24
）八
九
─
九
〇
頁
。

（
48
）
存
在
効
果
説
及
び
行
使
効
果
説
の
詳
細
に
関
し
て
、
山
本
敬
三
『
民
法
講
義
Ⅳ
─
1
契
約
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
八
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
49
）
水
元
・
前
掲
注（
6
）七
五
頁
は
、
こ
う
指
摘
す
る
。

（
50
）
宮
川
知
法
『
破
産
法
論
集
』（
信
山
社
、
一
九
九
九
年
）
四
九
頁
。

（
51
）
相
手
方
も
管
財
人
も
双
方
未
履
行
の
双
務
契
約
を
未
処
理
の
ま
ま
破
産
手
続
終
了
ま
で
残
し
た
い
場
合
に
は
、
あ
え
て
そ
れ
を
問
題
と
し
な
く

て
も
よ
い
、
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
福
永
・
前
掲
注（
15
）一
四
〇
七
頁
）。

（
52
）
伊
藤
・
前
掲
注（
12
）一
三
八
頁
。

（
53
）
崔
建
遠
編
『
合
同
法
（
第
五
版
）』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
五
一
頁
、
韓
世
遠
『
合
同
法
総
論
（
第
三
版
）』（
法
律
出
版
社
、
二
〇

一
二
年
）
五
一
五
頁
。
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中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

（
54
）
債
務
者
の
帰
責
事
由
が
必
要
と
さ
れ
な
い
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
が
（
韓
・
前
掲
注（
53
）五
一
五
頁
、
李
永
軍
『
合
同
法
』（
法
律
出
版

社
、
二
〇
〇
四
年
）
六
二
九
頁
）、
債
務
者
の
帰
責
事
由
が
必
要
と
さ
れ
る
と
唱
え
る
少
数
説
も
あ
る
（
崔
・
前
掲
注（
53
）二
五
一
頁
）。

（
55
）
韓
・
前
掲
注（
53
）五
一
五
頁
は
、「
こ
の
規
定
（
九
四
条
二
項
）
は
、
英
米
法
上
の
履
行
期
前
の
契
約
違
反
（anticipatory breach of 

contract

）
理
論
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
進
ん
で
、
履
行
期
前
の
履
行
拒
絶
の
み
な
ら
ず
、
履
行
期
後
の
履
行
拒
絶
も
含

ま
れ
る
」
と
説
く
。
な
お
、
こ
の
九
四
条
二
項
に
い
う
「
履
行
の
期
限
が
満
了
す
る
前
」
を
履
行
期
が
到
来
す
る
前
と
理
解
し
、
す
な
わ
ち
、
同

項
の
規
定
を
英
米
法
上
の
履
行
期
前
の
契
約
違
反
に
相
当
す
る
も
の
と
解
し
な
が
ら
、
履
行
期
後
の
履
行
拒
絶
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
九
四
条
四

項
に
い
う
「
そ
の
他
の
契
約
違
反
に
よ
り
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
」
に
該
当
す
る
と
し
た
上
、
こ
の
場
合
に
は
、
依

然
と
し
て
債
権
者
に
無
催
告
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
王
利
明
編
『
中
国
民
法
典
学
者
建
議
稿
及
立
法
理
由
（
債
法
総
則
編
、

合
同
編
）』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
七
八
頁
）。

（
56
）
こ
れ
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
破
産
手
続
開
始
前
に
既
に
債
務
者
に
債
務
不
履
行
が
生
じ
、
し
か
も
催
告
な
ど
解
除
権
発
生
の
要
件

が
備
え
て
い
る
場
合
、
相
手
方
に
解
除
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
相
手
方
の
解
除
権
の
行
使
の
可
否
に
つ
き
、
肯
定
の

立
場
を
採
る
の
は
通
説
で
あ
る
（
谷
口
・
前
掲
注（
10
）一
八
二
頁
、
伊
藤
・
前
掲
注（
12
）二
七
四
頁
、
竹
下
守
夫
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

破
産
法
』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
一
五
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
）、
伊
藤
眞
ほ
か
著
『
条
解
破
産
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
八

九
─
二
九
〇
頁
、
加
藤
哲
夫
『
破
産
法
（
第
六
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
二
四
二
頁
）。

（
57
）
『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
充
説
明
』
は
、
こ
こ
に
は
日
本
民
法
五
四
三
条
の
履
行
不
能
と
、
同
法
五
六
六
条
一
項

及
び
六
三
五
条
に
よ
る
無
催
告
解
除
の
場
合
が
含
ま
れ
る
と
指
摘
す
る
が
、
履
行
拒
絶
に
は
言
及
し
て
い
な
い
（
第
11
）。
し
か
し
、
少
な
く
と

も
、
債
務
者
の
履
行
期
後
の
明
示
の
履
行
拒
絶
が
こ
れ
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
58
）
韓
長
印
「
破
産
宣
告
対
未
履
行
合
同
的
効
力
初
探
」
法
商
研
究
一
九
九
七
年
第
三
期
五
五
頁
。

（
59
）
許
・
前
掲
注（
7
）九
五
頁
。

（
60
）
宮
川
・
前
掲
注（
29
）五
九
頁
、
河
野
正
憲
「
双
務
契
約
一
般
」
櫻
井
孝
一
ほ
か
編
『
倒
産
処
理
法
制
の
理
論
と
実
務
』（
経
済
法
令
研
究
会
、
二

〇
〇
六
年
）
二
八
一
頁
な
ど
を
参
照
。

（
61
）
ド
イ
ツ
倒
産
法
一
〇
五
条
は
、「
債
務
と
し
て
負
担
す
る
給
付
が
可
分
で
あ
り
、
且
つ
、
相
手
方
が
倒
産
手
続
開
始
時
に
お
い
て
そ
の
負
担
す
る

債
務
を
一
部
履
行
し
て
い
る
場
合
に
は
、
倒
産
管
財
人
が
給
付
が
未
履
行
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
履
行
を
求
め
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
相
手
方



二
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四

は
、
反
対
給
付
を
求
め
る
そ
の
請
求
権
の
一
部
給
付
に
対
応
す
る
額
に
つ
い
て
倒
産
債
権
者
と
す
る
。
相
手
方
は
、
そ
の
反
対
給
付
を
求
め
る
請

求
権
の
不
履
行
に
基
づ
い
て
、
手
続
開
始
前
に
債
務
者
の
財
産
と
な
っ
た
一
部
給
付
を
倒
産
財
団
か
ら
返
還
請
求
す
る
権
利
を
有
し
な
い
。」
と
規

定
す
る
（
吉
野
・
前
掲
注（
4
）一
一
五
頁
）。

（
62
）
ハ
ン
ス
・
プ
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ン
グ
著
、
三
上
威
彦
訳
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
時
の
判
例
に
み
ら
れ
る
倒
産
管
財
人
の
選
択
権
─
─
倒
産
法
一
〇
三

条
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」
慶
應
法
学
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
一
二
頁
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
立
場
の
変
遷
に
関
し
て
も
、
同
論
文
を
参

照
。

（
63
）
山
本
・
前
掲
注（
48
）八
七
─
八
八
頁
。

（
64
）
許
・
前
掲
注（
7
）九
五
頁
。

（
65
）
河
南
省
武
陟
県
人
民
法
院
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
八
日
判
決
。（
二
〇
〇
八
）
武
民
初
字
第
六
五
七
号
。
北
大
法
宝
司
法
案
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

<http://w
w

w
.pkulaw

.cn/fulltext_form
.aspx?D

b=pfnl&
Gid=118130377&

keyw
ord=%

e9%
9d%

a2%
e7%

b2%
89%

e5%
8e%

82%
e7

%
ae%

a1%
e7%

90%
86%

e4%
ba%

ba&
EncodingN

am
e=&

Search_M
ode=accurate>

（
二
〇
一
四
年
六
月
一
五
日
ア
ク
セ
ス
）
を
参
照
。

（
66
）
王
衛
国
『
破
産
法
精
義
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
五
三
頁
。

（
67
）
日
本
で
は
、
こ
れ
は
通
説
的
見
解
の
よ
う
に
み
ら
れ
（
竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）二
一
二
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
）
を
参
照
）、
ま
た
、
黙
示

の
履
行
の
選
択
を
認
め
た
下
級
審
裁
判
例
も
み
ら
れ
る
（
東
京
地
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
四
日
判
決
（
金
融
・
商
事
判
例
一
〇
九
二
号
二
二
頁
））。

（
68
）
中
国
契
約
法
上
の
不
安
の
抗
弁
権
の
法
理
及
び
そ
れ
と
日
本
法
と
の
異
同
に
関
し
て
、
稲
田
和
也
「
不
安
の
抗
弁
権
の
条
文
化
に
関
す
る
若
干

の
検
討
─
─
中
国
契
約
法
に
お
け
る
不
安
の
抗
弁
権
規
定
を
参
考
と
し
て
」
法
律
時
報
八
一
巻
八
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
二
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
69
）
王
・
前
掲
注（
66
）五
四
頁
。

（
70
）
許
・
前
掲
注（
7
）九
五
頁
。

（
71
）
東
京
地
裁
平
成
二
年
一
二
月
二
〇
日
判
決
（
判
タ
七
五
七
号
二
〇
五
頁
）。

（
72
）
伊
藤
・
前
掲
注（
12
）二
七
三
頁
、
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）三
八
九
頁
。

（
73
）
そ
れ
は
、
不
安
の
抗
弁
権
の
法
理
は
日
本
法
に
お
い
て
条
文
化
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
成
立
要
件
及
び
効
果
に
つ
い
て
必
ず
し
も
明
瞭
で

は
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
74
）
再
建
型
倒
産
手
続
開
始
後
に
不
安
の
抗
弁
権
の
行
使
を
許
容
す
べ
き
か
に
関
し
て
、
否
定
説
は
、
不
安
の
抗
弁
権
の
行
使
を
許
容
す
る
の
で
あ



二
八
五

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

れ
ば
、「
再
生
手
続
や
更
生
手
続
と
い
っ
た
再
建
型
倒
産
手
続
に
よ
る
事
業
再
建
の
支
障
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（『
民
法
（
債
権
関

係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
（
概
要
付
き
）』
第
33
）。
こ
れ
に
対
し
、
肯
定
説
は
、「
再
建
型
倒
産
手
続
の
開
始
決
定
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

債
務
者
の
財
産
状
態
が
共
益
債
権
を
も
満
足
で
き
な
い
ほ
ど
悪
化
し
て
い
る
事
態
も
あ
り
得
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
事
業
再
建

の
必
要
性
の
み
を
根
拠
に
不
安
の
抗
弁
権
を
否
定
す
る
こ
と
の
合
理
性
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
」
と
反
論
す
る
（『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正

に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
充
説
明
』
第
33
）。

（
75
）
日
本
で
は
、
一
般
論
は
、
管
財
人
に
よ
る
契
約
の
解
除
の
効
果
は
、
民
本
上
の
契
約
の
解
除
の
そ
れ
（
日
本
民
法
五
四
五
条
一
項
本
文
）
に
準

じ
、
す
な
わ
ち
、
契
約
関
係
が
消
滅
し
、
原
状
を
回
復
す
る
と
す
る
が
、
な
ぜ
相
手
方
の
原
状
回
復
請
求
権
が
財
団
債
権
又
は
取
戻
権
と
処
遇
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
相
当
に
分
か
れ
て
お
り
、
大
別
す
る
と
、
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
、
財
団
の

不
当
利
得
の
防
止
で
あ
り
（
竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）二
二
二
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
））、
第
二
は
、
民
法
上
の
原
状
回
復
法
理
へ
の
尊
重
で

あ
り
（
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）四
〇
四
頁
）、
第
三
は
、
対
価
関
係
の
維
持
で
あ
り
（
伊
藤
・
前
掲
注（
12
）二
六
九
頁
注
四
二
）、
第
四
は
、
財

団
へ
の
新
た
な
利
益
の
対
価
で
あ
る
（
宮
川
・
前
掲
注（
29
）七
一
頁
）。

（
76
）
王
欣
新=

余
艶
萍
「
論
破
産
程
序
中
待
履
行
合
同
的
処
理
方
式
及
法
律
効
果
」
法
学
雑
誌
二
〇
一
〇
年
第
六
期
五
一
頁
。

（
77
）
中
国
倒
産
法
四
二
条
三
号
は
、「
倒
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
裁
判
所
に
受
理
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
債
務
で
、
以
下
に
挙
げ
る
も
の
は
、
共
益
債

権
と
す
る
。
③
債
務
者
の
不
当
利
得
に
よ
り
生
じ
た
債
権
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
78
）
許
・
前
掲
注（
7
）九
七
頁
。

（
79
）
王=

余
・
前
掲
注（
76
）五
三
頁
。

（
80
）
崔
建
遠
「
解
除
効
果
折
衷
説
之
評
論
」
法
学
研
究
二
〇
一
二
年
第
二
期
六
三
頁
。

（
81
）
宮
川
・
前
掲
注（
29
）六
八
頁
も
、
未
履
行
債
務
の
消
滅
を
財
団
の
新
た
な
実
体
的
利
益
と
み
て
い
る
。

（
82
）
中
国
物
権
変
動
制
度
及
び
そ
れ
と
日
本
法
と
の
相
違
に
関
し
て
、
渠
涛
「
中
国
物
権
変
動
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二

二
七
号
七
九
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
83
）
中
国
物
権
法
九
条
は
、「
不
動
産
物
権
の
設
定
、
変
更
、
譲
渡
及
び
消
滅
は
、
法
に
基
づ
く
登
記
を
経
て
、
効
力
が
生
ず
る
。
登
記
を
経
な
け
れ

ば
、
効
力
は
生
じ
な
い
。
但
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。」
と
規
定
し
、
同
法
二
三
条
は
、「
動
産
物
権
の

設
定
と
譲
渡
は
、
引
き
渡
し
時
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
。
但
し
、
法
律
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
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（
84
）
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
崔
建
遠
「
解
除
権
問
題
的
疑
問
与
釈
答
」
政
治
与
法
律
二
〇
〇
五
年
第
四
期
四
二
頁
以
下
で
あ
る
。

（
85
）
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
韓
・
前
掲
注（
53
）五
三
一
頁
で
あ
る
。

（
86
）
中
国
物
権
法
一
六
条
は
、「
不
動
産
登
記
簿
は
、
物
権
の
帰
属
と
内
容
の
根
拠
と
す
る
。
不
動
産
登
記
簿
は
、
登
記
機
関
が
管
理
す
る
。」
と
規

定
す
る
。

（
87
）
韓
・
前
掲
注（
58
）五
七
頁
。

（
88
）
許
・
前
掲
注（
7
）九
七
頁
。

（
89
）
伊
藤
・
前
掲
注（
12
）二
六
九
頁
。

（
90
）
谷
口
・
前
掲
注（
10
）一
七
六
頁
。

（
91
）
中
国
倒
産
法
に
お
け
る
各
債
権
の
内
容
及
び
順
位
に
関
し
て
、
金
春=

福
岡
真
之
介
『
中
国
倒
産
法
の
概
要
と
実
務
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一

一
年
）
五
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
92
）
伊
藤
・
前
掲
注（
12
）二
一
一
頁
。

（
93
）
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
関
し
て
、
竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）二
二
二
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
）、
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）四
〇
五
─
四
〇
六
頁

な
ど
を
参
照
。
な
お
、
現
在
で
は
、
履
行
利
益
説
は
や
や
多
数
説
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

（
94
）
な
お
、
中
国
学
説
に
は
、「
信
頼
利
益
」
で
は
な
く
、
こ
れ
と
同
様
の
意
義
で
「
実
際
の
損
害
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
95
）
中
国
契
約
法
九
七
条
は
、「
契
約
を
解
除
し
た
後
に
ま
だ
履
行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
履
行
を
終
了
す
る
。
既
に
履
行
し
て
い
る
契
約
に
つ
い

て
は
、
履
行
の
状
況
と
契
約
の
性
質
に
応
じ
て
、
当
事
者
は
原
状
回
復
、
そ
の
他
の
救
済
措
置
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
損
害
賠
償
を
請

求
す
る
権
利
を
有
す
る
。」
と
規
定
す
る
。

（
96
）
李
永
軍
「
論
破
産
管
理
人
合
同
解
除
権
的
限
制
」
中
国
政
法
大
学
学
報
二
〇
一
二
年
第
六
期
七
三
頁
。

（
97
）
李
国
光
編
『
新
企
業
破
産
法
条
文
釈
義
』（
人
民
法
院
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
三
〇
七
頁
、
呉
慶
宝=

王
建
平
編
『
破
産
案
件
裁
判
標
準
規

範
』（
人
民
法
院
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
四
六
頁
。

（
98
）
李
・
前
掲
注（
54
）六
三
五
頁
。

（
99
）
崔
・
前
掲
注（
53
）二
六
三
頁
、
韓
・
前
掲
注（
53
）五
三
八
─
五
三
九
頁
、
王
利
明=
房
紹
坤=

王
軼
『
合
同
法
（
第
三
版
）』（
中
国
人
民
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
四
五
─
二
四
七
頁
。
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八
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中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

（
100
）
李
・
前
掲
注（
96
）七
三
頁
、
呉=

王
・
前
掲
注（
97
）一
四
六
頁
。

（
101
） 

（
二
〇
一
一
）
鄭
民
一
終
字
第
九
七
五
号
。
北
大
法
宝
司
法
案
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス<http://w

w
w

.pkulaw
.cn/fulltext_form

.aspx?D
b=pfnl

&
Gid=118121343&

keyw
ord=&

EncodingN
am

e=&
Search_M

ode=>

（
二
〇
一
四
年
六
月
一
五
日
ア
ク
セ
ス
）
を
参
照
。

（
102
）
（
二
〇
〇
九
）
安
破
民
字
第
二
号
。
北
大
法
宝
司
法
案
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス<http://w

w
w

.pkulaw
.cn/fulltext_form

.aspx?D
b=pfnl&

Gid=
117666961&

keyw
ord=&

EncodingN
am

e=&
Search_M

ode=>

（
二
〇
一
四
年
六
月
一
五
日
ア
ク
セ
ス
）
を
参
照
。

（
103
）
（
二
〇
〇
八
）
浦
民
二
（
商
）
初
字
第
四
三
八
五
号
。
北
大
法
宝
司
法
案
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス<http://w

w
w

.pkulaw
.cn/fulltext_form

.asp
x?D

b=pfnl&
Gid=118030366&

keyw
ord=%

e7%
a0%

b4%
e4%

ba%
a7%

20%
e6%

9c%
aa%

e5%
b1%

a5%
e8%

a1%
8c%

e5%
ae%

8c%
e6%

af%
95%

e7%
9a%

84%
e5%

90%
88%

e5%
90%

8c&
EncodingN

am
e=&

Search_M
ode=accurate>

（
二
〇
一
四
年
六
月
一
五
日
ア
ク
セ
ス
）

を
参
照
。

（
104
）
日
本
で
い
う
金
銭
消
費
貸
借
契
約
は
、
中
国
契
約
法
一
二
章
に
規
定
す
る
「
借
款
契
約
」
に
当
た
る
。
中
国
法
下
で
は
、
借
款
契
約
は
、
更
に

金
融
機
関
に
よ
る
借
款
契
約
と
自
然
人
間
の
借
款
契
約
と
に
分
か
れ
る
。
中
国
契
約
法
二
一
〇
条
は
、「
自
然
人
間
の
借
款
契
約
は
、
貸
主
が
借
款

を
提
供
し
た
時
点
よ
り
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。」
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
に
関
し
て
は
、
自
然
人
間
の
借
款
契
約
が
要
物
契
約
で
あ
り
片
務
契
約

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
金
融
機
関
に
よ
る
借
款
契
約
が
諾
成
契
約
で
あ
り
双
務
契
約
で
あ
る
と
解
す
る
の
は
一
般
論
で
あ
る
（
崔
・
前
掲
注（
53
）

四
一
九
頁
、
王=

房=

王
・
前
掲
注（
99
）三
二
四
頁
な
ど
を
参
照
）。

（
105
）
崔
・
前
掲
注（
53
）四
四
七
頁
、
韓
・
前
掲
注（
53
）二
四
四
頁
、
王=

房=

王
・
前
掲
注（
99
）三
六
四
頁
な
ど
を
参
照
。

（
106
）BGH

Z 58, 246

。

（
107
）
水
元
・
前
掲
注（
6
）八
六
頁
。

（
108
）
最
高
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決
（
判
タ
一
一
二
六
号
一
一
〇
頁
）。

（
109
）
最
高
裁
平
成
一
二
年
三
月
九
日
判
決
（
判
タ
一
一
二
八
号
一
五
九
頁
）。

（
110
）
宮
崎
乾
朗=

林
泰
民=

北
浦
一
郎
「
預
託
金
制
ゴ
ル
フ
会
員
契
約
と
破
産
法
五
九
条
一
項
」
債
権
管
理
九
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
九
七
頁
は
、

最
高
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決
に
対
し
、
当
該
契
約
が
「
仮
に
双
務
契
約
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
会
員
の
義
務
は
履
行
済
み
で
あ
っ
た
」

と
評
価
し
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
会
員
の
年
会
費
支
払
義
務
が
対
価
関
係
に
含
ま
れ
な
い
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

（
111
）
松
下
淳
一
「
契
約
関
係
の
処
理
」
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
九
号
（
二
〇
〇
二
年
）
五
一
頁
。



二
八
八

（
112
）
山
本
弘
「
年
会
費
の
定
め
の
あ
る
預
託
金
会
員
制
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
が
破
産
し
た
場
合
の
破
産
管
財
人
に
よ
る
破
産
法
五
九
条
一
項
に
よ
る
会

員
契
約
の
解
除
の
可
否
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
二
七
頁
。

（
113
）
ア
メ
リ
カ
連
邦
倒
産
法
三
六
五
条
ａ
項
は
、「
管
財
人
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
未
履
行
契
約
及
び
期
間
満
了
前
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
、
引

受
又
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
。

（
114
）Report of the Com

m
ission on the Bankruptcy Law

s of the U
nited States,

（Part III

）H. R. D
oc. N

o.137, 93d Cong., 1sst 
Sess., 198

─9
（1973

）.

（
115
）Countrym

an, E
xecutory Contracts in Bankruptcy, 57 M

inn. L. Rev. 439, 460

（1973

）.

（
116
）
フ
ェ
リ
エ
ル=
ジ
ャ
ン
ガ
ー
・
前
掲
注（
4
）五
頁
。

（
117
）In re Booth, 19 B. R. 53
（Bankr. D

. U
tah 1982

）.

（
118
）
日
本
破
産
法
上
の
財
団
債
権
に
概
ね
相
当
す
る
。

（
119
）
高
木
・
前
掲
注（
4
）一
一
五
頁
。

（
120
）
王
欣
新
『
破
産
法
学
』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
七
一
頁
、
斉
樹
潔
編
『
破
産
法
研
究
』（
厦
門
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四

年
）
二
七
〇
頁
。

（
121
）
例
え
ば
、
中
国
契
約
法
三
六
条
は
、「
書
面
形
式
で
契
約
を
締
結
す
べ
き
旨
を
法
律
、
行
政
法
規
が
規
定
し
、
又
は
当
事
者
が
約
定
し
た
場
合
、

当
事
者
が
書
面
を
採
ら
な
か
っ
た
が
、
一
方
が
既
に
主
要
な
義
務
を
履
行
し
、
且
つ
、
相
手
方
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
と
き
は
、
当
該
契
約
が
成

立
す
る
。」
と
規
定
し
、「
主
要
な
義
務
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
に
対
し
、
前
述
の
と
お
り
、
同
法
九
四
条
は
、「
主
要
な
債
務
」
と
い
う
言
葉

を
用
い
る
。

（
122
）
王=

房=

王
・
前
掲
注（
99
）八
二
頁
。

（
123
）
韓
・
前
掲
注（
53
）五
一
六
頁
。

（
124
）
崔
・
前
掲
注（
53
）八
五
頁
、
韓
・
前
掲
注（
53
）二
四
三
頁
、
王=
房=
王
・
前
掲
注（
99
）八
三
頁
、
王
沢
鑑
『
債
法
原
理
Ⅰ 

基
本
原
理
・
債

之
発
生
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
六
頁
。

（
125
）
崔
・
前
掲
注（
53
）八
六
頁
、
韓
・
前
掲
注（
53
）二
四
四
頁
、
王
・
前
掲
注（
124
）三
七
頁
。

（
126
）
崔
・
前
掲
注（
53
）八
八
頁
、
韓
・
前
掲
注（
53
）二
四
六
頁
、
王=

房=

王
・
前
掲
注（
99
）八
三
頁
。



二
八
九

中
国
倒
産
法
上
の
双
方
未
履
行
双
務
契
約
法
理
（
劉
）

（
127
）
中
国
契
約
法
六
〇
条
二
項
は
、「
当
事
者
は
、
信
義
則
に
則
り
、
契
約
の
性
質
、
目
的
及
び
取
引
慣
行
に
従
っ
て
、
通
知
、
協
力
、
秘
密
保
持
等

の
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
同
法
九
二
条
は
、「
契
約
の
権
利
義
務
が
終
了
し
た
後
は
、
当
事
者
は
、
信
義
則
に
則

り
、
取
引
慣
行
に
従
っ
て
、
通
知
、
協
力
、
秘
密
保
持
等
の
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
す
る
。

（
128
）
崔
・
前
掲
注（
53
）八
八
頁
、
韓
・
前
掲
注（
53
）二
四
七
頁
、
王=

房=

王
・
前
掲
注（
99
）八
四
頁
、
王
・
前
掲
注（
124
）四
〇
─
四
一
頁
。

（
129
）
日
本
最
高
裁
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
判
決
は
、
年
会
費
支
払
義
務
を
「
付
随
的
な
」
債
務
と
し
て
い
る
が
、「
付
随
的
な
」
債
務
の
定
義
を
明

示
し
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
民
法
上
の
概
念
に
従
っ
て
、
年
会
費
支
払
義
務
を
付
随
義
務
で
は
な
く
、
従
た
る
給
付
義
務
と
解
す
る
。

（
130
）
崔
・
前
掲
注（
53
）八
八
頁
、
韓
・
前
掲
注（
53
）二
四
七
頁
、
王
・
前
掲
注（
124
）四
〇
─
四
一
頁
。

（
131
）
崔
・
前
掲
注（
53
）八
六
頁
。

（
132
）
大
審
院
大
正
一
〇
年
九
月
二
六
日
判
決
（
民
録
二
七
輯
一
六
二
七
頁
）。

（
133
）
竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）二
二
六
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
）。

（
134
）
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）四
〇
九
─
四
一
〇
頁
。

（
135
）
な
お
、
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）四
〇
九
頁
は
、
相
手
方
の
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
後
破
産
手
続
開
始
前
に
し
た
給
付
に
か
か
る
対
価
支
払

請
求
権
を
財
団
債
権
と
す
る
日
本
破
産
法
五
五
条
二
項
は
、「
実
質
的
に
は
、
相
手
方
の
履
行
拒
絶
権
を
否
定
し
、
且
つ
、
破
産
手
続
開
始
前
の
給

付
に
係
る
対
価
支
払
請
求
権
を
す
べ
て
破
産
債
権
と
し
て
、
他
の
破
産
債
権
者
と
の
平
等
的
満
足
を
強
い
る
こ
と
が
、
合
理
的
範
囲
を
超
え
て
相

手
方
の
利
益
を
侵
害
す
る
と
の
判
断
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
136
）
竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）二
二
七
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
）、
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）四
一
〇
頁
、
山
本
克
己
ほ
か
編
『
新
破
産
法
の
理
論

と
実
務
』（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
九
八
頁
（
坂
田
宏
執
筆
部
分
）。

（
137
）
竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）二
二
八
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
）、
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）四
一
〇
─
四
一
一
頁
。
た
だ
し
、
竹
下
ほ
か
・
前
掲

注（
56
）二
二
八
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
）
は
、
破
産
債
権
説
を
唱
え
な
が
ら
も
、
そ
の
副
作
用
と
し
て
、
手
続
開
始
前
に
し
た
給
付
に
か
か
る

対
価
支
払
請
求
権
が
手
続
開
始
後
の
契
約
の
解
除
の
結
果
財
団
債
権
と
は
な
ら
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
相
手
方
が
、
給
付
の
提
供
を
拒
絶
す
る

恐
れ
を
生
じ
さ
せ
る
と
指
摘
す
る
。

（
138
）
例
え
ば
、
中
田
・
前
掲
注（
10
）一
〇
一
頁
、
山
木
戸
・
前
掲
注（
10
）一
二
〇
頁
、
谷
口
・
前
掲
注（
10
）一
七
五
頁
、
宮
川
・
前
掲
注（
50
）五
二

頁
、
藤
田
広
美
『
破
産
・
再
生
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
一
七
九
頁
。



二
九
〇

（
139
）
霜
島
・
前
掲
注（
21
）三
八
〇
頁
。

（
140
）
竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
56
）二
〇
八
頁
（
松
本
淳
一
執
筆
部
分
）。

（
141
）
近
江
・
前
掲
注（
46
）六
頁
以
下
、
中
田
裕
康
『
債
権
総
論
（
第
三
版
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
一
一
三
頁
、
潮
見
佳
男
『
債
権
総
論

（
第
四
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
五
頁
以
下
。

〔
付
記
〕
本
稿
執
筆
に
際
し
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
大
学
民
事
法
研
究
会
に
て
報
告
す
る
機
会
を
頂
き
、
席
上
、
諸
先
生
方
よ

り
貴
重
な
御
教
示
、
御
指
摘
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）


